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航

【
解
題
】

一
　
背
景

　

筆
者
は
、
江
戸
前
期
に
お
け
る
中
国
善
書
の
受
容
と
い
う
課
題
に
関
し
て
、
中
国
明
末
の
儒
者
顔
茂
猷
の
勧
善
思
想
お
よ
び
彼
の
著
作

『
廸
吉
録
』
が
日
本
伝
来
後
、
江
戸
前
期
の
知
識
人
た
ち
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
後
世
に
影
響
を
与
え
た
の
か
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
勧
善
書
は
善
書
と
も
呼
ば
れ
、
人
々
に
分
か
り
や
す
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
道
徳
実
践
を
勧
め
る
基
調
で
編
著
さ
れ
た
書
物
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で
あ
る
。
勧
善
書
は
、
南
宋
に
興
起
し
宋
元
交
替
期
に
盛
ん
と
な
り
、
明
代
以
降
に
儒
教
の
宗
教
化
と
三
教
一
致
的
な
道
徳
実
践
化
が
同

時
進
行
す
る
風
潮
の
中
で
、
隆
盛
を
極
め
広
く
読
ま
れ
て
い
た
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
日
本
陽
明
学
の
祖
と
呼
ば
れ
る
中
江
藤
樹
（
一
六

〇
八
～
一
六
四
八
年
）、
浄
土
真
宗
の
僧
侶
で
あ
り
仮
名
草
子
作
家
で
も
あ
る
浅
井
了
意
（
生
年
未
詳
～
一
六
九
一
年
）
が
そ
れ
ぞ
れ
ど

う
い
っ
た
姿
勢
で
中
国
善
書
を
取
り
入
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
朱
子
学
者
で
あ
り
医
者
で
も
あ
っ
た
藤
井

懶
斎
が
『
大
和
為
善
録
』
の
編
著
に
よ
り
中
国
善
書
の
日
本
化
を
進
め
和
解
本
善
書
を
創
作
し
た
極
め
て
重
要
な
近
世
前
期
の
知
識
人
の

一
人
で
あ
る
と
、
呉
震
氏
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
呉
氏
も
含
め
て
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
東
京
大
学
霞
亭
文
庫
に
最
も
流
布
し
た
版
本
の
所
蔵
が
あ
る
と
確
認

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
大
和
為
善
録
』
の
説
話
内
容
に
対
し
て
あ
ま
り
考
察
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
翻
刻
文
の
欠
如
は
そ
の
原
因

の
一
つ
と
し
て
想
定
さ
れ
る
一
方
で
、
全
文
翻
刻
が
な
け
れ
ば
懶
斎
に
よ
る
中
国
善
書
の
取
り
入
れ
方
や
和
解
本
善
書
の
創
作
が
分
か
ら

な
い
。
翻
刻
し
て
活
字
テ
キ
ス
ト
を
つ
く
る
こ
と
で
、
く
ず
し
字
読
解
に
余
力
を
持
た
な
い
研
究
者
や
一
般
の
方
が
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く

な
る
。
こ
う
い
っ
た
判
断
か
ら
、
東
京
大
学
霞
亭
文
庫
電
子
版
と
し
て
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
版
の
『
大

和
為
善
録
』
の
翻
刻
に
着
手
す
る
次
第
で
あ
る
。
作
業
途
中
で
画
像
が
判
読
し
や
す
く
翻
刻
掲
載
許
可
を
得
た
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
所

蔵
本
に
切
り
替
え
、
最
終
的
に
は
後
者
を
底
本
と
し
た
。

　

所
見
本
は
す
べ
て
同
板
で
ど
ち
ら
も
後
印
本
で
あ
る
が
、
書
誌
情
報
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。
後
者
は
「
正
徳
三
年
癸
巳
年
九
月
吉
祥
日　

浪
花　

書
林　

安
井
弥
兵
衛
」
と
示
さ
れ
た
一
方
で
、
前
者
は
そ
の
書
肆
名
が
削
ら
れ
「
安
永
三
年
甲
午
正
月
吉
日　

大
坂　

心
斎
橋
塩

町　

原
平
兵
衛
」
と
い
う
奥
付
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）



『
大
和
為
善
録
』
翻
刻
と
解
題
（
董
）

305

二
　
底
本

　

前
述
の
と
お
り
、
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
は
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）、
大
坂
の
書
肆
・
浪
花
書
林
の
安
井
弥
兵
衛
に
よ
っ
て

出
さ
れ
た
。
三
巻
五
冊
で
、
い
ず
れ
も
大
き
さ
は
縦
二
十
三
セ
ン
チ
、
横
十
六
セ
ン
チ
で
あ
る
。
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
貴
重
書
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
哲
学
堂
文
庫
に
お
い
て
古
典
籍
、
具
体
的
に
は
国
漢
書
・
修
身
道
話
部
に
分
類
さ
れ
、「
を
３
左
２
０　

Ｔ
１
８
１
８
」

と
い
う
分
類
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
は
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
本
で
、
自
序
の
末
尾
に
「
つ
ち
の
え
た
つ
の
秋
の
末
つ
か
た
、
よ
も
ぎ
が
杣
人
、
ミ
づ
か
ら
是
を
い
ひ
て
、

此
ふ
ミ
つ
く
る
む
ね
を
の
ぶ
と
そ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
九
月
頃
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

初
版
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
で
あ
り
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
と
版
を
重
ね
た
。

国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
る
と
、
本
書
は
写
本
が
一
冊
あ
る
ほ
か
、
版
本
が
十
九
も
現
存
し

て
い
る
。
ま
た
、
類
書
は
三
種
あ
る
。
一
つ
は
、『
大
和
為
善
録
』
の
改
題
改
竄
本
と
さ
れ
、
葛
飾
北
斎
の
挿
絵
が
付
け
ら
れ
た
『
和
漢

陰
隲
伝
』
で
あ
る
。
こ
れ
も
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）、
天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
な
ど
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
十
五
ほ
ど
の
版
本
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
刊
年
不
明
の
版
本
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
二
つ
は
、
筑
波
大
学
附
属
図
書

館
所
蔵
本
で
あ
る
『
訓
導
必
携
修
身
傳
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
大
和
為
善
録
』
の
改
題
本
と
み
な
さ
れ
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
七
月

に
耕
養
堂
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。
三
つ
は
、
明
治
一
〇
年
代
に
学
校
の
修
身
教
科
書
と
し
て
使
わ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
も
現
代
語
訳
等

の
版
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
『
和
語
陰
隲
録
』
で
あ
る
。
本
書
が
藤
井
懶
斎
著
『
大
和
為
善
録
』
を
引
用
し
て
い
た
こ
と
も
先
行
研
究
に
お

い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
藤
井
懶
斎
著
『
大
和
為
善
録
』
は
江
戸
前
期
以
来
の
長
い
歳
月
の
中
で
読
ま
れ
伝
承
さ
れ
て
き

（
4
）

（
5
）
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た
が
、
こ
れ
ま
で
『
大
和
為
善
録
』
の
翻
刻
は
一
度
も
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

三
　
著
者

　

本
書
の
著
者
は
京
都
の
朱
子
学
者
・
藤
井
懶
斎
で
あ
る
。
懶
斎
の
生
い
立
ち
に
関
す
る
戦
前
の
研
究
と
し
て
、『
日
本
道
學
淵
源
録
』（
巻

一
）
や
『
先
哲
叢
談
』（
巻
之
四
）
が
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
の
研
究
紀
要
『
大
倉
山
論
集
』
第

四
四
輯
に
掲
載
さ
れ
た
二
見
田
鶴
子
「『
蔵
笥
百
首
』
翻
刻
と
紹
介
」
の
中
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
勝
又
基
『
親
孝
行
の
江
戸

文
化
』
の
第
四
章
「
藤
井
懶
斎
伝
―
―
い
か
に
『
本
朝
孝
子
伝
』
は
生
ま
れ
た
か
」
に
お
い
て
は
、
懶
斎
の
一
生
涯
が
年
単
位
で
具
体
的

に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、『
国
書
人
名
辞
典
』
第
四
巻
も
参
考
に
し
て
彼
の
生
涯

に
簡
単
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。

　

藤
井
懶
斎
は
讃
岐
国
高
松
（
現
在
の
香
川
県
高
松
市
）
真
行
寺
の
住
職
・
了
現
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
そ
の
生
没
年
に
つ
い
て
は

諸
説
が
あ
り
確
定
さ
れ
て
い
な
い
。
一
説
に
は
、
彼
が
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
生
ま
れ
享
年
九
三
歳
で
没
し
た
と
い
う
。
名
は
臧
、

字
は
季
廉
、
通
称
は
玄
蕃
、
別
号
に
伊
蒿
子
、
懶
斎
、
よ
も
ぎ
が
杣
人
な
ど
が
あ
る
。
懶
斎
は
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
よ
り
医
学
を

も
っ
て
筑
後
国
久
留
米
藩
（
現
在
の
福
岡
県
久
留
米
市
）
に
仕
え
、
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
致
仕
を
願
い
出
て
、
延
宝
二
年
（
一
六
七

四
）
の
秋
、
久
留
米
を
離
れ
三
十
年
以
上
の
藩
医
と
し
て
の
生
活
を
終
え
た
。
京
都
へ
戻
っ
た
懶
斎
は
、
も
っ
ぱ
ら
隠
棲
的
暮
ら
し
を
楽

し
み
、
儒
学
者
・
文
学
者
と
し
て
旺
盛
な
著
述
出
版
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
致
仕
以
降
最
期
を
迎
え
る
ま
で
の
三
十
年
余
り
の
人
生

の
中
で
、
懶
斎
は
、『
蔵
笥
百
首
』、『
本
朝
孝
子
伝
』、『
仮
名
本
朝
孝
子
伝
』、『
徒
然
草
摘
議
』、『
国
朝
諌
諍
録
』、『
二
礼
童
覧
』、『
大

和
為
善
録
』
な
ど
、
後
世
に
ま
で
遺
る
作
品
を
著
し
た
。『
大
和
為
善
録
』
は
、
日
中
両
国
の
歴
史
に
名
を
残
し
た
五
十
九
人
の
善
人
の

（
6
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善
事
を
編
著
し
た
勧
善
書
で
あ
り
、
刷
り
と
改
版
を
重
ね
る
ほ
ど
近
世
日
本
の
民
間
社
会
に
大
い
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

四
　
典
拠

　
『
大
和
為
善
録
』
は
上
・
中
・
下
の
三
巻
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
各
巻
に
収
載
さ
れ
て
い
る
人
物
の
善
事
の
具
体
的
な
内
容
に
関
し
て
は
、

翻
刻
で
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
文
か
ら
見
て
と
れ
る
よ
う
に
、
上
巻
は
中
国
の
『
為
善
陰
隲
』、
中
巻
も

中
国
の
『
太
平
御
覧
』、『
事
文
類
聚
』、『
廸
吉
録
』
な
ど
か
ら
説
話
を
収
載
し
て
い
る
。
下
巻
は
日
本
の
古
代
・
中
世
を
生
き
た
人
物
の

善
事
で
あ
る
。

　

上
巻
は
『
為
善
陰
隲
』
か
ら
「
世
に
ひ
ろ
く
つ
た
へ
ま
ほ
し
き
を
」
二
十
八
話
選
出
し
、「
か
ら
の
ほ
ん
の
ま
ゝ
に
て
ハ
（
中
略
）
よ

ま
ざ
ら
む
こ
と
を
お
そ
れ
て
」、
元
来
の
漢
文
を
日
本
語
に
移
し
替
え
、
そ
の
内
容
を
絵
に
も
表
し
た
。
懶
斎
は
、
序
文
に
お
い
て
『
為

善
陰
隲
』
の
活
用
を
次
の
よ
う
に
明
ら
か
に
記
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
大
明
永
楽
の
す
べ
ら
み
こ
と
、
ミ
づ
か
ら
え
ら
ひ
あ
つ
め
さ
せ

給
ひ
し
為
善
陰
騭
ぞ
、
こ
と
に
あ
は
れ
ハ
ふ
か
き
。
や
つ
か
れ
、
こ
れ
を
う
か
ゞ
ひ
よ
ミ
て
、
そ
の
人
〳
〵
の
善
行
を
お
も
ふ
に
、
或
ハ

感
じ
て
泪
お
ち
、
或
ハ
は
ぢ
て
汗
な
が
れ
、
或
は
い
き
ど
を
り
て
歯
を
か
ま
れ
、
或
ハ
く
ゐ
て
臍
を
く
ふ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
『
為
善
陰
隲
』
は
、
中
国
明
代
第
三
代
皇
帝
・
朱
棣
（
一
三
六
〇
～
一
四
二
四
年
）
に
よ
っ
て
編
著
さ
れ
、
民
衆
を
教
化
し
明
王
朝
に

長
ら
く
の
太
平
と
安
定
を
も
た
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
勧
善
書
で
あ
る
。
本
書
は
十
巻
構
成
で
あ
り
、
春
秋
時
代
の
孫
叔
敖
（
生
没
年

不
詳
だ
が
、
一
説
に
は
紀
元
前
六
三
〇
～
紀
元
前
五
九
三
年
）
か
ら
明
王
朝
の
開
国
功
臣
で
あ
る
徐
達
（
一
三
三
二
～
一
三
八
五
年
）
ら

ま
で
、
幅
広
い
時
代
か
ら
百
六
十
五
条
の
説
話
を
選
定
・
蒐
集
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
説
話
は
、
絶
え
ず
善
行
を
積
み
重
ね
た
結
果
、
自

ら
が
善
報
を
受
け
子
孫
に
も
幸
福
を
与
え
た
と
い
う
趣
旨
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
各
説
話
の
末
尾
に
は
、
明
成
祖
の
論
評
と
賛
美
詩
が
付

（
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）
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さ
れ
て
い
る
。
書
名
は
『
書
経
』
の
「
洪
範
」
に
あ
る
「
惟
天
陰
騭
下
民
」
に
由
来
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
天
が
黙
し
て
言

わ
ず
と
も
人
民
に
安
定
を
も
た
ら
す
」
と
い
う
。

　

中
巻
は
「
一　

王
羲
方
」
の
表
題
の
下
に
「
是
よ
り
下
ハ
太
平
御
覧
事
文
類
聚
廸
吉
録
な
ど
い
ふ
書
の
中
よ
り
と
り
ぬ
」
と
標
註
さ
れ

て
い
る
。

　
『
太
平
御
覧
』
は
北
宋
の
李
昉
ら
が
勅
を
奉
じ
て
太
平
興
国
二
～
八
年
（
九
七
七
～
九
八
三
）
に
編
集
し
た
百
科
事
典
で
あ
り
、
天
子

の
御
覧
に
供
し
た
こ
と
か
ら
『
太
平
御
覧
』
と
命
名
さ
れ
た
。
天
地
・
皇
帝
・
州
郡
・
封
建
・
職
官
・
疾
病
・
妖
異
か
ら
儒
・
道
・
釈
ま

で
五
五
部
に
分
け
、
あ
ら
ゆ
る
事
物
を
網
羅
し
て
い
る
。

　
『
事
文
類
聚
』
は
宋
代
の
祝
穆
に
よ
っ
て
淳
祐
六
年
（
一
二
四
六
）
に
編
纂
さ
れ
、
古
今
の
群
書
の
要
語
・
事
実
・
詩
文
な
ど
を
収
集
・

分
類
し
た
類
書
で
あ
る
。

　
『
廸
吉
録
』
は
、
崇
禎
四
年
（
一
六
三
一
）
に
刊
行
さ
れ
、
中
国
福
建
省
漳
州
府
平
和
県
出
身
の
郷
紳
・
顔
茂
猷
（
一
五
七
八
～
一
六

三
七
年
）
に
よ
っ
て
編
著
さ
れ
た
勧
善
書
で
あ
る
。
書
名
が
『
書
経
』
の
「
大
禹
謨
」
に
あ
る
「
禹
曰
、
恵
廸
吉
、
従
逆
凶
、
惟
影
響
」

に
由
来
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
善
道
に
従
え
ば
吉
事
が
あ
り
、
悪
道
に
従
え
ば
凶
事
が
あ
る
の
は
、
影
が
形
に
従
い
、
響
き

が
音
に
応
ず
る
よ
う
に
確
か
で
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
。
茂
猷
は
、
官
民
問
わ
ず
に
皆
、
因
果
応
報
に
従
う
も
の
で
あ
り
、
自

ら
積
善
を
行
い
、
人
に
勧
善
を
行
う
よ
う
に
常
に
努
め
る
こ
と
こ
そ
が
人
生
に
お
け
る
一
番
大
事
な
こ
と
だ
と
い
う
趣
旨
を
『
廸
吉
録
』

で
一
貫
し
て
主
張
し
た
。
本
書
は
首
巻
と
本
文
の
八
巻
か
ら
成
り
、『
為
善
陰
隲
』
と
同
様
に
、
歴
史
的
な
事
例
を
大
量
に
引
用
し
説
話

の
末
尾
に
著
者
の
評
論
を
付
け
加
え
て
、
因
果
応
報
を
宣
揚
し
勧
善
懲
悪
を
訓
戒
す
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

　

下
巻
に
は
、
全
十
三
話
が
収
載
さ
れ
て
お
り
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
日
本
人
の
善
人
も
典
拠
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
第
一
話
の
「
淳
和
皇

后
」
は
「
三
代
実
録
に
見
え
た
り
」、
第
二
話
の
「
右
大
臣
良
綱
」
は
「
是
も
国
史
に
で
た
り
」、
第
三
話
の
「
滋
野
朝
臣
貞
主
」
は
『
文
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徳
実
録
』、
第
四
話
の
「
左
大
将
仲
平
」
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』、
第
五
話
の
「
大
江
定
基
」
は
『
古
今
著
聞
集
』、
第
七
話
の
「
青
砥
藤
綱
」

は
『
太
平
記
』、
第
八
話
の
「
南
都
悪
僧
」・
第
九
話
の
「
原
中
宿
女
」
は
『
沙
石
集
』、
第
十
話
の
「
古
田
大
膳
太
夫
」
は
『
大
閣
記
』、

第
十
一
話
の
「
勢
州
川
田
氏
」
は
「
植
木
交
庵
か
た
る
」、
第
十
二
話
の
「
不
破
民
部
」
は
「
中
素
軒
か
た
る
」、
第
六
話
の
「
北
条
時

頼
」・
第
十
三
話
の
「
橋
本
松
斎
」
は
典
拠
を
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
下
巻
は
既
存
の
書
物
か
ら
の
引
用
だ
け
で
は
な
く
、

聞
書
き
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

五
　
内
容

　
『
大
和
為
善
録
』
序
文
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
成
り
立
ち
に
は
、
世
の
人
は
我
が
家
に
禍
が
な
く
福
が
あ
る
よ
う
に
願
う
者
で
あ
る
と
い

う
背
景
が
あ
る
。
し
か
し
、
善
を
行
わ
ず
、
悪
を
恐
れ
ず
に
、
福
が
あ
る
よ
う
に
願
う
だ
け
で
は
、
い
く
ら
願
っ
て
も
願
う
通
り
に
な
ら

な
い
。
そ
れ
は
、
米
の
種
を
蒔
か
ず
に
稲
穂
が
実
る
よ
う
に
願
う
こ
と
と
同
様
で
あ
る
。
今
の
人
は
た
い
て
い
利
欲
の
塵
に
け
が
れ
、
明

徳
の
鏡
が
か
き
く
も
る
と
、
な
く
し
て
は
い
け
な
い
善
に
疎
く
、
恐
れ
る
べ
き
悪
と
は
親
し
く
な
る
。
善
を
為
す
べ
き
道
を
行
う
に
は
、

懶
斎
は
、「
た
ゞ
む
か
し
の
善
人
の
跡
を
と
め
て
、
つ
と
め
て
そ
れ
に
な
ら
ふ
よ
り
よ
き
は
あ
ら
し
。
そ
の
跡
し
る
し
を
み
つ
け
る
ふ
ミ

世
に
お
ほ
し
」
と
主
張
し
て
い
る
。
各
々
の
説
話
に
関
し
て
も
、
懶
斎
は
人
物
と
内
容
の
取
捨
選
択
を
行
っ
た
。

　

人
物
の
選
別
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
の
身
分
情
報
を
逐
一
整
理
す
れ
ば
、
懶
斎
の
こ
だ
わ
り
が
一
目
瞭
然
と
な
っ
て
く
る
。

上
巻
に
お
い
て
、
全
二
十
八
話
の
う
ち
、
第
十
二
話
の
「
李
珏
」
は
米
商
人
で
あ
る
が
、
ほ
か
は
皆
官
職
を
持
つ
役
人
で
あ
る
。
中
巻
は

十
八
話
の
う
ち
、
三
分
の
二
は
士
大
夫
で
あ
る
。
ほ
か
は
、
第
三
話
の
「
姚
氏
」
が
皇
帝
に
表
彰
さ
れ
た
義
婦
、
第
十
二
話
の
「
王
商
」・

第
十
四
話
の
「
瞿
嗣
興
」
が
商
人
、
第
十
六
話
の
「
呉
舟
師
」
は
船
人
で
あ
る
。
第
十
七
話
の
「
章
氏
妻
」・
第
十
八
話
の
「
羅
夫
人
」
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は
官
人
の
母
親
で
あ
る
。
下
巻
は
十
三
話
あ
り
、
約
八
割
が
政
治
や
経
済
に
お
い
て
力
を
持
っ
て
い
る
支
配
層
で
あ
る
。
ほ
か
は
、
第
九

話
の
「
原
中
宿
女
」
が
宿
の
女
、
第
十
一
話
の
「
勢
州
川
田
氏
」
が
「
下
賤
の
士
」、
第
十
三
話
の
「
橋
本
松
斎
」
が
家
臣
の
子
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
懶
斎
は
儒
教
を
治
世
の
教
え
と
し
て
、
積
極
的
に
現
世
に
奉
仕
し
実
際
の
政
治
に
参
与
し
、
現
実
社
会
の
改
善
に
自
ら
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
彼
が
朱
子
学
者
と
し
て
の
立
場
を
保
ち
実
践
に
努
め
る
と
い
う
取
組
み
の

姿
勢
が
見
て
と
れ
よ
う
。

　

内
容
の
選
別
に
あ
た
っ
て
、
紙
幅
の
都
合
上
、
一
つ
だ
け
具
体
例
を
挙
げ
て
み
る
。
翻
刻
で
掲
載
し
て
い
る
上
巻
・
第
二
話
「
伏
湛
」

と
比
較
検
討
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
『
為
善
陰
隲
』
に
お
い
て
説
か
れ
た
「
伏
湛
分
俸
」
を
次
の
よ
う
に
示
す
。

伏
湛
、
字
惠
公
、
琅
邪
東
武
人
、
為
平
原
太
守
。
更
始
時
、
倉
卒
兵
起
、
天
下
驚
擾
。
湛
謂
妻
子
、
曰
、
今
民
皆
饑
、
奈
何
獨
飽
。

乃
共
食
麤
糲
、
悉
分
俸
禄
、
以
賑
郷
里
。
來
客
者
百
餘
家
。
後
官
至
司
徒
、
封
不
其
侯
。
食
邑
三
千
六
百
戸
。
卒
。
子
隆
為
光
禄
勳
、

翕
嗣
爵
。
孫
瑗
為
郎
中
、
晨
位
特
進
。
曾
孫
無
忌
為
侍
中
、
屯
騎
校
尉
。
玄
孫
質
為
大
司
農
。

伏
湛
忠
厚
長
者
、
當
干
戈
擾
攘
之
時
、
不
忍
獨
飽
、
分
粟
以
濟
饑
者
、
與
妻
子
共
食
麤
糲
。
夫
遭
世
多
艱
、
流
離
饑
饉
、
孰
不
欲

積
聚
、
以
為
全
活
計
、
豈
肯
輊
捐
所
有
以
與
人
。
湛
乃
無
一
毫
私
己
之
慮
、
視
人
之
饑
甚
若
己
之
饑
。
故
寧
其
心
、
麤
糲
而
不
辭
。

噫
、
比
其
所
為
、
有
過
人
者
矣
。
世
之
貪
鄙
之
徒
、
視
民
艱
苦
、
略
不
経
心
。
拔
一
毛
以
利
人
、
猶
且
不
肯
、
況
望
其
能
如
此
乎
。

此
湛
所
以
卒
踐
顯
要
、
列
爵
封
侯
、
累
世
榮
昌
。
天
於
為
善
之
報
、
何
其
厚
耶
。
詩
曰

　
　
　
　
　
　

漢
李
風
塵
盜
賊
生　

平
原
餓
殍
遍
空
城

　
　
　
　
　
　

不
逄
太
守
能
分
禄　

無
復
生
全
見
太
平

　
　
　
　
　
　
　
　

又

　
　
　
　
　
　

妻
拏
麤
糲
過
饑
年　

分
俸
周
人
德
義
全

（
13
）
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不
但
司
徒
兼
爵
土　

満
門
朱
紫
及
曾
玄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
為
善
陰
隲
』
巻
之
一
・
伏
湛
分
俸

　

こ
の
よ
う
に
、『
大
和
為
善
録
』
は
『
為
善
陰
隲
』
の
叙
述
形
式
、
す
な
わ
ち
説
話
の
末
尾
に
論
評
を
付
す
る
形
式
を
踏
襲
し
た
こ
と

が
分
か
る
。
し
か
し
、
懶
斎
は
伏
湛
の
人
物
像
を
忠
実
に
再
現
し
た
と
同
時
に
、
中
国
種
説
話
を
伝
え
る
際
の
分
か
り
や
す
さ
へ
の
考
慮

や
、
読
み
手
の
心
に
響
く
よ
う
な
表
現
の
技
法
を
盛
り
込
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
も
読
み
取
れ
る
。

六
　
思
想
性

　
『
大
和
為
善
録
』
で
は
善
心
を
持
ち
、
善
を
な
す
べ
き
道
を
行
う
よ
う
に
す
れ
ば
、
善
報
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
主
張
が
一
貫
し
て
い
る
。

そ
れ
を
訓
戒
す
る
た
め
に
、
懶
斎
は
、
序
文
に
お
い
て
「
い
か
に
月
日
神
仏
の
あ
は
れ
さ
せ
給
ふ
と
も
、
ま
か
ぬ
種
の
よ
ね
を
ハ
た
ま
は

ら
ざ
れ
バ
、
易
に
ハ
余
慶
余
殃
を
と
き
た
ま
ひ
、
詩
に
ハ
ミ
づ
か
ら
も
と
む
と
詠
じ
、
書
に
ハ
こ
の
影
ひ
び
き
の
こ
と
し
と
し
る
さ
れ
、

孔
子
は
い
の
る
に
と
こ
ろ
な
し
と
の
た
ま
ひ
、
わ
が
北
野
の
神
は
祈
ら
す
と
て
も
と
ぞ
よ
み
給
へ
る
」
と
い
う
よ
う
に
明
記
し
、
心
に
誠

意
を
持
ち
道
理
に
か
な
っ
た
行
動
を
と
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
き
示
し
た
。
こ
こ
で
見
ら
れ
る
引
用
文
は
、
儒
教
の
経
書
の
中
で
特
に
重

要
と
さ
れ
る
四
書
五
経
に
由
来
す
る
も
の
が
多
く
あ
り
、
ま
た
日
本
人
の
暮
ら
し
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
神
道
信
仰
に
由
来
す
る
も
の
も
あ

る
。
具
体
的
に
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・ 「
易
に
ハ
余
慶
余
殃
」
と
は
『
易
経
』
に
あ
る
「
余
慶
余
殃
」
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
、「
積
善
之
家
必
有
餘
慶
、
積
不
善
之
家
必

有
餘
殃
（
積
善
の
家
に
は
必
ず
余
慶
あ
り
、
積
不
善
の
家
に
は
必
ず
余
殃
有
り
）」（『
易
経
・
坤
卦
』）
に
呼
応
す
る
。

・ 「
詩
に
ハ
ミ
づ
か
ら
も
と
む
」
は
『
詩
経
』
に
あ
る
「
自
ら
求
む
」
を
指
し
て
お
り
、
こ
れ
は
「
永
言
配
命
、
自
求
多
福
（
永
く
言
れ
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命
に
配
し
、
自
ら
多
福
を
求
む
）」（『
詩
經
・
大
雅
・
文
王
』）
に
由
来
し
て
い
る
。

・ 「
書
に
ハ
こ
の
影
ひ
び
き
の
こ
と
し
」
と
は
『
書
経
』
に
あ
る
「
影
響
き
の
如
し
」
と
い
う
言
葉
に
呼
応
す
る
。
こ
れ
は
、「
恵
廸
吉
、

従
逆
凶
、
惟
影
響
（
迪
に
恵
へ
ば
吉
に
し
て
、
逆
に
従
へ
ば
凶
な
り
。
惟
れ
影
響
の
ご
と
し
）」（『
書
経
・
大
禹
謨
』）
に
呼
応
し
、
ま

た
前
掲
し
た
『
廸
吉
録
』
の
書
名
由
来
と
さ
れ
る
『
書
経
』
の
出
拠
と
は
一
致
し
て
い
る
。

・ 「
孔
子
は
い
の
る
に
と
こ
ろ
な
し
」
と
は
儒
教
で
最
も
尊
敬
さ
れ
る
孔
子
及
び
そ
の
子
弟
の
言
行
が
記
録
さ
れ
た
『
論
語
』
に
由
来
し
、

「
獲
罪
於
天
、
無
所
祷
也
（
罪
を
天
に
獲
れ
ば
、
祷
る
所
な
き
な
り
）」（『
論
語
』
八
佾
第
三
の
十
三
）
に
呼
応
す
る
。

　
『
易
経
』『
詩
経
』『
書
経
』『
論
語
』
が
代
表
す
る
四
書
五
経
の
ほ
か
に
、
懶
斎
は
、
日
本
に
お
け
る
学
問
の
神
様
と
し
て
ま
つ
ら
れ
て

い
る
菅
原
道
真
の
教
条
も
引
用
し
た
。

・ 「
わ
が
北
野
の
神
は
祈
ら
す
と
て
も
」
と
は
、「
心
だ
に
誠
の
道
に
か
な
ひ
な
ば
い
の
ら
ず
と
て
も
神
や
ま
も
ら
む
」
と
い
う
菅
原
道

真
の
歌
を
指
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
序
文
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
四
書
五
経
に
あ
る
言
葉
に
は
共
通
し
て
い
る
趣
旨
が
見
て
と
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
善
の
道
に

か
な
う
善
い
事
を
積
み
重
ね
る
よ
う
に
し
て
い
け
ば
、
期
待
せ
ず
と
も
そ
の
報
い
と
し
て
必
ず
幸
福
が
訪
れ
、
ひ
い
て
は
子
孫
に
も
幸
福

を
与
え
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
い
う
意
味
か
ら
す
る
と
、
懶
斎
に
お
い
て
、
儒
教
で
説
か
れ
る
善
道
は
、
日
本
古
来
の
信

条
「
誠
の
道
」
と
も
相
通
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
二
つ
想
起
さ
れ
た
い
。
一
つ
は
、『
為
善
陰
隲
』
と
『
廸
吉
録
』
と
は
三
教
合
一
や
陰

騭
果
報
と
い
っ
た
勧
善
書
の
思
想
的
特
質
を
成
立
背
景
に
秘
め
て
い
る
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。
二
つ
は
、
藤
井
懶
斎
は
仏
教
を
非
難
す

る
朱
子
学
者
で
は
あ
る
が
、
儒
仏
道
の
融
合
が
見
ら
れ
る
中
国
善
書
を
『
大
和
為
善
録
』
に
取
り
入
れ
た
勧
善
思
想
の
宣
揚
者
で
も
あ
る
。

こ
れ
ら
を
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
本
書
は
懶
斎
に
お
け
る
仏
教
態
度
の
変
化
を
捉
え
る
た
め
に
不
可
欠
な
書
物
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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注（
１
）　

拙
稿
「
中
江
藤
樹
の
女
子
教
育
思
想
―
『
翁
問
答
』
と
『
鑑
草
』
に
見
ら
れ
る
孝
思
想
の
一
貫
性
を
中
心
に
―
」（『
日
本
語
日
本
文
學
』
第
四
七

輯
（
輔
仁
大
學
日
本
語
日
本
文
學
編
輯
委
員
會
、
二
〇
一
八
年
）
四
一
～
六
一
頁
）。
同
「
浅
井
了
意
に
お
け
る
中
国
明
末
善
書
文
化
の
受
容 

―

顔
茂
猷
著
『
廸
吉
録
』
を
中
心
に
―
」（『
日
本
文
化
學
報
』
第
七
九
輯
（
韓
國
日
本
文
化
學
會
、
二
〇
一
八
年
）
一
〇
九
～
一
二
七
頁
）。

（
２
）　

呉
震
『
顔
茂
猷
思
想
研
究
―
―
十
七
世
紀
晩
明
勧
善
運
動
的
一
項
個
案
考
察
』
付
録
「
中
国
善
書
在
近
世
日
本
的
流
行
及
其
影
響
―
―
以
顔
茂
猷

与
中
江
藤
樹
的
思
想
交
渉
為
中
心
」（
東
方
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
三
七
〇
～
三
九
三
頁
。

（
３
）　http://kateibunko.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/katei/cgi-bin/gazo.cgi?no=1147&

top=1

（
二
〇
一
九
年
十
一
月
二
十
三
日
最
終
閲
覧
）

（
４
）　http://dbrec.nijl.ac.jp/K

T
G_W

_62055

（
二
〇
二
〇
年
一
月
八
日
最
終
閲
覧
）

（
5
）　

肖
琨
「『
陰
隲
録
』
の
近
代
に
お
け
る
展
開
―
明
治
期
を
中
心
に
―
」（『
立
命
館
文
学
』
第
六
六
〇
号
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
、
二
〇
一
九
年
）

一
七
三
～
一
八
四
頁
。

（
6
）　

大
塚
靜
編
輯
、
千
手
興
成
校
補
、
楠
本
孚
嘉
増
補
、
楠
本
正
翼
校
字
『
日
本
道
學
淵
源
録
』（
巻
一
）（
日
本
出
版
所
出
版
部
、
一
九
三
四
年
）
下
六

七
～
下
六
八
頁
。

（
7
）　

原
念
斎
著
、
源
了
圓
、
前
田
勉
訳
注
『
先
哲
叢
談
』（
巻
之
四
）（
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）
一
七
九
～
一
八
六
頁
。
本
書
の
原
本
は
、
文
化
一
三
年

（
一
八
一
六
）
の
刊
。

（
8
）　

二
見
田
鶴
子
「『
蔵
笥
百
首
』
翻
刻
と
紹
介
」（『
大
倉
山
論
集
』
第
四
四
輯
（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、
一
九
九
九
年
）
二
八
九
～
三
四
八
頁
。

（
9
）　

勝
又
基
『
親
孝
行
の
江
戸
文
化
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
七
年
）
第
四
章
「
藤
井
懶
斎
伝
―
―
い
か
に
『
本
朝
孝
子
伝
』
は
生
ま
れ
た
か
」
二
八
三

～
三
九
一
頁
。

（
10
）　

市
古
貞
次[

ほ
か]

編
『
国
書
人
名
辞
典
』
第
四
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）
一
七
三
頁
。

（
11
）　

船
木
麻
由
「
藤
井
懶
斎
の
文
学
観
」（『
香
椎
潟
』
第
三
三
号
（
福
岡
女
子
大
学
国
文
学
会
、
一
九
八
七
年
）
五
三
～
六
六
頁
。

（
12
）　

徐
家
久
「
孫
叔
敖
与
芍
陂
（
安
豊
塘
）」（『
大
衆
文
藝
』
二
〇
〇
八
年
〇
九
期
（
河
北
省
群
衆
芸
術
館
、
二
〇
〇
八
年
）
一
六
二
～
一
六
三
頁
。
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（
13
）　

朱
棣
『
為
善
騭
陰
』
巻
之
一
（
直
隷
監
察
御
史
刊
、
一
四
一
九
年
）
下
二
六
～
下
二
七
頁
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
内
閣
文
庫
」
三
〇
八
‐
四
三
）。

【
凡
例
】

一
、
翻
刻
掲
載
許
可
を
得
た
上
で
、
底
本
に
は
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
の
所
蔵
本
を
用
い
た
。

一
、
文
章
は
、
全
文
の
翻
刻
を
行
っ
た
が
、
絵
に
つ
い
て
は
収
載
し
な
か
っ
た
。

一
、
本
文
は
、
底
本
の
忠
実
な
翻
刻
に
努
め
た
が
、
読
解
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
次
の
方
針
を
と
っ
た
。

　
　

１
、
特
殊
な
漢
字
は
、
原
意
を
損
な
わ
な
い
程
度
に
常
用
漢
字
ま
た
は
通
用
の
字
体
に
直
し
た
。
た
だ
し
、
江
戸
時
代
に
一
般
的
に

慣
用
さ
れ
た
直
（
値
）
な
ど
の
誤
字
・
宛
字
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

　
　

２
、
振
り
仮
名
は
底
本
に
忠
実
に
従
っ
た
。

　
　

３
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
本
文
に
は
適
宜
、
句
読
点
を
付
し
た
。

　
　

４
、
本
誌
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
合
わ
せ
る
た
め
、
原
文
一
行
あ
た
り
の
文
字
数
を
改
め
た
。

　
　

５
、
各
節
の
間
を
一
行
分
開
け
た
。

　
　

６
、
各
節
が
物
語
の
本
文
と
著
者
の
評
論
に
分
か
れ
て
い
る
た
め
、
物
語
の
本
文
で
あ
る
段
落
の
頭
を
一
字
下
げ
、
著
者
の
評
論
で

あ
る
段
落
は
一
字
下
げ
、
頭
は
さ
ら
に
一
字
下
げ
た
。
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【
翻
刻
】

大や
ま
と和
為い

善ぜ
ん

録ろ
く

序じ
ょ

　

世よ

の
人ひ

と

、
わ
が
家
に
禍

わ
ざ
わ
いな
く
て
福

さ
い
わ
ひあ
ら
ん
事こ

と

を
ね
が
ハ
ざ
る
は
な
し
。
ね
が
ひ
て
善ぜ

ん

を
な
さ
ず
悪あ

く

を
お
そ
れ
ざ
る
は
、
た
と
へ
ば
、
南

ミ
な
ミ

へ
ゆ
か
ん
と
お
も
ふ
人
の
輈な

が
え
を
北き

た

に
む
か
ふ
る
が
ご
と
し
。
い
か
に
し
て
ね
が
ひ
の
こ
と
く
な
ら
む
。
ね
が
ひ
の
ご
と
く
な
ら
む
と
て
、

月
を
お
が
ミ
、
日
を
ま
ち
、
神か

ミ

仏ほ
と
けに
祈い

の

る
人
、
ま
た
お
な
し
。
そ
の
身
に
善ぜ

ん

を
ハ
な
さ
て
、
月
日
神
仏
に
さ
い
は
ひ
を
い
の
る
は
、
た
と

へ
ハ
、
よ
ね
の
種た

ね

を
バ
ま
か
で
稲い

な
ば葉
し
げ
ら
ん
こ
と
を
ね
が
ふ
が
こ
と
し
。
い
か
に
月
日
神
仏
の
あ
は
れ
さ
せ
給
ふ
と
も
、
ま
か
ぬ
種
の

よ
ね
を
ハ
た
ま
は
ら
ざ
れ
バ
、
易ゑ

き

に
ハ
余よ

慶け
ひ

余よ

殃わ
う

を
と
き
た
ま
ひ
、
詩
に
ハ
ミ
づ
か
ら
も
と
む
と
詠ゑ

い

じ
、
書し

よ

に
ハ
こ
の
影か

げ

ひ
び
き
の
こ
と

し
と
し
る
さ
れ
、
孔こ

う

子し

は
い
の
る
に
と
こ
ろ
な
し
と
の
た
ま
ひ
、
わ
が
北き

た

野の

の
神
は
祈
ら
す
と
て
も
と
ぞ
よ
み
給
へ
る
。
し
か
ハ
あ
れ
ど
、

今
の
人
お
ほ
や
う
利
欲
の
塵ち

り

に
け
が
れ
、
明め

い
と
く徳
の
か
が
み
、
か
き
く
も
れ
バ
、
な
し
ぬ
べ
き
善
に
ハ
う
と
く
、
お
そ
る
へ
き
悪
に
は
し
た

し
。
い
と
か
な
し
き
わ
ざ
な
ら
ず
や
。
善
を
な
す
べ
き
道ミ

ち

い
か
ん
。
た
ゞ
む
か
し
の
善ぜ

ん

人に
ん

の
跡あ

と

を
と
め
て
、
つ
と
め
て
そ
れ
に
な
ら
ふ
よ

り
よ
き
は
あ
ら
し
。
そ
の
跡あ

と

し
る
し
を
み
つ
け
る
ふ
ミ
世
に
お
ほ
し
。
中
に
も
大た

い
ミ
ん
ゑ
い
ら
く

明
永
楽
の
す
べ
ら
み
こ
と
、
ミ
づ
か
ら
え
ら
ひ
あ
つ
め

さ
せ
給
ひ
し
為い

善ぜ
ん
い
ん
し
つ

陰
騭
ぞ
、
こ
と
に
あ
は
れ
ハ
ふ
か
き
。
や
つ
か
れ
、
こ
れ
を
う
か
ゞ
ひ
よ
ミ
て
、
そ
の
人
〳
〵
の
善
行か

う

を
お
も
ふ
に
、

或あ
る
ひハ
感か

ん

じ
て
泪な

み
だ
お
ち
、
或
ハ
は
ぢ
て
汗あ

せ

な
が
れ
、
或
は
い
き
ど
を
り
て
歯は

を
か
ま
れ
、
或
ハ
く
ゐ
て
臍ほ

ぞ

を
く
ふ
。
此
お
ろ
か
な
る
心
を
だ

に
、
か
く
引
お
こ
し
侍
れ
ば
、
も
と
よ
り
さ
か
し
き
人
の
是
を
よ
み
見
舞
に
、
い
か
で
そ
の
益や

く

す
く
な
か
ら
む
。
こ
れ
に
よ
り
て
此
ふ
ミ

世
に
ひ
ろ
く
つ
た
へ
ま
ほ
し
き
を
、
か
ら
の
本
の
ま
ゝ
に
て
ハ
市い

ち

町ま
ち

野の

山
の
い
や
し
き
が
、
よ
ま
ざ
ら
む
こ
と
を
お
そ
れ
て
、
此
こ
ろ
ひ

そ
か
に
倭わ

語ご

に
う
つ
し
か
へ
、
其
さ
ま
を
絵ゑ

に
あ
ら
ハ
し
、
つ
ゐ
で
に
又
類る

い

を
な
じ
く
て
、
こ
と
ふ
ミ
に
見
へ
た
る
を
も
、
こ
れ
か
れ
ク
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ハ
へ
ま
し
、
末す

ゑ

に
ハ
、
こ
れ
ら
の
人
の
中
に
、
求も

と
め
え
た
る
を
な
ん
、
し
る
し
ぬ
。
人
の
伝で

ん

、
す
べ
て
六
十
に
ひ
と
つ
を
か
く
又
伝
の
し
り

へ
こ
と
に
、
ひ
そ
か
に
を
の
が
こ
ゝ
ろ
を
つ
け
て
評へ

う

論ろ
ん

に
か
た
ど
る
。
巻ま

き

ハ
わ
か
ち
て
み
つ
と
な
し
、
名
づ
け
て
や
ま
と
為い

善ぜ
ん

録ろ
く

と
い
ふ
。

是
、
わ
れ
ま
た
く
事
を
こ
の
む
に
あ
ら
ず
、
我
も
人
も
た
ゞ
善
を
す
る
に
か
た
き
が
、
な
げ
か
し
け
れ
バ
、
せ
め
て
ハ
、
か
ゝ
る
事
を
し

て
だ
に
、
そ
の
道
の
し
る
べ
と
も
な
さ
ば
や
と
思
ふ
な
り
け
り
。
人
あ
り
、
と
ふ
て
い
ハ
く
。
此
ふ
ミ
の
為
善
陰
騭
を
訳や

く

す
る
所
、
本
書

に
見
く
ら
ぶ
れ
ハ
、
人
も
か
け
事
も
も
れ
ぬ
、
い
か
で
つ
ぶ
さ
に
は
、
う
つ
し
と
ら
ざ
る
。
こ
た
ふ
。
人
は
そ
の
行

ぎ
や
う

状じ
や
うの
似に

た
る
を
の
ぞ

き
、
事
ハ
其
し
げ
き
を
そ
ぎ
、
あ
や
し
き
を
は
ぶ
く
。
こ
れ
世
の
人
の
よ
む
に
そ
ま
ず
。
兼か

ね

て
怪

く
わ
い

異い

を
か
た
ら
ざ
ら
む
こ
と
を
こ
ひ
ね
が

ひ
て
な
り
。
他た

書し
よ

な
ら
び
に
我
国
の
ふ
ミ
に
と
る
も
、
又
お
な
じ
。
た
ゞ
く
り
返
し
是
を
よ
み
て
、
む
ま
く
そ
の
心
に
し
め
バ
、
人
と
事

と
の
す
く
な
き
は
憂う

れ
へ
と
す
る
に
た
ら
ざ
ら
ん
か
。
つ
ち
の
え
た
つ
の
秋
の
末
つ
か
た
、
よ
も
ぎ
が
杣そ

ま

人
、
ミ
づ
か
ら
是
を
い
ひ
て
、
此
ふ

ミ
つ
く
る
む
ね
を
の
ぶ
と
そ
。

一　
　

孫
叔
敖

二　
　

伏
湛

三　
　

王
丹

四　
　

李
善

五　
　

袁
安

六　
　

王
忳

七　
　

許
遜

八　
　

狄
仁
傑

九　
　

郭
震

十　
　

裴
度

十
一　

崔
郾

十
二　

李
珏

十
三　

孫
泰

十
四　

鍾
離
瑾

十
五　

銭
若
水

十
六　

陳
堯
叟

十
七　

査
道

十
八　

韓
魏
公

十
九　

王
曽

二
十　

王
質

廿
一　

胡
宿

廿
二　

憑
商

廿
三　

朱
軾

廿
四　

葛
蘩

廿
五　

張
八
公

廿
六　

蔣
生

廿
八　

鄭
叔
通

廿
八　

張
孝
基

大
和
為
善
録
上
目
録
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大
和
為
善
録
上

一　

孫そ
ん

叔し
ゆ
く

敖が
う

　

孫
叔
敖
は
、
も
ろ
こ
し
、
楚
と
い
ふ
国
の
人
な
り
。
お
さ
な
き
こ
ろ
、
ひ
と
り
出
て
あ
そ
び
て
、
あ
と
先さ

き

に
か
し
ら
の
つ
き
た
る
へ
び

を
見
け
り
。
こ
れ
を
両

り
や
う

頭と
う

の
蛇じ

や

と
い
ふ
。
其そ

の

頃こ
ろ

の
人
、
両

り
や
う

頭と
う

の
蛇じ

や

を
見
つ
け
た
る
も
の
ハ
、
か
な
ら
ず
死し

す
と
な
ん
い
ひ
な
ら
ハ
せ
り
。

叔
敖
お
も
ひ
け
る
は
、
わ
れ
幸

さ
い
わ
ひな
く
て
此
へ
び
に
見
あ
ひ
た
れ
バ
、
こ
の
身
ハ
死
を
の
が
る
へ
か
ら
ず
。
さ
れ
バ
と
て
是
を
又
こ
と
人
に

見
せ
て
、
そ
の
人
を
も
死
な
せ
む
事
ハ
不ふ

便び
ん

な
れ
ば
、
こ
ろ
し
て
か
く
さ
ば
や
と
思
ひ
て
、
お
そ
ろ
し
か
り
つ
れ
ど
、
ち
か
く
よ
り
て
其

へ
び
を
た
ゝ
き
こ
ろ
し
て
、
土つ

ち

に
う
つ
ミ
て
家い

へ

に
か
へ
り
、
う
ち
し
ほ
れ
た
る
あ
り
さ
ま
に
て
、
物
を
も
く
は
で
ぞ
あ
り
け
る
。
母は

ゝ

あ
や

し
ミ
て
そ
の
故
を
と
へ
ば
、
叔

し
ゆ
く

敖が
う

う
ち
な
き
て
、
人
つ
て
に
い
ふ
両

り
や
う

頭と
う

の
蛇じ

や

を
見
る
も
の
ハ
か
な
ら
ず
死
す
と
、
わ
れ
今
日
こ
れ
を
見
る
。

母
に
わ
か
れ
て
し
ぬ
べ
き
が
か
な
し
き
な
り
と
い
ふ
。
母
又
と
ふ
其
へ
び
い
づ
か
た
に
あ
る
や
と
。
叔
敖
、
人
の
ミ
ん
事
の
う
た
て
さ
に
、

こ
ろ
し
て
土つ

ち

に
う
づ
ミ
侍
り
と
こ
た
ふ
。
母
是
を
き
ゝ
て
い
は
く
。
か
な
し
ま
ざ
れ
、
な
ん
ぢ
、
死
な
じ
。
陰い

ん

徳と
く

あ
れ
ハ
陽や

う

報は
う

あ
り
と
い

ひ
つ
た
へ
す
や
。
又
、
こ
と
人
の
見
て
し
な
ん
事
を
か
な
し
ミ
て
、
こ
ろ
し
て
う
ず
み
た
る
ほ
ど
の
善ぜ

ん

根ご
ん

を
バ
、
天て

ん

道た
う

い
か
で
す
て
給
ハ

ん
。
な
ん
ぢ
大
な
る
さ
い
は
ひ
を
え
ん
ぞ
と
い
ひ
な
く
さ
め
け
る
が
、
案あ

ん

の
ご
と
く
そ
の
身
つ
ゝ
が
な
く
、
お
と
な
し
く
な
り
て
後
、
其そ

の

国く
に

の
令れ

い

尹い
ん

と
云
、
た
か
き
位く

ら
ゐ
に
の
ぼ
り
、
家
と
み
さ
か
へ
、
い
の
ち
も
な
が
く
、
子し

孫そ
ん

も
お
ほ
か
り
け
る
と
な
ん

　

陰い
ん

徳と
く

あ
れ
ば
陽や

う

報は
う

あ
り
と
ハ
、
ひ
そ
か
に
人
の
た
め
に
よ
き
事
し
て
、
そ
の
事
あ
ら
ハ
さ
ゞ
れ
バ
、
人
は
し
ら
ざ
れ
と
も
、
天
に
ハ

必
知
ら
れ
ま
い
ら
せ
て
、
さ
い
は
ひ
を
う
く
る
を
云
な
り
。
ふ
る
き
物
が
た
り
に
か
く
れ
た
る
、
信し

ん

あ
れ
バ
あ
ら
は
れ
て
の
利り

生し
や
うと

い

ふ
が
こ
と
し
。
さ
れ
バ
、
人
の
善ぜ

ん

を
な
す
に
、
此
陰い

ん

徳と
く

を
す
ぐ
れ
た
り
と
す
る
故
は
、
人
に
し
ら
れ
て
人
の
た
め
よ
き
事
す
れ
ば
、
そ

の
人
よ
ろ
こ
び
て
返へ

ん

報は
う

す
。
し
か
れ
バ
か
な
ら
ず
し
も
天
の
め
ぐ
み
を
う
け
ず
。
人
の
た
め
よ
き
事
し
て
、
人
に
し
ら
れ
ざ
れ
バ
、
人

は
返へ

ん

報は
う

せ
ざ
れ
と
も
、
天
か
な
ら
ず
め
ぐ
ミ
を
た
れ
て
さ
い
は
ひ
、
せ
さ
せ
給
ふ
な
り
。
人
の
返
報
を
う
け
ん
よ
り
、
天
の
め
ぐ
み
に
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あ
ひ
た
る
が
ま
さ
る
ま
し
き
や
。
も
し
人
あ
り
て
人
の
返へ

ん

報は
う

は
、
ち
か
く
た
し
か
な
り
。
天
の
め
ぐ
み
ハ
お
ぼ
つ
か
な
し
と
い
は
ゞ
、

ひ
そ
か
に
悪
を
な
し
て
身
を
ほ
ろ
ぼ
す
も
の
を
見
る
べ
し
。
人
ハ
し
り
が
た
き
事
と
い
へ
ど
、
天
た
ち
ま
ち
其
悪あ

く

を
あ
ら
は
し
て
、
人

の
手て

を
か
り
て
首く

び

を
き
り
給
ふ
。
こ
れ
を
う
ち
返か

へ

し
て
見
る
時
、
善ぜ

ん

を
す
る
人
の
天
に
め
ぐ
ま
る
ゝ
が
た
し
か
な
る
事
を
バ
し
ら
む
。

此
こ
と
は
り
に
く
ら
き
が
ゆ
へ
に
、
人
ミ
な
陰い

ん

徳と
く

を
つ
む
事
な
く
、
お
ほ
や
う
人
の
見
き
く
所
に
て
ハ
、
人
の
た
め
よ
き
事
を
も
、
い

ひ
お
こ
な
へ
ど
、
人
し
ら
ぬ
あ
た
り
に
て
ハ
し
か
ら
ず
。
も
し
又
人
し
ら
ぬ
あ
た
り
に
て
、
わ
つ
か
に
も
善ぜ

ん

を
な
せ
バ
、
は
や
く
そ
の

善
を
人
に
し
ら
れ
ん
事
を
も
と
む
。
是
を
陰い

ん

徳と
く

と
い
は
ん
や
。
さ
て
も
叔

し
ゆ
く

敖が
う

、
い
と
お
さ
な
く
て
両

り
や
う

頭た
う

の
蛇じ

や

を
見
て
、
我
身
の
し
な
ん

事
を
な
げ
き
て
、
心
の
い
と
ま
な
き
内
に
、
又
、
他た

人
の
是
を
見
て
死し

ぬ
べ
き
事
を
か
な
し
ミ
、
た
れ
に
し
ら
れ
ん
と
も
な
く
て
、
つ

と
め
て
蛇
を
こ
ろ
し
、
土つ

ち

に
う
づ
ミ
て
か
く
し
け
る
ハ
、
ま
こ
と
に
い
ミ
じ
き
陰
徳
な
れ
バ
、
い
か
で
陽や

う

報は
う

な
か
る
べ
き
。

二　

伏ふ
く
た
ん湛

　

伏
湛
は
、
漢か

ん

の
平へ

い
け
ん原
と
い
ふ
所
の
守し

ゆ
ご護
に
て
、
そ
の
家
ゆ
た
か
也
。
天
下
大
乱ら

ん

の
こ
ろ
民た

ミ

み
な
食し

よ
く
も
つ物
に
と
ぼ
し
。
伏ふ

く
た
ん湛
わ
が
妻さ

い

子し

に
い

へ
る
ハ
、
今
此
所
の
民た

ミ

ミ
な
飢う

へ

た
り
。
わ
が
家
ゆ
た
か
な
り
と
て
も
、
い
か
で
つ
ね
の
食
物
を
も
ち
ゐ
ん
と
、
終つ

ゐ

に
そ
の
身
も
妻さ

い
し子
も
み

な
朝あ

さ
ゆ
ふ夕
き
ハ
め
て
あ
ら
き
食

し
よ
く

物も
つ

を
く
ひ
、
知ち

行ぎ
や
うお
さ
ま
れ
ハ
家
に
な
く
て
か
な
ハ
さ
る
ほ
ど
ハ
と
ゞ
め
置
て
、
外
は
こ
と
〳
〵
く
民
に
ほ

ど
こ
し
け
り
。
伏ふ

く
た
ん湛
の
家
に
来き

た

り
て
や
し
な
ハ
れ
居い

け
る
民た

み

も
百
余よ

か
ま
ど
ゝ
な
ん
し
る
せ
り
。

　

と
め
バ
其
と
み
を
お
と
さ
じ
と
物
を
お
し
ミ
、
ま
づ
し
け
れ
バ
い
よ
〳
〵
お
し
む
。
是
平
人
の
つ
ね
の
心
也
。
又
、
よ
き
食

し
よ
く

物も
つ

に
な

れ
た
る
身
の
、
に
ハ
か
に
あ
し
き
食
物
く
ふ
も
人
の
し
か
た
き
所
な
り
。
然
る
に
伏ふ

く
た
ん湛
、
わ
が
守し

ゆ
ご護
す
る
所
の
民た

ミ

の
困こ

ん
き
う窮
を
あ
は
れ
ミ
、

物
を
ほ
ど
こ
し
て
お
し
ま
ざ
る
の
ミ
な
ら
ず
、
最さ

い
あ
い愛
の
妻さ

い

子し

も
ろ
共
に
あ
し
き
食
物
く
ひ
け
る
事
、
ま
こ
と
に
有
が
た
き
心
さ
し
な
ら

ず
や
。
食
だ
に
し
か
り
、
そ
の
外
の
倹け

ん
や
く約
お
も
ひ
や
ら
れ
た
り
。
世
の
人
、
飢き

饉き
ん

の
こ
ろ
な
ど
、
う
へ
こ
ゞ
へ
た
る
も
の
を
見
て
ハ
、



『
大
和
為
善
録
』
翻
刻
と
解
題
（
董
）

319

あ
な
あ
は
れ
と
て
物
を
ほ
ど
こ
す
も
あ
れ
ど
、
伏ふ

く
た
ん湛
の
こ
と
き
ハ
た
ぐ
ひ
ま
れ
也
。

三　

王わ
う
た
ん丹

　

王
丹
は
、
漢
の
京け

い

兆ち
よ
う

下か

邽け
い

と
云
所
の
隠い

ん
じ
や者
也
。
人
の
と
ほ
し
き
を
す
く
ふ
事
を
こ
の
ミ
、
人
の
其
わ
ざ
を
よ
く
つ
と
む
る
を
よ
ろ
こ
ぶ
。

さ
れ
ハ
下か

邽け
い

の
民た

ミ

の
耕か

う
さ
く作
す
る
こ
ろ
ハ
、
王わ

う
た
ん丹
か
な
ら
ず
酒さ

け

さ
か
な
を
用よ

う

意い

し
て
、
田
の
く
ろ
に
出
て
、
よ
く
つ
と
む
る
も
の
に
す
ゝ
め
、

つ
と
め
に
お
こ
た
る
も
の
に
ハ
酒さ

け

も
さ
か
な
も
す
ゝ
め
ず
。
是
に
よ
り
て
、
お
こ
た
る
も
の
ど
も
王
丹
に
は
ぢ
て
、
後
ハ
ミ
な
よ
く
つ
と

め
け
る
程
に
、
里
に
と
ま
ざ
る
民た

ミ

も
な
か
り
き
。
そ
の
内
な
を
い
た
づ
ら
な
る
も
の
あ
れ
バ
そ
れ
が
父ち

ゝ

や
兄あ

に

と
は
か
り
て
、
せ
め
し
り
ぞ

け
ぬ
。
死
す
る
人
あ
れ
バ
か
な
ら
ず
物
を
お
く
り
て
あ
つ
く
喪さ

う
〳葬〵
せ
し
め
け
り
。
か
く
の
ご
と
く
す
る
事
十
年
に
こ
え
て
、
い
さ
ゝ
か
、

か
は
ら
ず
。
後
ハ
め
さ
れ
て
帝み

か
ど
に
つ
か
へ
、
太た

い

子し
の

太た
い

傅ふ

と
い
ふ
官く

は
ん
ま
で
の
ぼ
り
て
、
い
と
め
で
た
く
お
は
り
け
る
と
そ
。

　

本
書
の
こ
の
論ろ

ん

に
い
は
く
。
世
に
郡ぐ

ん
ゆ
う邑
の
守し

ゆ
ご護
と
し
て
、
民た

ミ

に
少す

こ
し
の
た
す
け
を
も
な
さ
ゞ
る
人
あ
り
。
そ
れ
王わ

う
た
ん丹
に
、
は
ち
ざ
ら
ん

や
と
予よ

お
も
へ
ら
く
。
王わ

う
た
ん丹
は
じ
め
ハ
禄ろ

く

も
な
き
隠い

ん
じ
ゃ者
の
身
に
て
、
わ
が
財ざ

い

を
つ
く
し
て
民
を
め
ぐ
め
り
。
然
る
に
郡ぐ

ん
ゆ
う邑
の
奉ぶ

行ぎ
や
う

代だ
い

官く
は
んと
し
て
、
其
民
を
め
ぐ
ミ
た
す
く
る
心
な
き
ハ
、
ま
こ
と
に
は
づ
べ
き
事
に
こ
そ
。

四　

李り

善ぜ
ん

　

李
善
は
、
漢か

ん

の
南な

ん
や
う陽
の
李り

元げ
ん

と
い
ひ
し
人
の
し
も
べ
な
り
し
か
、
李り

元げ
ん

ハ
家ゑ

き
れ
い疫
癘
を
や
ミ
て
み
な
死し

し
て
二
三
歳さ

い

の
孫ま

ご

一
人
の
こ
れ
り
。

名
を
バ
続ぞ

く

祖そ

と
な
ん
い
ふ
。
李り

元げ
ん

が
家
、
も
と
よ
り
大
に
と
み
て
下
人
お
ほ
し
。
下
人
ど
も
続ぞ

く

祖そ

を
こ
ろ
し
て
家
内
の
財ざ

い
ほ
う宝
こ
と
〳
〵
わ

け
と
ら
む
と
す
。
李り

善ぜ
ん

此
あ
り
さ
ま
を
見
て
ひ
そ
か
に
続ぞ

く

祖そ

を
か
き
お
ひ
て
、
に
げ
て
山
中
に
か
く
れ
、
心
を
つ
く
し
て
そ
だ
て
け
る
ほ

ど
に
、
ゆ
へ
な
く
年
十
あ
ま
り
に
な
り
ぬ
。
李り

善ぜ
ん

つ
れ
て
山
を
い
で
、
あ
が
た
の
奉ぶ

行ぎ
や
う

鍾せ
う

離り

意い

と
い
ふ
人
に
、
事
の
次し

第だ
い

つ
ぶ
さ
に
つ
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げ
ゝ
れ
バ
、
鍾せ

う

離り

意い

す
な
は
ち
、
か
の
李り

元げ
ん

が
家か

財ざ
い
わ
う
れ
う

横
領
せ
し
下
人
ど
も
を
、
こ
と
〳
〵
く
と
ら
へ
て
、
き
り
こ
ろ
し
、
続ぞ

く

祖そ

に
家い

へ

を
つ

が
せ
に
け
り
。
そ
の
こ
ろ
の
み
か
ど
光

く
は
う

武ぶ

皇く
ハ
う

帝て
い

こ
れ
を
き
こ
し
め
し
て
、
ふ
か
く
李り

善ぜ
ん

が
忠ち

う

に
感か

ん

じ
給
ひ
て
、
め
し
あ
げ
ら
れ
て
、
太た

い

子し
の

舎し
や

人じ
ん

と
云
官く

ハ
ん

人に
ん

に
ぞ
し
給
ひ
け
る
。

　

人
は
、
た
か
く
も
あ
れ
、
い
や
し
く
も
あ
れ
、
た
ゞ
心
の
ま
こ
と
ほ
ど
、
た
う
と
き
物
ハ
あ
ら
じ
。
李り

善ぜ
ん

を
の
が
朋は

う

輩ば
い

み
な
主
人
の

た
か
ら
を
う
ば
ひ
、
主
人
の
孫ま

ご

を
こ
ろ
さ
ん
と
す
る
を
、
た
ゞ
ひ
と
り
引
た
が
へ
て
、
孫ま

ご

を
つ
れ
て
山
中
に
か
く
れ
、
終つ

ゐ

に
ハ
又
出
て
、

か
の
悪
人
ど
も
を
こ
ろ
し
、
主
人
の
家
を
相さ

う
ぞ
く続
す
。
士

さ
む
ら
いに
だ
に
、
か
ゝ
る
人
は
ま
れ
な
り
。
人
の
し
も
べ
と
し
て
、
か
く
の
ご
と
き
の

は
た
ら
き
、
か
へ
す
〳
〵
あ
り
か
た
き
心
の
ま
こ
と
に
こ
そ
あ
な
れ
。

五　

袁ゑ
ん
あ
ん安

　

袁
安
ハ
、
後ご

漢か
ん

の
明め

い
て
い帝
に
つ
か
へ
て
楚そ

郡ぐ
ん

の
太た

い
し
ゆ守
と
な
れ
る
人
な
り
。
時
に
楚そ

王わ
う

む
ほ
ん
に
よ
り
て
楚そ

国こ
く

の
人ひ

と

々び
と

籠ろ
う

者し
や

と
な
り
、
せ
め

を
う
く
る
も
の
数か

ず

し
ら
ず
。
こ
と
は
り
あ
れ
ど
も
き
ゝ
入
る
も
の
な
く
て
、
ひ
た
す
ら
考か

う

問も
ん

す
る
ほ
ど
に
、
其
く
る
し
み
に
た
へ
か
ね
て
、

い
つ
は
り
て
罪つ

ミ

に
お
ち
て
死し

を
ま
つ
人
お
ほ
か
り
け
り
。
袁ゑ

ん

安あ
ん

こ
れ
を
は
か
り
し
り
て
、
い
と
あ
ハ
れ
に
思
ひ
け
れ
バ
、
楚そ

国こ
く

に
く
だ
り

つ
き
し
こ
ろ
、
ま
づ
ひ
と
や
に
行ゆ

き

て
委い

細さ
い

に
籠ろ

う

者し
や

を
せ
ん
さ
く
し
て
、
む
ほ
ん
に
く
ミ
し
た
り
と
い
ふ
た
し
か
な
る
証せ

う

拠こ

な
き
を
バ
、
み

な
籠ろ

う

よ
り
出
し
ぬ
。
太た

い
し
ゆ守
の
下
に
つ
け
る
官

く
は
ん

人に
ん

ど
も
、
是
ハ
い
か
な
る
御
事
せ
さ
せ
給
ひ
候
や
、
一
人
も
出
し
候
て
ハ
、
わ
れ
〳
〵
も
同ど

う

罪ざ
い

に
こ
そ
お
こ
な
は
れ
侍
る
べ
け
れ
と
侘わ

び

あ
へ
れ
ハ
、
袁ゑ

ん
あ
ん安
も
し
御
と
が
め
あ
ら
ハ
太た

い
し
ゆ守
一
人
そ
の
罪つ

ミ

に
あ
た
る
べ
し
、
な
ん
ぢ
ら
に
ハ

か
け
ま
じ
き
ぞ
と
い
ひ
て
、
い
の
ち
た
す
く
る
も
の
四
百
余よ

家か

な
り
し
。
さ
て
そ
の
道だ

う

理り

を
あ
か
し
て
、
一
々
上か

ミ

に
申
し
か
バ
、
み
か
ど

き
こ
し
め
し
わ
け
ら
れ
て
皆ミ

な

ゆ
る
さ
れ
け
る
と
な
ん
。

　

袁ゑ
ん
あ
ん安
が
こ
の
事
、
み
か
ど
御
ゆ
る
さ
れ
も
な
く
ハ
、
四
百
家
の
罪ざ

い

人に
ん

に
さ
き
だ
ち
て
、
わ
が
身
死
す
べ
き
と
思
ひ
さ
だ
め
て
こ
そ
は
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か
ら
ひ
つ
ら
め
。
仁じ

ん

な
る
か
な
勇ゆ

う

な
る
か
な
。
そ
れ
物
の
い
た
ま
し
き
、
無む

実じ
つ

に
て
こ
ろ
さ
る
ゝ
よ
り
は
な
は
だ
し
き
は
な
し
。
ひ
と

り
ふ
た
り
是
を
の
が
る
ゝ
だ
に
あ
る
を
、
袁ゑ

ん
あ
ん安
が
ひ
と
つ
に
て
四
百
余よ

家か

の
人
々
の
無
実
の
死し

を
の
が
れ
し
む
。
此
善ぜ

ん

根ご
ん

な
に
ゝ
た
と

へ
む
。
袁
安
が
身
高か

う

位ゐ

を
き
は
め
、
子し

々〳
〵

孫そ
ん

々〳
〵

に
い
た
る
ま
で
、
み
な
高こ

う

官く
ハ
んと
な
り
て
、
代
を
か
さ
ね
て
つ
か
へ
た
り
し
ハ
、
げ
に
こ

と
は
り
に
こ
そ
侍
れ
。

六　

王わ
う

忳
じ
ゅ
ん

　

王
忳
は
、
漢か

ん

の
広

く
は
う

漢か
ん

新し
ん

都と

と
い
ふ
所
の
人
な
り
。
京
に
の
ほ
り
て
あ
り
け
る
と
こ
ろ
、
人
も
な
き
家い

へ

の
内
に
、
ひ
と
り
の
病
人
あ
る
を

見
る
。
こ
れ
を
と
へ
ば
、
遠を

ん

国こ
く

よ
り
来
り
て
学か

く
も
ん問
す
る
人
な
り
け
り
。
王わ

う

忳じ
ゅ
んふ
か
く
あ
は
れ
ミ
つ
か
へ
ぬ
。
病

び
よ
う

人
や
ま
ひ
急き

う

に
成
て
王
忳

に
い
ひ
け
る
ハ
、
我
ほ
ど
な
く
死
す
べ
し
、
腰こ

し

に
金き

ん

十
斤き

ん

あ
り
。
是
を
其
方
へ
ま
い
ら
す
る
也
。
ね
が
ハ
く
は
尸し

骸が
い

を
よ
く
と
り
お
さ
め

て
た
び
候
へ
と
い
ひ
て
終つ

ゐ

に
し
に
け
り
。
王わ

う

忳じ
ゅ
んゆ
く
ゑ
も
し
ら
ぬ
人
な
れ
ど
も
、
た
の
ま
れ
た
る
事
な
れ
バ
、
か
の
十
斤
の
金
の
内
、
壱

斤
を
用も

ち

ひ
て
葬さ

う

具ぐ

を
こ
し
ら
へ
、
尸し

骸が
い

ね
ん
ご
ろ
に
と
り
お
さ
め
て
、
の
こ
る
九
金
の
金
を
バ
棺く

は
ん
の
下
に
入
置
て
、
ふ
か
く
う
づ
ミ
た
り
。

死
人
の
名な

ハ
金き

ん

彦げ
ん

と
い
ひ
て
、
洛ら

く

県け
ん

と
い
ふ
所
の
人
な
り
し
。
後
に
わ
う
じ
ゆ
ん
用
あ
り
て
洛ら

く

県け
ん

に
ゆ
き
て
人
と
か
た
る
と
て
、
事
の
つ

ゐ
で
に
、
か
の
金き

ん

彦げ
ん

が
事
い
ひ
出
け
れ
バ
、
そ
の
人
す
な
ハ
ち
金
彦
が
父ち

ゝ

に
て
あ
り
し
が
、
そ
の
葬

は
ふ
む
りの
あ
り
さ
ま
を
き
ゝ
て
感か

ん

嘆た
ん

に
た
へ

ず
し
て
、
ふ
か
き
御
恩お

ん

、
久
し
く
報は

う

じ
ま
い
ら
せ
ざ
る
事
の
罪つ

ミ

ふ
か
さ
よ
と
て
、
さ
ま
〳
〵
物
を
お
く
り
け
れ
ど
、
王わ

う

忳じ
ゅ
んひ
と
つ
を
も
う

け
ず
し
て
さ
り
ぬ
。
此
事
世
に
か
く
れ
な
く
て
、
王わ

う

忳じ
ゅ
んが
名な

た
か
く
き
こ
え
、
終つ

ゐ

に
、
い
か
め
し
き
官

く
ハ
ん

人に
ん

と
な
り
て
子し

孫そ
ん

も
み
な
さ
か
へ

け
る
と
そ
。

　

た
ゞ
身
ひ
と
つ
の
旅た

び

人
の
、
又
、
し
る
人
も
な
き
が
死
に
の
ぞ
ミ
て
、
王
忳
を
頼た

の

ミ
て
、
王
忳
其そ

の

尸し

骸が
い

よ
く
と
り
お
さ
め
た
れ
バ
、

そ
の
遺ゆ

い

物も
つ

王わ
う

忳じ
ゅ
んな
ら
で
と
る
べ
き
人
、
又
あ
ら
め
や
。
其
う
へ
臨り

ん
じ
う終
の
時
、
是
を
ま
い
ら
せ
候
と
い
ひ
て
げ
れ
ハ
、
そ
の
金
ハ
あ
き
ら
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か
に
是
、
王
忳
が
物
也
。
し
か
る
を
ひ
と
つ
も
と
ら
で
棺く

は
ん
の
下
に
う
づ
ミ
た
り
し
。
そ
の
無む

欲よ
く

の
程
、
い
は
ん
方
な
し
。
人
ハ
誰た

れ

も
、

か
く
こ
そ
あ
り
ま
ほ
し
き
を
、
世
に
ハ
人
の
死
を
幸

さ
ひ
は
ひと
し
て
、
取と

り

ま
じ
き
物
を
取
も
あ
り
。
返か

へ

す
べ
き
物
を
返
さ
ぬ
も
の
あ
り
。
こ
れ

い
か
な
る
こ
ゝ
ろ
そ
や
。

七　

許き
よ
そ
ん遜

　

許
遜
は
、
晋し

ん

の
武ぶ

帝て
い

の
と
き
の
人
に
て
、
旌せ

い

陽や
う

と
い
ふ
と
こ
ろ
の
守し

ゆ
ご護
と
な
れ
り
。
旌せ

い

陽や
う

の
民た

ミ

ミ
な
困こ

ん

窮き
う

し
て
年ね

ん

貢ぐ

を
お
さ
め
え
ず
。

奉ぶ

行ぎ
や
う

代だ
い

官く
ハ
んこ
れ
を
せ
め
は
た
る
に
よ
り
て
、
に
げ
は
し
る
も
の
尤

も
つ
と
もお
ほ
し
。
許き

よ
そ
ん遜
旌せ

い

陽や
う

に
い
た
り
て
、
先ま

づ

わ
が
黄わ

う
ご
ん金
を
お
ほ
く
出
し
、

ひ
そ
か
に
居き

よ

所し
よ

の
う
し
ろ
な
る
園そ

の

に
も
た
せ
や
り
て
、
こ
ゝ
か
し
こ
土つ

ち

に
う
づ
ま
せ
を
き
た
り
。
さ
て
民た

ミ

の
困こ

ん

窮き
う

は
な
ハ
だ
し
き
も
の
ど

も
を
よ
び
あ
つ
め
て
、
園そ

の

に
い
れ
て
掃さ

う

除じ

さ
せ
け
り
。
民
ど
も
草く

さ

を
け
づ
り
、
木
を
う
へ
か
へ
て
掃さ

う

除じ

す
る
と
て
、
み
な
か
の
金
を
ひ
ろ

ひ
え
た
り
。
是
に
よ
り
て
年
貢
を
た
て
か
へ
に
げ
は
し
る
事
や
み
け
る
と
そ
。

　

人
に
物
を
ほ
ど
こ
し
て
、
そ
の
人
大
に
よ
ろ
こ
ぶ
ハ
う
れ
し
。
さ
の
ミ
よ
ろ
こ
ば
ざ
る
ハ
う
れ
し
か
ら
ず
。
こ
れ
平へ

い

人に
ん

の
心
は
へ
な

り
。
君く

ん

子し

ハ
し
か
ら
ず
。
人
に
物
を
ほ
ど
こ
し
て
、
わ
が
恩お

ん

ぞ
と
も
し
ら
ぬ
を
よ
ろ
こ
べ
り
。
是
す
な
ハ
ち
陰い

ん

徳と
く

な
り
。
そ
の
う
へ
君く

ん

子し

は
名な

を
も
と
め
ず
。
人
に
物
を
ほ
ど
こ
す
ハ
無む

欲よ
く

の
名
を
も
と
む
る
に
似に

る
が
ゆ
へ
に
、
あ
ら
ハ
に
は
ほ
ど
こ
さ
ざ
る
な
り
。
許き

よ

遜そ
ん

が
心
の
う
ち
し
り
が
た
し
と
い
へ
ど
、
ひ
そ
か
に
金
を
う
つ
ミ
置を

き

て
、
も
と
よ
り
あ
り
し
や
う
に
し
て
民た

ミ

に
ひ
ろ
ひ
え
さ
せ
し
は
、
さ

だ
め
て
此
お
も
は
く
な
ら
ん
。
さ
れ
バ
、
わ
れ
ら
ご
と
き
の
も
の
は
、
わ
つ
か
に
物
を
ほ
ど
こ
せ
ば
鼻は

な

を
た
か
く
し
、
心
に
お
ご
り
、

其
人
ふ
か
く
よ
ろ
こ
び
さ
れ
バ
、
わ
か
恩お

ん

を
し
ら
ず
や
と
い
か
る
。
あ
さ
ま
し
き
か
な
。
は
づ
か
し
き
か
な
。
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八　

狄て
き
じ
ん
け
つ

仁
傑

　

狄
仁
傑
は
、
唐た

う

の
并へ

い

州し
う

大た
い

原げ
ん

と
い
ふ
所
の
人
な
り
。
朝て

う

に
つ
か
へ
て
法は

う

曹さ
う

参さ
ん

軍ぐ
ん

と
い
ふ
官く

ハ
ん
に
あ
げ
ら
る
。
時
に
き
ハ
め
て
遠と

を

き
国
へ
勅

ち
よ
く

使し

を
た
て
ら
る
べ
き
事
い
で
き
て
、
同ど

う

官く
ハ
んの
鄭て

い

崇そ
う

質し
つ

と
い
ふ
人
、
そ
の
役や

く

に
さ
だ
ま
り
ぬ
。
鄭て

い

崇そ
う

質し
つ

老ら
う

母ぼ

あ
り
て
折
ふ
し
わ
づ
ら
へ
り
。

狄て
き

仁じ
ん
け
つ傑
か
れ
に
い
へ
る
ハ
、
其
方
に
ハ
老ら

う

病び
や
うの
母
あ
り
。
万
里
の
旅た

び

に
お
も
む
か
れ
ん
事
、
母ぼ

子し

の
な
げ
き
い
か
ば
か
り
か
あ
ら
ん
。
我

に
ハ
さ
る
こ
と
な
し
、
か
は
り
て
行ゆ

く

べ
し
、
と
い
ひ
て
、
上か

ミ

に
申
て
崇そ

う

質し
つ

を
と
ゞ
め
て
、
仁じ

ん
け
つ傑
か
の
勅

ち
よ
く

使し

を
つ
と
め
ら
れ
け
る
と
そ
。

　

あ
つ
き
火ひ

、
子
に
は
ぬ
る
ハ
人
の
な
ら
ひ
な
り
。
ま
し
て
同ど

う

職し
よ
くの
友と

も

、
同
役や

く

の
朋は

う

輩ば
い

と
な
れ
バ
、
つ
ね
は
た
の
も
し
け
に
い
ひ
か
ハ

せ
ど
、
難な

ん

義ぎ

に
あ
ふ
て
ハ
お
ほ
や
う
変へ

ん

ず
。
さ
れ
バ
万
里
の
旅た

び

の
空そ

ら

、
い
か
バ
か
り
艱か

ん

難な
ん

な
る
べ
き
を
、
崇そ

う

質し
つ

母ぼ

子し

が
な
げ
き
の
ほ
ど

を
お
も
ひ
や
り
、
身
を
わ
す
れ
て
、
か
ハ
ら
れ
け
る
。
仁じ

ん
け
つ傑
の
仁じ

ん

心し
ん

い
た
れ
る
か
な
。
世
の
友と

も

た
ち
に
う
す
き
人
、
是
に
は
づ
る
事
あ

れ
や
。

九　

郭
く
は
く

震し
ん

　

郭
震
は
、
魏ぎ

州し
う

貴き

郷き
や
うの
人
な
り
。
年
十
六
に
て
京
に
の
ぼ
り
て
学が

く

問も
ん

す
。
こ
ゝ
に
親お

や

死し

し
て
家い

へ

ま
づ
し
く
て
葬は

ふ
む
る
べ
き
力ち

か
ら
な
き
も
の
あ

り
。
郭

く
は
く

震し
ん

が
も
と
に
来
り
て
泣な

き

て
合ご

う

力り
よ
くを
こ
ひ
け
り
。
郭
震
も
と
よ
り
し
る
人
に
て
も
な
か
り
け
れ
ど
あ
は
れ
に
思
ひ
て
合ご

う

力り
よ
くし
て
、
お

も
ふ
ま
ゝ
に
は
ふ
む
ら
せ
て
、
そ
の
人
の
名
を
も
と
ハ
ず
。
郭

く
は
く

震し
ん

と
同と

う

学か
く

の
薛せ

つ

稷し
よ
く、
趙て

う

彦げ
ん

昭せ
う

な
ど
い
ふ
人
こ
れ
を
見
て
、
名
も
し
ら
ぬ
人

の
た
め
に
学が

く

問も
ん

料れ
う

み
な
う
し
な
へ
る
こ
と
を
そ
し
り
わ
ら
へ
り
。
さ
れ
ど
も
郭

く
は
く

震し
ん

そ
れ
を
心
と
せ
ず
、
貧ひ

ん

窮き
う

に
た
へ
忍し

の

び
て
、
ひ
た
す
ら

学が
く

問も
ん

を
つ
と
め
居ゐ

け
る
が
、
十
八
に
て
進し

ん

士し

に
あ
げ
ら
れ
、
後の

ち

に
ハ
安あ

ん

西せ
い

の
大だ

い

都と

護ご

な
ど
い
ふ
高か

う

官く
は
んに
す
ゝ
み
け
り
。

　

喪も

あ
る
を
か
な
し
む
ハ
学が

く

者し
や

の
事
に
て
は
あ
れ
ど
、
学が

く

問も
ん

の
た
め
に
魏き

州し
う

よ
り
は
る
〳
〵
京
へ
の
ぼ
り
、
そ
の
学
問
の
料れ

う

を
み
な
か

れ
に
あ
た
ふ
る
ハ
、
平へ

い

人に
ん

の
目
よ
り
見
て
ハ
、
ま
こ
と
に
愚ぐ

痴ち

な
る
や
う
な
れ
ハ
、
薛せ

つ

稷し
よ
く、
趙て

う

彦げ
ん

昭せ
う

が
わ
ら
へ
る
ハ
、
こ
と
は
り
な
り
。
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さ
れ
ど
も
君く

ん

子し

ハ
仁じ

ん

義ぎ

の
心
の
お
こ
る
を
ま
ゝ
に
お
こ
な
ひ
て
、
あ
と
さ
き
を
バ
見
は
か
ら
ハ
ず
。
見
は
か
ら
ハ
ず
と
て
、
必
し
も
、

う
へ
こ
ゞ
ゆ
る
物
に
ハ
あ
ら
ず
。
け
つ
く
み
は
か
ら
ひ
の
す
ぎ
て
義ぎ

理り

を
か
く
人
、
あ
し
く
す
れ
ハ
、
う
へ
こ
ゞ
ゆ
る
也
。
さ
れ
バ
郭

く
は
く

震し
ん

ハ
高か

う

官く
は
んに
い
た
り
た
れ
ど
、
そ
れ
を
わ
ら
ひ
た
る
薛せ

つ

稷し
よ
く、
趙て

う

彦げ
ん

昭せ
う

ハ
末す

ゑ

さ
か
へ
た
り
と
も
き
こ
へ
ず
。
こ
れ
天て

ん

道た
う

自し

然ぜ
ん

の
報は

う

な
り
。

た
ゞ
わ
が
身
バ
か
り
を
見
て
、
人
を
あ
は
れ
む
道
し
ら
ぬ
人
、
心
を
こ
ゝ
に
つ
け
ら
る
べ
し
。

十　

裴は
い

度と

　

裴
度
は
、
唐た

う

の
河か

東と
う

の
聞ぶ

ん

喜き

と
い
ふ
所
の
人
な
り
。
わ
か
く
て
お
ち
ぶ
れ
た
り
。
洛ら

く

中ち
う

に
人に

ん

相さ
う

を
よ
く
見
る
人
あ
り
。
裴は

い

度と

ゆ
き
て
あ

ひ
け
れ
バ
、
人に

ん

相さ
う

も
よ
か
ら
ず
と
い
ふ
。
あ
る
時
、
裴
度
宿や

ど

を
立
出
て
、
香か

う

山ざ
ん

の
寺て

ら

に
あ
そ
び
て
た
ゝ
す
み
ゐ
け
る
に
、
ひ
と
り
の
女
房は

う

来
り
て
、
つ
ゝ
ミ
物
を
堂ど

う

の
欄ら

ん

干か
ん

に
と
き
て
、
仏ほ

と
け
を
お
が
ミ
、
何
事
を
い
の
り
け
る
に
や
、
や
ゝ
久
し
く
て
出
さ
り
ぬ
。
見
れ
バ
か
の
つ
ゝ

み
物
、
な
を
も
と
の
所
に
あ
り
け
り
。
裴は

い

度と

こ
れ
は
さ
き
の
女
房
の
わ
す
れ
て
置
た
る
物
ぞ
と
お
も
へ
バ
、
追お

ひ

つ
き
て
、
と
ら
せ
ま
ほ
し

け
れ
ど
、
は
や
い
づ
か
た
へ
ゆ
き
ぬ
と
も
し
ら
ず
。
さ
だ
め
て
も
と
め
に
帰か

へ

る
べ
し
、
そ
の
と
き
、
え
さ
せ
ば
や
と
お
も
ひ
よ
く
ま
ぼ
り

て
ゐ
け
り
。
日
す
で
に
暮く

れ

け
れ
ど
も
女
房ば

う

来
ら
ず
。
力ち

か
ら
な
く
て
と
り
て
帰
り
、
あ
け
の
日
、
又
は
や
く
も
ち
ゆ
き
て
、
寺て

ら

の
ほ
と
り
に
待ま

ち

ゐ
け
れ
バ
、
き
の
ふ
の
女
房
な
く
〳
〵
来
り
。
こ
ゝ
か
し
こ
物
を
た
づ
ぬ
る
さ
ま
也
。
裴は

い

度と

何
を
か
た
づ
ね
給
ふ
と
、
と
ふ
。
女
房
が
い

は
く
。
わ
が
父ち

ゝ

罪つ
ミ

な
く
て
罪
に
お
ち
い
る
。
き
の
ふ
、
さ
い
は
ひ
に
玉

ぎ
よ
く

帯
ふ
た
つ
犀さ

い

帯た
い

ひ
と
つ
、
あ
た
ひ
千
貫ぐ

ハ
んな
る
を
、
人
に
か
り
え
て
、

そ
れ
に
て
父
が
罪つ

ミ

を
あ
が
な
は
ん
と
せ
し
け
り
。
こ
の
所
に
て
う
し
な
ひ
侍
る
。
今
ハ
父ち

ゝ

が
わ
ざ
は
ひ
、
の
が
る
べ
き
道ミ

ち

な
し
。
か
な
し

さ
の
あ
ま
り
、
も
し
や
と
来
り
て
た
づ
ね
侍
る
と
い
ふ
。
裴は

い

度と

す
な
は
ち
つ
ゝ
み
物
を
と
り
出
て
と
ら
せ
に
け
り
。
女
房
是
を
う
け
と
り

て
、
な
き
て
裴
度
を
お
が
ミ
、
恩お

ん

に
む
く
ゐ
ん
道ミ

ち

な
し
、
此
玉ぎ

よ
く

帯た
い

ひ
と
つ
を
ま
い
ら
せ
ん
と
云
。
裴
度
わ
ら
ひ
て
う
け
ず
。
名な

を
も
し

ら
せ
で
ぞ
、
立
わ
か
れ
け
る
。
其
の
ち
、
裴は

い

度と

又
か
の
相さ

う

人に
ん

の
も
と
へ
、
ふ
と
行ゆ

き

け
れ
バ
、
相さ

う

人に
ん

つ
く
〳
〵
と
見
て
う
ち
お
ど
ろ
き
て
、
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貴き

方は
う

の
相さ

う

お
ほ
き
に
あ
ら
た
ま
れ
り
。
か
な
ら
ず
陰い

ん

徳と
く

あ
り
つ
ら
ん
。
今
ハ
御
ゆ
く
末す

ゑ

の
さ
か
へ
む
ほ
ど
、
は
か
り
が
た
し
と
な
ん
い
ふ
。

案あ
ん

の
ご
と
く
裴は

い

度と

い
く
ほ
ど
な
く
て
進し

ん

士し

に
あ
げ
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
御ぎ

よ

史し

中ち
う

丞ぜ
う

と
い
ふ
官く

は
ん
に
す
ゝ
ミ
、
次し

第だ
い

に
の
ほ
り
て
終つ

ゐ

に
高
位ゐ

を
き

ハ
め
け
り
。
子
五
人
あ
り
、
又
み
な
父ち

ゝ

に
お
と
ら
す
。

　

飢う
へ

て
食し

よ
く
に
あ
へ
バ
、
は
か
ら
ず
し
て
先ま

づ

く
ひ
、
か
は
き
て
水
を
見
れ
バ
、
と
ハ
ず
し
て
先
の
む
。
裴は

い

度と

お
ち
ぶ
れ
て
、
ま
つ
し
き
折

し
も
、
あ
た
ひ
千
貫
な
る
物
を
、
人
の
ミ
ず
し
ら
ざ
る
所
に
ひ
ろ
ひ
え
た
る
ハ
、
飢う

へ

た
る
時
の
食し

よ
く
、
か
ハ
け
る
時
の
水
の
ご
と
し
。
し

か
る
を
、
毛も

う

頭と
う

も
わ
が
物
と
せ
ま
く
ほ
し
き
心
な
く
、
其
ぬ
し
を
待
て
か
へ
し
け
る
事
、
清せ

い

廉れ
ん

の
い
た
り
慈じ

悲ひ

の
き
ハ
ま
り
、
ま
こ
と

に
言ご

ん

語ご

み
ち
た
へ
た
り
。
天
に
さ
い
は
ひ
せ
ら
れ
、
高か

う

位ゐ

に
の
ぼ
り
、
今
こ
の
世
ま
て
に
名
を
あ
ぐ
る
ハ
、
げ
に
こ
と
は
り
し
る
へ
こ

そ
覚
へ
侍
れ
。
さ
て
又
人に

ん

相さ
う

と
い
ふ
物
こ
そ
不ふ

思し

議ぎ

な
れ
。
あ
し
き
相さ

う

も
善ぜ

ん

を
す
れ
バ
よ
き
に
あ
ら
た
ま
り
、
よ
き
相
も
悪あ

く

を
す
れ
バ

変へ
ん

じ
て
あ
し
く
な
り
、
吉き

つ

凶き
や
うこ
れ
に
し
た
か
ふ
事
、
裴
度
を
見
て
し
る
べ
し
。

十
一　

崔さ
い

郾ゑ
ん

　

崔
郾
は
、
唐た

う

の
武ぶ

城せ
い

と
い
ふ
と
こ
ろ
の
人
な
り
。
虢か

く

州し
う

の
ま
も
り
と
な
り
て
、
政

ま
つ
り
ご
とよ
し
。
そ
の
家い

へ

す
こ
し
も
物
を
た
く
ハ
へ
ず
。
あ

れ
バ
あ
る
か
ぎ
り
、
親し

ん

類る
い

友と
も

だ
ち
の
ま
づ
し
き
も
の
に
ほ
ど
こ
し
、
あ
る
ひ
ハ
親お

や

兄き
や
う

弟だ
い

死し

し
て
、
は
ふ
む
り
え
ざ
る
を
き
け
バ
、
こ
と

〳
〵
く
合か

う

力り
き

し
て
、
そ
の
事
を
と
げ
さ
せ
け
り
。
さ
る
ゆ
へ
に
、
わ
が
身
ハ
貧ひ

ん

き
ハ
ま
り
て
、
其
す
ミ
け
る
家い

へ

修し
ゆ

理り

す
べ
き
や
う
も
あ
ら

で
、
雨
ふ
れ
ば
も
ら
ぬ
か
た
な
し
。
然
れ
ど
も
そ
れ
を
バ
心
と
せ
ず
、
た
ゞ
ほ
ど
こ
し
を
の
ミ
ぞ
つ
と
め
け
る
。
後
に
禮れ

い

部ほ
う

尚し
や
う

書し
よ

と
い

ふ
官く

は
ん
に
の
ぼ
り
て
と
み
さ
か
へ
、
あ
ま
た
あ
り
け
る
子
ど
も
、
み
な
た
か
き
位く

ら
ゐ
に
す
す
み
ぬ
。

　

人
の
た
め
を
先さ

き

に
し
、
わ
が
身
の
た
め
を
後の

ち

に
す
る
は
、
仁じ

ん

者し
や

の
心
な
り
。
天
か
な
ら
ず
是
に
さ
い
は
ひ
を
く
だ
し
た
ま
ふ
。
人
は

と
も
あ
れ
我
だ
に
よ
く
ハ
と
お
も
ふ
ハ
、
こ
れ
小せ

う

人じ
ん

の
心
な
り
。
天
か
な
ら
ず
是
を
に
く
み
給
ふ
。
崔さ

い

郾ゑ
ん

一
生し

や
うわ
が
身
の
う
え
を
バ
わ
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す
れ
て
、
た
ゞ
人
の
艱か

ん

難な
ん

を
す
く
ハ
ん
と
の
ミ
思
へ
り
。
こ
と
は
り
な
る
か
な
、
父ち

ゝ

も
子
も
、
と
も
に
高か

う

官く
ハ
んに
す
ゝ
ミ
、
大
禄ろ

く

に
あ
け

る
こ
と
。

十
二　

李り

珏か
く

　

李
珏
は
、
廣

く
ハ
う

陵れ
う

と
云
所
の
米
を
あ
き
な
ふ
お
の
こ
な
り
。
身
い
や
し
と
い
へ
ど
心
き
ハ
め
て
き
よ
し
。
其
頃こ

ろ

世
上
の
米
あ
き
人
升ま

す

を
ふ

た
つ
に
し
て
、
出
す
に
ハ
小
な
る
升ま

す

、
と
る
に
ハ
大
な
る
升
を
用も

ち

ひ
け
り
。
李り

珏か
く

バ
か
り
升
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
殊
に
わ
が
手て

前ま
へ

よ
り
は

か
り
あ
た
へ
ず
。
米
を
か
ふ
人
に
升
を
さ
づ
け
て
、
ミ
づ
か
ら
ハ
か
り
と
ら
せ
け
り
。
さ
て
毎ま

い

年ね
ん

わ
が
家い

へ

の
つ
ゐ
え
を
か
ん
が
へ
て
、
父ち

ゝ

母は
ゝ

を
や
し
な
ふ
に
と
ぼ
し
か
ら
ぬ
ほ
ど
な
れ
バ
、
そ
の
年
の
米
の
あ
た
ひ
の
高か

う

下げ

を
と
ハ
ず
、
た
ゞ
や
す
く
の
ミ
ぞ
う
り
け
る
。
他た

の
米

あ
き
人
ど
も
ハ
み
な
是
を
も
ど
か
し
と
見
け
れ
ど
、
か
ゝ
る
積

し
や
く

善ぜ
ん

の
余
慶よ

け
いに
や
、
も
ど
か
し
と
見
る
人
よ
り
も
家い

へ

の
う
ち
つ
ね
に
と
み
け

り
。

　

こ
ゝ
も
と
の
米
う
る
人
を
見
る
に
、
を
の
が
買か

ひ

を
け
る
米
お
ほ
け
れ
バ
、
あ
は
れ
今こ

年と
し

ハ
な
り
ハ
ひ
あ
し
く
人
飢う

へ

よ
か
し
。
わ
が
米

た
か
く
う
ら
ん
と
の
ミ
お
も
ふ
。
さ
れ
ば
日
て
り
水
い
で
風
ふ
き
虫む

し

さ
す
な
ど
き
け
バ
、
よ
ろ
こ
び
ほ
こ
り
、
な
り
は
ひ
よ
し
と
い
へ

ば
は
ら
を
た
つ
。
是
い
か
成
悪あ

く

心し
ん

ぞ
や
。
さ
れ
バ
と
て
米
う
る
家
ご
と
に
冨と

ミ

を
い
た
す
と
も
見
へ
ず
。
李り

珏か
く

が
冥

み
や
う

加が

あ
る
に
て
見
れ
ば

か
れ
ら
ハ
み
な
終つ

ゐ

に
天て

ん

罰ば
つ

を
か
ふ
む
る
べ
き
人
か
。

十
三　

孫そ
ん

泰た
い

　

孫
泰
は
、
山さ

ん

陽や
う

と
い
ふ
所
の
人
な
り
。
母は

ゝ

か
た
の
お
ば
わ
づ
ら
ひ
て
死
な
ん
と
す
る
時
、
此
お
ば
に
ふ
た
り
の
む
す
め
あ
り
け
る
を
、

孫そ
ん

泰た
い

に
た
の
ミ
を
く
と
て
、
姉あ

ね

ハ
目
を
や
ミ
て
か
た
目
と
な
り
た
れ
バ
な
ん
ぢ
か
妻
と
な
し
が
た
し
。
妹い

も
と
を
か
な
ら
ず
妻つ

ま

と
せ
よ
と
い
ひ
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て
う
せ
ぬ
。
孫そ

ん

泰た
い

こ
ゝ
ろ
へ
候
と
ハ
い
ひ
つ
れ
ど
、
姉あ

ね

を
め
と
れ
り
。
人
そ
の
ゆ
へ
を
と
へ
バ
、
孫
泰
が
い
は
く
。
妹い

も
と
ハ
か
た
ち
う
る
ハ

し
け
れ
バ
め
と
る
人
お
ほ
か
ら
ん
。
姉
の
か
た
わ
な
る
を
バ
我
な
ら
で
誰た

れ

か
め
と
ら
ん
と
い
へ
り
。
又
あ
る
時
市い

ち

に
出
て
ふ
る
き
く
ろ
か

ね
の
燈と

う

台だ
い

を
買か

い

て
、
も
ち
か
へ
り
て
み
か
き
て
見
け
れ
バ
、
く
ろ
か
ね
に
て
ハ
あ
ら
で
銀ぎ

ん

な
り
。
孫そ

ん

泰た
い

す
な
は
ち
も
た
せ
や
り
て
市い

ち

人
に

か
へ
せ
り
。
又
あ
る
と
き
義ぎ

興こ
う

と
い
ふ
と
こ
ろ
に
て
、
ひ
と
つ
の
や
し
き
を
銭ぜ

に

二
百
貫
に
買か

ひ

て
家い

へ

つ
く
り
て
す
ま
ん
と
思
ひ
て
、
か
ハ
り

の
銭
を
も
は
や
と
く
わ
た
し
て
げ
り
。
さ
て
そ
の
屋
し
き
の
ふ
る
き
家
の
内
に
住す

ミ

来き
た

り
た
る
も
の
と
も
、
み
な
〳
〵
他
所
へ
う
つ
る
べ
し

と
い
ふ
に
、
ひ
と
り
の
老ら

う

女ぢ
よ

聲こ
ゑ

を
あ
げ
て
な
き
か
な
し
め
り
。
孫そ

ん

泰た
い

あ
や
し
と
お
も
ひ
て
是
を
と
へ
は
、
老
女
が
い
は
く
、
我
し
う
と
め

を
や
し
な
ふ
て
久
し
く
此
や
し
き
に
あ
り
。
子
孫
お
ろ
か
に
し
て
家
を
た
も
た
ず
。
終つ

ゐ

に
屋
し
き
を
他た

人に
ん

の
物
と
な
す
、
か
な
し
か
ら
ず

や
。
孫そ

ん

泰た
い

き
ゝ
て
い
た
う
あ
は
れ
ミ
、
と
か
く
思
ひ
め
ぐ
ら
し
し
て
、
彼か

の

老ら
う

女ぢ
よ

が
も
と
へ
い
ひ
や
り
け
る
は
、
わ
れ
俄に

は
か
に
京
よ
り
め
さ
れ

て
官く

ハ
ん
に
つ
く
。
こ
ゝ
に
す
む
事
な
り
が
た
し
。
此
屋
し
き
を
ハ
な
ん
ぢ
か
子
に
あ
づ
け
て
ま
も
ら
せ
む
ぞ
と
い
ひ
て
、
義ぎ

興こ
う

を
立
さ
り
二

た
び
ゆ
か
ず
。
ま
こ
と
ハ
京
よ
り
は
め
さ
ゞ
れ
と
も
、
屋
し
き
を
か
へ
さ
ん
と
い
は
ゞ
、
老
女
か
の
二
百
貫
の
か
ハ
り
を
、
と
ゞ
め
や
か

ね
ん
と
お
も
ひ
て
、
か
く
ハ
い
ひ
け
る
と
ぞ
。
誠ま

こ
と
に
た
め
し
す
く
な
き
慈じ

悲ひ

心し
ん

な
り
。
此
人
年
九
十
ま
で
な
が
ら
へ
、
其
子
ハ
い
か
め
し

き
官

く
ハ
ん

人
と
な
り
。
家い

へ

と
み
さ
か
へ
け
り
と
な
む
。

　

よ
き
人
の
心
に
ハ
わ
た
く
し
な
し
。
さ
る
ゆ
へ
に
我
を
わ
す
れ
て
人
の
た
め
に
よ
き
事
す
る
を
こ
ゝ
ろ
よ
し
と
す
。
し
か
ら
さ
れ
ば

こ
ゝ
ろ
よ
か
ら
ず
。
平へ

い

人に
ん

の
心
は
み
な
わ
た
く
し
な
り
。
さ
る
ゆ
へ
に
わ
が
身
が
ち
な
る
事
の
ミ
し
て
、
人
の
た
め
に
す
る
事
と
な
れ

バ
い
さ
ま
ず
。
其
心
い
か
で
こ
ゝ
ろ
よ
か
ら
む
。
此
孫そ

ん

泰た
い

が
か
た
ち
よ
き
女
を
ハ
め
と
ら
で
、
か
た
わ
な
る
を
め
と
り
、
く
ろ
か
ね
と

お
も
ひ
て
買か

い

た
る
銀ぎ

ん

を
其
も
と
へ
返か

へ

し
、
買か

い

え
た
る
屋
し
き
を
返
し
や
り
て
そ
の
か
は
り
を
も
と
め
ず
。
是
み
な
我
を
わ
す
れ
て
人
の

た
め
に
す
る
も
の
な
り
。
心
の
う
ち
い
か
バ
か
り
こ
ゝ
ろ
よ
か
ら
む
。
平へ

い

人に
ん

も
人
な
り
。
い
か
で
か
ゝ
る
心
に
な
ら
ば
や
と
お
も
ハ
ざ

る
。
な
ら
ば
や
と
お
も
へ
バ
す
な
は
ち
な
る
也
。
人
の
本ほ

ん

心し
ん

に
聖せ

い

凡ぼ
ん

の
か
ハ
り
な
け
れ
ば
也
。
な
ら
ば
や
と
お
も
ハ
さ
れ
バ
一い

ち

期ご

が
あ
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い
だ
、
た
ゝ
利り

欲よ
く

の
わ
た
く
し
の
ミ
な
れ
ば
、
心
の
内
こ
ゝ
ろ
よ
し
と
お
も
ふ
時
な
し
。
も
し
あ
り
と
て
も
ま
こ
と
の
心
よ
き
に
ハ
あ

ら
ず
。
た
と
へ
バ
小せ

う

瘡さ
う

を
や
む
人
か
ゆ
き
と
き
思
ふ
ま
ゝ
に
か
き
て
、
こ
ゝ
ろ
よ
し
と
お
も
へ
ど
、
小せ

う

瘡さ
う

を
や
ま
ぬ
人
の
こ
ゝ
ろ
よ
さ

に
ハ
、
似
る
べ
く
も
な
き
が
こ
と
し
。

十
四　

鍾せ
う

離り

瑾く
ん

　

鍾
離
瑾
は
、

州し
う

の
人
な
り
。
宋
に
つ
か
へ
て
江か

う

州し
う

と
い
ふ
所
を
守し

ゆ

護ご

せ
り
。
む
す
め
あ
り
許き

よ

氏し

の
よ
め
に
す
べ
き
と
約や

く

束そ
く

し
て
、
そ

の
用よ

う

意い

の
た
め
に
下げ

女ぢ
よ

を
か
ゝ
へ
け
る
が
、
下
女
鍾せ

う

離り

瑾く
ん

が
も
と
に
来
り
て
う
ち
し
ほ
れ
な
き
か
な
し
め
り
。
鍾
離
其
ゆ
へ
を
と
へ
と
も

い
は
ず
。
し
ゐ
て
と
は
れ
て
い
ひ
出
け
る
ハ
、
わ
が
父ち

ゝ

は
此
所
の
む
か
し
の
守し

ゆ

護ご

な
り
し
か
、
我
五
ツ
に
な
り
け
る
時
父ち

ゝ

母は
ゝ

と
も
に
う
せ

て
家い

へ

ほ
ろ
び
よ
る
べ
き
方か

た

な
き
ま
ゝ
に
下け

人に
ん

の
も
と
に
や
し
な
は
れ
ゐ
け
る
を
、
下
人
を
の
が
子こ

と
し
て
年
ご
ろ
そ
だ
て
を
き
、
今い

ま

わ
が

君き
ミ

へ
奉ほ

う

公こ
う

申
さ
し
む
。
わ
が
君
の
子
を
さ
ば
か
せ
給
ふ
を
見
て
、
父ち

ゝ

の
世
を
お
も
ひ
出
て
、
お
ぼ
へ
ず
な
ミ
だ
な
が
れ
候
と
な
ん
い
ふ
。

鍾せ
う

離り

き
ゝ
て
大
に
お
ど
ろ
き
、
し
り
ぬ
べ
き
人
こ
れ
か
れ
よ
び
て
く
は
し
く
尋た

づ
ね
と
ふ
に
、
ま
ぎ
る
ゝ
か
た
も
な
け
れ
ハ
、
や
が
て
此
下
女

を
引ひ

き

あ
げ
衣い

裳し
や
うを
か
へ
て
、
わ
が
む
す
め
と
い
さ
ゝ
か
か
は
ら
ず
い
と
お
し
ミ
、
つ
ゐ
に
許き

よ

氏し

の
も
と
へ
使つ

か
い
を
た
て
ゝ
、
我
ふ
り
よ
に
此

所
の
前さ

き

の
守し

ゆ

護ご

の
む
す
め
を
や
し
な
ひ
え
た
り
。
わ
が
む
す
め
の
祝し

う

言げ
ん

を
し
ば
ら
く
の
べ
て
、
其
用よ

う
い意
の
物
に
て
、
先ま

づ

こ
の
前さ

き

の
守し

ゆ

護ご

の

む
す
め
を
何い

づ

か
た
へ
も
あ
り
つ
け
、
其
の
ち
別べ

ち

に
用よ

う
い意
し
て
こ
そ
わ
が
む
す
め
を
バ
、
そ
れ
へ
ま
い
ら
せ
候
は
ん
づ
れ
と
い
ひ
や
り
け
れ

バ
、
許き

よ

氏し

も
又
な
み
〳
〵
な
ら
ぬ
人
に
て
、
是
を
あ
は
れ
に
お
も
ひ
そ
の
返へ

ん

事じ

に
、
何な

に

と
て
か
く
は
う
け
た
ま
ハ
り
候
ぞ
、
用
意
も
入
候

ハ
ず
、
た
ゞ
ふ
た
り
と
も
に
給
ハ
り
候
へ
。
御
む
す
め
を
バ
約や

く

束そ
く

の
ご
と
く
宗そ

う

領れ
う

よ
め
に
い
た
し
、
前さ

き

の
守し

ゆ

護ご

の
む
す
め
を
ば
次じ

男な
ん

の
妻つ

ま

に
い
た
す
べ
し
と
い
ひ
て
、
は
や
〳
〵
と
せ
め
け
れ
ば
、
鍾せ

う

離り

よ
ろ
こ
び
て
二
女
と
も
に
許き

よ

氏し

の
も
と
へ
ぞ
つ
か
ハ
し
け
る
。

　

凡ぼ
ん

夫ぷ

ハ
人
の
子
の
身
の
皮か

ハ

を
は
ぎ
て
も
、
わ
が
子
の
身
に
つ
け
た
く
お
も
ふ
な
ら
ひ
な
る
に
、
前ぜ

ん

官く
ハ
んの
む
す
め
の
お
ち
ぶ
れ
た
る
を

ろ
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あ
は
れ
ミ
、
わ
が
む
す
め
の
た
め
に
用よ

う

意い

せ
し
衣い

裳し
や
う

手て

道ど
う

具ぐ

こ
と
〳
〵
く
か
れ
に
と
ら
せ
て
、
先ま

づ

あ
り
つ
け
て
、
我
む
す
め
の
祝し

う

言げ
ん

は
時
を
の
べ
て
と
お
も
へ
る
。
鍾せ

う

離り

が
仁じ

ん

心し
ん

い
ひ
の
ぶ
る
に
こ
と
ば
な
し
。
是
を
よ
む
た
び
ご
と
に
な
ミ
だ
お
ち
ず
ハ
あ
ら
ず
。
か
ゝ

る
善ぜ

ん

根ご
ん

す
る
人
も
世
に
ハ
あ
り
け
り
と
し
り
て
、
人
に
な
さ
け
う
す
き
人
、
す
こ
し
は
心
を
あ
ら
た
め
給
へ
。

十
五　

銭せ
ん

若ぢ
や
く

水す
い

　

銭
若
水
は
、
新し

ん

安あ
ん

の
人
な
り
し
が
、
同
州
の
守し

ゆ

護ご

の
下し

た

奉ぶ

行ぎ
や
うと
な
れ
り
。
其
地
に
富と

ミ

た
る
民た

ミ

あ
り
。
人
の
む
す
め
の
お
さ
な
き
を
買か

い

と

り
て
つ
か
ひ
け
り
。
あ
る
時
こ
の
む
す
め
行ゆ

き

方か
た

し
ら
ず
な
り
ぬ
。
む
す
め
の
お
や
守し

ゆ

護ご

に
申
て
せ
ん
さ
く
を
こ
へ
り
。
守
護
す
な
は
ち
ひ

と
り
の
下
奉ぶ

行ぎ
や
うに
い
ひ
つ
け
て
せ
ん
さ
く
せ
し
め
ら
る
。
此
下
奉
行
さ
き
に
彼か

の

と
み
た
る
民た

ミ

に
物
を
こ
ふ
て
、
く
れ
ざ
る
を
う
ら
み
ゐ
け

れ
ハ
、
よ
き
事
と
そ
い
で
き
た
れ
と
、
い
ろ
〳
〵
無む

実じ
つ

を
い
ひ
つ
け
て
、
か
の
つ
か
ひ
女
を
バ
こ
ろ
し
け
り
と
つ
ぐ
る
物
あ
り
。
白は

く

状じ
や
うせ

よ
と
て
つ
よ
く
せ
め
け
る
程
に
、
民た

ミ

其
せ
め
の
苦く

痛つ
う

に
た
へ
か
ね
、
さ
る
事
も
あ
る
べ
し
と
い
へ
ば
、
す
な
は
ち
そ
れ
を
守し

ゆ

護ご

に
申
て
、

す
で
に
民た

ミ

が
く
び
を
き
ら
ん
と
し
け
る
時
、
銭せ

ん

若ぢ
や
く

水す
い

う
た
が
ハ
し
く
お
も
ひ
て
、
首く

び

き
る
事
を
い
ひ
の
べ
け
れ
バ
、
せ
ん
さ
く
の
奉ぶ

行
ぎ
や
う

大
き
に
腹は

ら

を
た
て
、
若

ぢ
や
く

水す
い

殿ど
の

は
こ
の
罪ざ

い

人に
ん

に
物
を
も
ら
ひ
て
ひ
ゐ
き
せ
ら
る
ゝ
と
見
へ
た
り
と
い
へ
ば
、
若

ぢ
や
く

水す
い

う
ち
わ
ら
ひ
て
、
故ゆ

へ

な
く

人
を
し
な
せ
ん
事
の
不ふ

便び
ん

さ
に
と
い
ひ
て
、
そ
れ
よ
り
わ
が
わ
た
く
し
の
財ざ

い

宝ほ
う

お
ほ
く
つ
ゐ
や
し
て
、
か
な
た
こ
な
た
あ
な
く
り
も
と
め

て
、
つ
ゐ
に
彼か

の

つ
か
ひ
女
を
え
た
り
。
若

ぢ
や
く

水す
い

す
な
は
ち
守し

ゆ

護ご

の
か
た
へ
ひ
そ
か
に
つ
れ
ゆ
き
け
れ
バ
、
守
護
お
ど
ろ
き
急き

う

に
女
の
父
母
を

よ
び
て
見
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
是
わ
が
む
す
め
な
り
、
さ
て
ハ
こ
ろ
さ
れ
ざ
り
け
り
と
よ
ろ
こ
び
あ
へ
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
罪ざ

い

人に
ん

ゆ
る
さ
れ

け
り
。
罪
人
い
そ
ぎ
守し

ゆ

護ご

に
ま
い
り
て
、
君き

ミ

あ
き
ら
か
に
お
は
し
ま
さ
ず
ハ
、
わ
が
命
い
か
で
た
す
か
り
侍
ら
ん
。
あ
り
が
た
き
御
恩お

ん

徳と
く

に
こ
そ
と
な
く
〳
〵
か
き
く
ど
き
け
れ
ば
、
守し

ゆ

護ご

わ
が
力ち

か
ら
に
あ
ら
ず
。
ま
つ
た
く
銭せ

ん

若ぢ
や
く

水す
い

が
功こ

う

な
り
と
い
へ
バ
、
罪ざ

い

人に
ん

た
ゞ
ち
に
若
水

か
家い

へ

に
ゆ
き
け
る
に
、
門
を
と
ぢ
て
い
れ
ず
。
い
く
た
び
行
て
も
た
い
め
ん
も
せ
ず
。
罪ざ

い

人に
ん

若ぢ
や
く

水す
い

が
家
の
外そ

と

を
め
ぐ
り
て
、
聲こ

ゑ

を
あ
け



『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
六
輯

　
令
和
二
年
三
月

330

て
な
き
さ
け
び
、
恩お

ん

徳と
く

の
報は

う

じ
が
た
き
事
を
い
へ
ど
、
き
ゝ
も
い
れ
ず
、
罪
人
せ
ん
か
た
な
く
て
、
お
の
が
家い

へ

に
お
ゐ
て
万ま

ん

僧ぞ
う

を
供く

養や
う

し
、

若
水
が
寿じ

ゆ

命め
う

長
遠を

ん

の
法ほ

う

を
お
こ
な
は
せ
て
報は

う

謝し
や

に
ぞ
そ
な
へ
け
る
。
其そ

の

後ゝ
ち

守
護
若
水
が
此
た
び
の
は
た
ら
き
、
京
に
申
の
ぼ
せ
て
上
へ
も

き
こ
へ
あ
げ
ん
と
い
へ
ば
、
若

じ
や
く

水す
い

か
た
く
と
ゞ
め
て
い
ひ
け
る
や
う
ハ
、
わ
が
此
罪
人
に
心
を
つ
く
し
侍
る
ハ
国く

に

に
無む

実じ
つ

を
か
け
て
死
す

る
も
の
ゝ
な
か
ら
む
や
う
に
と
お
も
ふ
バ
か
り
に
候
也
。
い
さ
ゝ
か
き
こ
へ
を
も
と
む
る
に
あ
ら
ず
。
そ
の
う
へ
此
事
あ
り
の
ま
ゝ
に
上

に
き
こ
え
な
バ
、
初は

じ
め
に
せ
ん
さ
く
せ
し
奉ぶ

行ぎ
や
うの
何な

に

が
し
迷め

い

惑わ
く

に
や
お
よ
び
侍
ら
ん
。
し
か
ら
バ
守し

ゆ

護ご

の
御
慈じ

悲ひ

も
か
け
候
べ
し
。
た
ゞ
沙さ

汰た

な
く
て
や
み
給
へ
と
い
ふ
。
守
護
い
よ
〳
〵
感か

ん

じ
け
り
。
こ
れ
ら
こ
と
〳
〵
く
陰い

ん

徳と
く

に
あ
ら
ず
や
。
か
ゝ
る
陰
徳
あ
る
人
に
、
い
か
で

天
の
冥

ミ
や
う

助じ
よ

な
か
ら
む
。
後の

ち

二
年
バ
か
り
あ
り
て
京
へ
め
さ
れ
高か

う

官く
は
んに
あ
げ
ら
れ
、
其
母は

ゝ

に
も
金き

ん

銀ぎ
ん

を
給
ひ
、
二
人
の
子
を
も
太た

い

常じ
や
う

奉ほ
う

礼れ
い

郎ら
う

と
い
ふ
官
人
に
ぞ
な
さ
れ
け
る
。

　

人
に
物
を
こ
ひ
て
く
れ
ざ
る
を
う
ら
み
て
、
無
実じ

つ

を
い
ひ
か
け
て
こ
ろ
さ
ん
と
す
る
奉ぶ

行ぎ
や
うあ
り
。
わ
が
金
銀
を
つ
ゐ
や
し
心
を
つ
く

し
、
其
無
実
を
あ
ら
ハ
し
て
、
命
を
た
す
く
る
奉ぶ

行ぎ
や
うあ
り
。
ミ
な
是
人
な
り
。
た
ゞ
一
念
の
か
は
り
に
て
ひ
と
り
ハ
高か

う

官く
は
んに
あ
げ
ら
れ

て
、
名な

を
後
の
代
に
つ
た
へ
、
ひ
と
り
ハ
い
け
る
世
に
ハ
面お

も
て
に
唾つ

は
き
を
は
か
れ
、
身
を
あ
や
う
く
し
、
死
し
て
ハ
千
万
年
が
あ
い
だ
、
人

に
に
く
ミ
き
た
な
ま
る
。
善ぜ

ん

悪あ
く

の
報は

う

応お
う

ま
こ
と
に
お
そ
る
へ
し
。
さ
て
若

じ
や
く

水す
い

が
此
は
た
ら
き
、
一
事
と
い
へ
と
も
そ
の
善ぜ

ん

ひ
ろ
し
。
無む

実じ
つ

に
て
し
ぬ
べ
き
人
を
い
か
す
、
一
な
り
。
人
の
う
し
な
へ
る
む
す
め
を
た
づ
ね
出
す
、
二
な
り
。
無む

欲よ
く

に
て
罪ざ

い

人に
ん

の
報ほ

う

礼れ
い

を
う
け
ず
、

三
な
り
。
傍は

う

輩ば
い

の
悪あ

く

を
か
く
す
、
四
な
り
。
守し

ゆ

護ご

の
慈じ

悲ひ

を
す
ゝ
む
、
五
な
り
。
わ
が
名め

い

誉よ

を
上か

ミ

に
も
と
め
ず
、
六
な
り
。

十
六　

陳ち
ん
げ
う
そ
う

尭
叟

　

こ
の
人
、
嶺れ

い

南な
ん

と
い
ふ
所
の
し
を
き
に
く
だ
ら
れ
し
に
、
そ
こ
の
し
を
き
に
下
る
人
に
ハ
、
さ
だ
ま
り
て
そ
の
所
よ
り
大
分
に
物
を
お

く
る
。
陳ち

ん
げ
う
そ
う

尭
叟
に
も
お
く
り
け
れ
ど
、
す
こ
し
を
も
う
け
ず
。
そ
の
う
へ
年ね

ん

貢ぐ

納な
つ

所し
よ

の
き
び
し
き
を
ゆ
る
め
ら
れ
け
れ
バ
、
民た

ミ

大
に
よ
ろ
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こ
ぶ
。
又
そ
の
所と

こ
ろ
の
人
わ
づ
ら
へ
バ
、
祈き

祷た
う

の
ミ
し
て
、
く
す
り
を
の
む
事
を
し
ら
ず
。
尭
叟
よ
き
医い

書し
よ

を
板は

ん

行か
う

さ
せ
て
国こ

く

中ち
う

へ
ひ
ろ
め

ら
れ
け
れ
ハ
、
薬く

す
り
を
の
ミ
て
病

び
や
う

苦く

を
た
す
か
る
人
お
ほ
か
り
け
り
。
又
、
嶺れ

い

南な
ん

は
湿し

つ

気け

む
し
た
て
ゝ
あ
つ
け
は
な
は
だ
し
く
、
旅た

び

人
な
と

ハ
、
病や

ま
ひ
を
う
け
て
死
ぬ
る
も
の
お
ほ
し
。
尭
叟
こ
れ
を
あ
は
れ
ミ
て
、
二
三
里り

に
一
と
こ
ろ
、
川
へ
家い

へ

を
つ
く
り
置を

き

、
柳や

な
ぎ
を
う
へ
、
井ゐ

を

ほ
ら
せ
、
さ
る
べ
き
調で

う

度ど

ど
も
を
き
て
、
道ミ

ち

ゆ
く
人
を
や
す
め
け
り
。
そ
れ
よ
り
、
や
め
る
も
の
稀ま

れ

に
し
て
人
皆ミ

な

よ
ろ
こ
び
に
た
へ
ず
。

　

尭げ
う

叟そ
う

の
す
る
所
、
ミ
な
慈じ

悲ひ

心し
ん

よ
り
出
た
り
。
を
よ
そ
民た

ミ

に
上か

ミ

た
る
人
、
こ
れ
を
ま
ね
び
バ
、
か
な
ら
ず
ほ
ま
れ
を
と
り
、
さ
い
は

ひ
を
う
く
る
事
尤も

つ
と
もか
ぎ
り
な
か
る
べ
し
。

十
七　

査さ

道だ
う

　

こ
の
人
、
号

く
は
う

州し
う

と
い
ふ
と
こ
ろ
の
守し

ゆ

護ご

に
な
り
て
あ
り
け
る
こ
ろ
、
常つ

ね

に
美び

物ぶ
つ

を
食し

よ
く
せ
ず
。
た
ゞ
野や

菜さ
い

ば
か
り
を
く
ら
ひ
、
或あ

る
ひ
ハ
二
度ど

の
食
を
一
度
食
し
て
、
わ
が
禄ろ

く

の
あ
ま
り
あ
ら
バ
、
す
こ
し
に
て
も
民た

ミ

を
う
る
ほ
さ
ん
と
の
ミ
お
も
へ
り
。
飢き

饉き
ん

の
年
ハ
、
す
な
は
ち
、

上か
ミ

へ
た
て
ま
つ
る
べ
き
米べ

い

穀こ
く

の
倉く

ら

ひ
ら
か
せ
て
、
ゆ
た
か
に
民た

ミ

を
や
し
な
へ
り
。
下し

た

奉ぶ

行ぎ
や
うど
も
こ
は
大
事
に
て
候
、
京
へ
御
う
か
が
ひ
か
、

御
ゆ
る
さ
れ
を
う
け
て
、
御
倉く

ら

ひ
ら
か
せ
給
へ
と
い
へ
は
、
人
物
く
ハ
で
い
く
ば
く
の
日
数か

ず

を
か
へ
ん
、
も
し
御
と
が
め
あ
ら
バ
我
の
ミ

そ
の
罪つ

ミ

に
ハ
あ
た
ら
ん
ぞ
と
い
ひ
て
、
お
も
ふ
さ
ま
に
ほ
ど
こ
し
ぬ
。
又
、
官

く
は
ん

米べ
い

を
も
つ
て
粥か

ゆ

を
煮に

て
あ
た
へ
し
事
も
あ
り
。
是
に
よ
り

て
飢き

饉き
ん

の
死
を
の
が
れ
し
民た

ミ

、
一
万
余よ

人
と
ぞ
し
る
せ
る
。

　

わ
が
身
は
ひ
と
つ
な
り
。
民
ハ
数す

千
万
人
な
り
。
身
ひ
と
つ
を
倹け

ん

約や
く

し
て
数
千
万
人
を
う
る
ほ
し
、
身
ひ
と
つ
を
刑け

い

罰ば
つ

せ
ら
れ
て
、

数
千
万
人
を
す
く
ふ
、
こ
れ
君く

ん

子し

の
好こ

の

む
と
こ
ろ
な
り
。
査さ

道だ
う

こ
れ
を
せ
り
。
平へ

い

人に
ん

は
此
う
ら
を
ゆ
く
。
さ
れ
バ
数
千
万
人
害が

い

を
う
く

れ
ど
も
、
我
身
ひ
と
つ
の
た
め
に
、
そ
れ
を
か
へ
り
見
ず
。
是
天
地
神し

ん

明め
い

の
ふ
か
く
に
く
ま
せ
給
ふ
所
也
。
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十
八　

韓か
ん

魏ぎ

公こ
う

　

魏ぎ

公こ
う

、
い
ミ
名
を
ハ
、
琦き

と
申
け
り
。
宋そ

う

の
大
臣じ

ん

な
り
。
あ
る
時
、
張

ち
や
う

氏し

な
る
女
房ば

う

の
、
ミ
め
か
た
ち
よ
き
を
、
銭ぜ

に

三
百
貫く

ワ
んに
買か

ひ

と
り

て
、
妾

せ
う
・
そ
ば
めと
な
さ
ん
と
お
も
ひ
て
、
先ま

つ

そ
の
女
の
身
も
と
を
と
は
れ
け
れ
バ
、
女
ま
こ
と
を
も
つ
て
こ
た
ふ
。
わ
れ
は
も
と
官

く
は
ん

人
郭く

ハ

守く
し
ゆ

義ぎ

と
申
も
の
ゝ
妻つ

ま

に
候
が
、
守し

ゆ

義ぎ

人
に
さ
ゝ
へ
ら
れ
て
官

く
は
ん

禄ろ
く

に
は
な
れ
、
家い

へ

の
内
み
な
餓が

死し

せ
ん
と
し
侍
れ
バ
、
身
を
う
り
侍
る
な
り
と
い

ふ
。
魏ぎ

公こ
う

き
ゝ
て
あ
は
れ
に
お
も
ひ
、
身
の
し
ろ
三
百
貫
の
銭ぜ

に

を
も
た
せ
て
送お

く

り
て
、
そ
の
家
に
か
へ
さ
る
ゝ
と
て
、
汝な

ん
ぢ
が
夫お

つ
と
の
罪つ

ミ

官
く
は
ん

禄ろ
く

に
は
な
る
べ
き
ほ
ど
の
事
に
あ
ら
ず
は
、
上
に
う
つ
た
へ
て
僉せ

ん

議ぎ

を
こ
ふ
べ
し
と
い
ひ
お
し
へ
て
ぞ
か
へ
さ
れ
け
る
。
女

を
ん
な

家
に
か
へ
れ

ハ
、
家
に
は
か
に
富と

ミ

ぬ
。
又
、
夫お

つ
と
の
守し

ゆ

義ぎ

は
、
魏ぎ

公こ
う

の
お
し
へ
に
ま
か
せ
上
へ
う
つ
た
へ
申
け
れ
ハ
、
其
罪つ

ミ

な
き
に
さ
だ
ま
り
、
二
た
び

官く
は
ん

禄ろ
く

に
つ
き
ぬ
。
そ
の
ゝ
ち
女
は
奉は

う

公こ
う

の
た
め
と
て
魏ぎ

公こ
う

の
も
と
へ
ま
い
り
け
れ
ハ
、
魏
公
女
を
わ
が
前ま

へ

も
出
さ
ず
、
人
し
て
い
は
し

め
ら
れ
け
る
ハ
、
わ
れ
天
下
の
大だ

い

臣じ
ん

と
し
て
官

く
は
ん

人
の
妻つ

ま

を
妾せ

う

と
す
べ
き
道だ

う

理り

な
し
。
い
そ
ぎ
帰か

へ

り
て
汝な

ん
ぢ
が
家
を
お
さ
む
べ
し
。
又
、
三
百

貫
の
銭ぜ

に

は
な
か
く
え
さ
す
る
也
。
つ
く
の
は
ん
と
お
も
ふ
へ
か
ら
ず
と
な
ん
。
女
あ
ま
り
の
か
た
じ
け
な
さ
に
、
な
ミ
た
せ
き
あ
へ
ず
。

か
へ
り
か
ね
て
あ
り
け
る
を
、
人
々
し
ゐ
て
ぞ
追を

ひ

か
へ
し
け
る
。

　

女
を
三
百
貫
に
か
ひ
て
、
た
だ
一
目
見
て
お
ひ
返
し
、
そ
の
銭ぜ

に

を
と
ハ
さ
る
だ
に
あ
る
を
、
か
れ
が
夫お

つ
と
の
罪つ

な
き
を
た
ゞ
し
て
、
二

た
び
官

く
は
ん

禄ろ
く

に
つ
か
し
む
。
い
か
な
れ
バ
君く

ん

子し

の
仁じ

ん

愛あ
い

こ
れ
ま
で
は
い
た
る
ぞ
や
。
又
、
小せ

う

人じ
ん

の
う
へ
よ
り
い
へ
ば
、
色い

ろ

と
財ざ

い

と
の
欲よ

く

ほ

ど
た
ち
か
た
き
ハ
な
し
。
此
ふ
た
つ
魏ぎ

公こ
う

に
お
ゐ
て
ハ
、
露つ

ゆ

ち
り
の
ご
と
し
。
誠ま

こ
と
に
い
ミ
し
き
君
子
な
り
か
し
。

十
九　

王わ
う

曽そ
う

　

王
曽
は
、
宋そ

う

の
青せ

い

州し
う

の
人
な
り
。
わ
か
き
こ
ろ
京
に
あ
り
て
甜て

ん

水す
い

巷こ
う

と
云
所
を
と
ほ
ら
れ
け
る
に
、
女
の
二
人
い
た
く
か
な
し
む
聲こ

ゑ

き

こ
へ
け
り
。
そ
の
隣と

な
り
の
家い

へ

に
立
よ
り
何
事
を
な
げ
く
に
や
と
と
は
れ
け
れ
バ
、
か
れ
は
小
身し

ん

の
官

く
は
ん

人
な
る
が
、
四
万
銭せ

ん

の
引ひ

き

お
ひ
と
い
ふ
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事
し
て
、
出
す
べ
き
も
の
あ
ら
ざ
れ
ば
、
ひ
と
り
の
む
す
め
を
旅た

び

の
あ
き
人
に
う
り
て
、
其
銭ぜ

に

に
て
官く

は
ん
の
お
ひ
物
を
た
て
ん
と
す
。
さ
れ

ば
、
け
ふ
あ
す
に
母は

ゝ

子こ

相
わ
か
れ
ん
事
を
か
な
し
み
、
も
ろ
と
も
に
な
げ
く
に
侍
る
と
こ
た
ふ
。
王わ

う

曽そ
う

い
と
あ
は
れ
に
思
ひ
て
、
た
だ
ち

に
其
家
に
入
て
と
ふ
に
、
隣と

な
り
の
人
の
い
へ
る
が
こ
と
し
。
王
曽
、
む
す
め
の
母
に
い
へ
る
ハ
、
な
ん
ぢ
の
む
す
め
を
我
に
あ
た
ふ
べ
し
。

我
ハ
終つ

ゐ

に
京
に
奉ほ

う

公こ
う

す
べ
き
も
の
な
れ
バ
、
母は

ゝ

子こ

の
中
も
な
が
く
ハ
へ
だ
つ
ま
し
き
ぞ
と
て
、
四
万
銭せ

ん

に
あ
た
る
程
の
銀ぎ

ん

を
あ
た
へ
ら
れ

バ
、
む
す
め
の
母は

ゝ

大
き
に
よ
ろ
こ
び
初は

じ
め
に
う
り
た
る
あ
き
人
に
、
む
す
め
の
身
の
し
ろ
つ
く
の
ひ
返か

へ

し
、
む
す
め
を
バ
、
す
な
ハ
ち
王わ

う

曽そ
う

に
ま
い
ら
せ
ん
と
す
。
王
曽
、
是
よ
り
後
三
日
に
我
か
た
へ
む
す
め
を
む
か
へ
と
ら
ん
と
約や

く

し
て
か
へ
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
二
た
び
そ
の
家

に
お
と
づ
れ
せ
ず
。
や
が
て
国
に
下
ら
れ
し
と
ぞ
。
王
曽
は
後の

ち

ハ
、
た
か
き
位く

ら
い
に
の
ぼ
り
沂き

国こ
く

公こ
う

に
封ほ

う

せ
ら
れ
し
人
と
な
ん
。

　

あ
る
人
問と

い

て
い
は
く
。
王わ

う

曽そ
う

の
此
事
、
こ
と
バ
を
か
や
う
に
つ
く
ら
れ
ず
と
も
、
た
ゞ
不ふ

便び
ん

な
る
程
に
銭ぜ

に

を
あ
た
ふ
と
云
べ
し
。
い

か
で
さ
ハ
い
は
れ
ざ
る
や
。
答こ

た
へ
て
い
は
く
。
た
ゞ
不ふ

便び
ん

な
る
ほ
ど
に
あ
た
ふ
と
い
へ
バ
、
仁じ

ん

者し
や

の
名な

を
も
と
む
る
に
似に

て
う
る
さ
け
れ

バ
、
色し

き

欲よ
く

や
み
何な

に

や
み
の
や
う
に
人
に
は
お
も
ハ
せ
て
。
実
ハ
わ
が
仁じ

ん

心し
ん

を
お
し
ひ
ろ
め
ら
れ
る
ゝ
也
。
さ
も
あ
れ
此
人
年
わ
か
く
下げ

官く
は
んに
て
京
に
お
は
し
ゝ
頃
ハ
、
財ざ

い

に
も
さ
だ
め
て
と
ぼ
し
か
る
へ
き
に
、
一
念ね

ん

の
慈じ

愛あ
い

に
ひ
か
れ
て
、
我
身
の
よ
う
ハ
露
は
か
ら
ず
、

四
万
銭
を
あ
た
へ
て
、
人
の
歎な

げ
き
を
と
ゞ
め
ら
れ
し
ハ
、
有あ

り

が
た
き
賢け

ん

者じ
や

な
ら
ず
や
。

二
十　

王わ
う

質し
つ

　

此
人
、
蘇そ

州し
う

の
奉
行
た
り
し
時
、
そ
こ
の
民た

ミ

む
す
め
の
縁え

ん

を
む
す
び
て
約や

く

束そ
く

の
時
を
す
ぐ
す
。
む
こ
の
か
た
よ
り
催さ

い

促そ
く

す
れ
ど
は
た
さ

ず
。
む
こ
い
か
り
て
奉ぶ

行ぎ
や
う

所し
よ

へ
う
つ
た
へ
け
れ
ば
、
王
質
せ
ん
さ
く
を
と
げ
け
る
に
、
む
す
め
の
お
や
家い

へ

ま
づ
し
く
、
事
と
と
の
ひ
が

た
く
て
の
び
ゆ
く
な
り
。
王わ

う

質し
つ

あ
は
れ
ミ
て
、
わ
が
銭ぜ

に

お
ほ
く
む
す
め
の
お
や
に
あ
た
へ
て
、
祝し

う

言げ
ん

と
ゝ
の
へ
し
め
た
り
。
又
、
人
の
き

る
物
を
ぬ
す
ミ
た
る
も
の
を
と
ら
へ
来
れ
り
。
王
質
そ
の
ぬ
す
人
を
せ
ん
さ
く
す
る
に
、
平へ

い

生ぜ
い

不ふ

義ぎ

な
く
飢き

寒か
ん

に
せ
ま
り
て
、
た
ま
〳
〵
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此
事
あ
り
。
王わ

う

質し
つ

こ
れ
を
も
不ふ

便び
ん

に
お
も
ひ
て
、
そ
の
ぬ
す
ミ
た
る
き
る
物
を
バ
、
き
る
物
の
ぬ
し
に
返
し
、
わ
が
き
る
物
を
ぬ
す
人
に

と
ら
せ
て
ゆ
る
し
ぬ
。

　

約や
く

を
た
が
へ
、
衣こ

ろ
も
を
ぬ
す
む
。
ミ
な
罪つ

ミ

す
べ
し
。
さ
れ
ど
、
そ
の
故ゆ

へ

を
お
し
き
ハ
め
て
、
心
よ
り
な
す
に
あ
ら
ざ
れ
バ
、
仁じ

ん

者し
や

は
罪

罪つ
ミ

す
る
に
し
の
び
ず
。
王
質
た
ゞ
罪
せ
ざ
る
の
ミ
に
あ
ら
ず
、
銭ぜ

に

を
ほ
ど
こ
し
、
衣こ

ろ
も
を
あ
た
ふ
。
仁じ

ん

愛あ
い

も
つ
と
も
ふ
か
し
。

廿
一　

胡こ

宿
し
ゆ
く

　

胡
宿
は
、
常

じ
や
う

州し
う

の
人
な
り
。
県あ

が
た
を
お
さ
め
て
民た

ミ

に
あ
は
れ
ミ
ふ
か
し
。
つ
ね
に
ひ
と
り
の
僧そ

う

と
ま
し
ハ
れ
り
。
そ
の
僧
石い

し

か
ハ
ら
を
黄わ

う

金ご
ん

と
な
す
秘ひ

術じ
ゆ
つを
し
れ
り
。
や
ミ
て
死し

せ
ん
と
す
る
時
、
胡こ

宿し
ゆ
くを
ち
か
つ
け
て
、
わ
が
こ
の
秘ひ

術じ
ゆ
つを
其
方
へ
つ
た
へ
申
べ
し
、
御
芳は

う

志し

に

ハ
、
よ
く
葬は

ふ
む
り
て
た
び
候
へ
と
い
ふ
。
胡
宿
き
ゝ
て
葬

は
ふ
む
りの
事
ハ
う
け
た
ま
は
り
ぬ
。
力ち

か
ら
を
つ
く
し
申
べ
し
。
黄わ

う

金ご
ん

の
秘
術
ハ
、
わ
が
ね
か

ふ
と
こ
ろ
に
あ
ら
す
と
い
ひ
て
な
ら
ハ
ず
。
僧
ふ
か
く
感か

ん

じ
て
此
人
の
ゆ
く
す
え
さ
い
は
ひ
は
か
り
が
た
し
と
ぞ
い
へ
る
。
胡こ

宿し
ゆ
く

終つ
ゐ

に

枢す
う

密ミ
つ

副ふ
く

使し

と
い
ふ
官く

は
ん
に
の
ぼ
り
て
と
み
さ
か
へ
け
る
と
な
ん
。

　

あ
る
人
と
ふ
。
胡こ

宿し
ゆ
くの
此
事
、
い
か
な
れ
バ
人
の
た
め
と
ハ
な
る
や
。
こ
た
へ
て
い
は
く
。
か
く
の
ご
と
く
心
た
ゞ
し
く
無
欲
な
る

人
は
、
人
を
あ
は
れ
ミ
め
く
ま
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
い
か
で
人
の
た
め
に
な
ら
ざ
ら
ん
。
又
、
と
ふ
。
石い

し

瓦か
ハ
らを
ま
こ
と
の
黄わ

う

金ご
ん

と
な

す
ハ
、
今い

ま

こ
ゝ
も
と
に
に
せ
が
ね
な
ど
云
物
に
ハ
あ
ら
で
、
人
に
あ
た
へ
て
も
重て

う

宝ほ
う

な
る
べ
し
。
人
を
め
ぐ
む
心
ふ
か
く
バ
、
何な

に

と
て

其
術じ

ゆ
つを
な
ら
ひ
て
、
黄わ

う

金ご
ん

お
ほ
く
こ
し
ら
へ
て
、
人
に
あ
た
へ
ざ
る
や
。
こ
た
へ
て
い
は
く
。
こ
れ
、
平へ

い

人に
ん

の
心
よ
り
お
こ
る
不ふ

審し
ん

な

り
。
君く

ん

子し

の
道ミ

ち

し
れ
る
人
に
ハ
、
を
の
づ
か
ら
此
不ふ

審し
ん

な
し
。
君く

ん

子し

ハ
、
金き

ん

銀ぎ
ん

米べ
い

銭せ
ん

山
の
ご
と
く
得う

る
と
て
も
、
そ
の
道
に
あ
ら
ず
し

て
得う

る
を
バ
よ
ろ
こ
び
す
。
そ
の
道ミ

ち

と
は
武ぶ

士し

な
ら
バ
軍ぐ

ん

陣ぢ
ん

に
て
の
は
た
ら
き
、
町ま

ち

人に
ん

な
ら
ハ
商

し
や
う

売ば
い

の
つ
と
め
。
百
姓し

ひ
ゃ
うな
ら
バ
耕か

う

作さ
く

の
い
と
な
ミ
也
。
こ
れ
に
、
ほ
ね
を
お
り
身
を
く
だ
き
、
其
う
へ
に
て
家い

へ

も
さ
か
へ
金
銀
米
銭
お
ほ
く
つ
む
ハ
、
つ
む
べ
き
道
に
て
つ
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む
な
り
。
さ
る
苦く

労ら
う

も
な
く
て
ふ
と
し
た
る
仕し

合あ
わ
せに
て
金
銀
お
ほ
く
得う

る
ハ
、
是
其
道
に
あ
ら
す
し
て
得う

る
な
り
。
石い

し

瓦カ
ハ
らを
黄わ

う

金ご
ん

と
な

す
の
た
ぐ
ひ
や
、
さ
や
う
の
た
か
ら
ハ
か
な
ら
ず
身
の
わ
ざ
は
ひ
と
な
り
、
人
に
ほ
ど
こ
せ
バ
、
人
の
わ
ざ
ハ
ひ
と
な
る
。
君く

ん

子し

い
か

で
さ
る
術じ

ゆ
つ
を
な
ら
ハ
ん
。
此
事
た
ゞ
胡こ

宿し
ゆ
くの
ミ
な
ら
ず
、
范は

ん

文ぶ
ん

正せ
い

公こ
う

と
い
ひ
し
人
も
、
其
友と

も

に
水
か
ね
を
変へ

ん

じ
て
、
ま
こ
と
の
銀ぎ

ん

と
な

す
術じ

ゆ
つ
し
れ
る
人
あ
り
。
わ
づ
ら
ひ
て
死し

せ
る
時
、
文ぶ

ん

正せ
い

公こ
う

に
い
ひ
け
る
ハ
、
我わ

が
こ子
幼よ

う

少せ
う

に
て
此
秘ひ

術じ
ゅ
つつ
た
へ
か
た
し
、
君き

ミ

に
つ
た
へ
ま

い
ら
せ
ん
と
て
、
そ
の
術
の
か
き
つ
け
、
お
な
じ
く
そ
れ
に
用も

ち

ゆ
る
薬く

す
り
な
ど
取と

り

そ
ろ
へ
て
ま
い
ら
せ
け
り
。
文
正
公
、
心
に
ハ
、
い
と

う
る
さ
く
お
も
は
れ
け
れ
ど
も
、
た
ゞ
今
死
す
る
人
の
い
ふ
事
な
れ
ハ
、
し
ゐ
て
是
を
う
け
、
其
後
、
取
も
出
さ
ず
。
か
の
幼よ

う

少せ
う

の
子
、

成せ
い

人じ
ん

せ
る
時
、
父ち

ゝ

が
封ふ

う

の
ま
ゝ
に
て
書か

き

つ
け
も
薬く

す
り
も
、
皆ミ

な

か
へ
さ
れ
け
る
と
な
ん
。
此
類た

ぐ
ひめ
づ
ら
し
か
ら
ず
。

廿
二　

馮ふ

商
し
や
う

　

馮
商
は
、
鄂が

く

州し
う

の
人
な
り
。
妻つ

ま

を
め
と
り
て
年
か
さ
な
れ
ど
子こ

な
し
。
京
へ
の
ぼ
る
事
の
あ
り
し
時
、
そ
の
妻つ

ま

わ
た
く
し
の
銀ぎ

ん

お
ほ
く

馮ふ

商し
や
うに
あ
た
へ
て
、
君き

ミ

い
ま
だ
子
あ
ら
す
。
此
銀
を
も
つ
て
京
に
て
妾せ

う

を
買か

い

て
つ
れ
て
帰か

へ

り
た
ま
へ
と
い
ふ
。
是
に
よ
り
て
馮
商
、
京
に

て
ひ
と
り
の
女
房は

う

を
買か

い

と
り
て
、
銀
を
そ
の
親
に
わ
た
し
ぬ
。
さ
て
馮ふ

商し
や
うそ
の
女
房は

う

に
身
を
う
る
ゆ
へ
を
と
へ
バ
、
女
房
う
ち
な
き
て
い

は
く
。
わ
が
父ち

ゝ

官く
ハ
ん

物も
つ

を
お
ひ
て
、
家
に
物
な
し
。
我
を
う
り
て
官
に
つ
く
の
ふ
と
。
馮ふ

商し
や
うき
ゝ
て
、
ふ
か
く
心
を
い
た
ま
し
め
、
こ
の

女
房
を
お
や
の
か
た
へ
返か

へ

し
て
、
銀
を
バ
と
り
も
も
ど
さ
で
、
や
か
て
国く

に

に
く
だ
り
ぬ
。
妻つ

ま

出
む
か
ひ
て
、
も
と
め
給
へ
る
妾せ

う

は
い
づ
こ

に
あ
り
や
と
と
へ
ば
、
京
に
て
の
事
つ
ぶ
さ
に
か
た
る
。
妻
、
大
き
に
そ
の
仁じ

ん

心し
ん

に
感
じ
き
。
さ
れ
バ
、
天
の
陰い

ん

徳と
く

に
め
で
さ
せ
給
ふ
し

る
し
に
や
、
そ
の
ゝ
ち
、
い
く
程
な
く
て
、
妻つ

ま

懐く
は
い

胎た
い

し
て
、
男な

ん

子し

を
ま
ふ
く
。
そ
の
子
、
世
に
か
く
れ
な
き
学が

く

者し
や

と
な
り
。
馮ふ

三さ
ん

元げ
ん

と

称
ぜ
ら
れ
、
宣せ

ん

徽き

南な
ん

院い
ん

使し

と
い
ふ
官
に
い
た
れ
り
。

　

此
人
す
で
に
か
ひ
え
た
る
女
を
、
そ
の
親お

や

の
も
と
へ
か
へ
し
、
銀ぎ

ん

を
す
て
ゝ
国く

に

に
く
だ
れ
バ
、
女
の
お
や
返へ

ん

報は
う

す
べ
き
道ミ

ち

な
し
。
人
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の
返へ

ん

報は
う

な
き
と
き
ハ
、
天
、
か
な
ら
ず
返
報
し
た
ま
ふ
。
馮ふ

商し
や
うが
後の

ち

に
よ
き
子
を
ま
ふ
け
た
る
ハ
、
天
の
返
報
を
う
け
た
る
な
り
。
妻つ

ま

も
ま
た
な
ミ
〳
〵
の
人
な
ら
ず
。
世
上
人
の
妻
と
し
て
、
子
な
け
れ
ど
も
妾せ

う

を
も
と
む
る
事
を
禁き

ん

ず
る
人
、
か
ら
な
ず
馮
商
が
妻つ

ま

を
法の

り

と
し
た
ま
へ
。
し
か
ら
バ
、
子し

孫そ
ん

も
お
ほ
く
、
家い

へ

も
さ
か
へ
ん
。
嫉し

つ

妬と

ふ
か
き
は
身
を
ほ
ろ
ぼ
し
、
家
を
や
ぶ
る
の
も
と
ゐ
な
り
。

廿
三　

朱し
ゆ

軾
し
よ
く

　

朱
軾
は
、
南な

ん

豊ほ
う

と
い
ふ
所
の
学が

く
し
や者
な
り
し
が
、
ち
か
き
里さ

と

に
出
居ゐ

て
人
に
物
を
お
し
ゆ
る
を
わ
さ
と
す
。
家
き
ハ
め
て
ま
づ
し
。
あ
る

年と
し

の
暮く

れ

に
弟で

子し

ど
も
の
方
よ
り
送お

く

り
け
る
銭ぜ

に

と
り
あ
つ
め
て
、
家い

へ

に
も
ち
帰か

へ

る
と
て
、
道
に
て
一
人
の
田で

ん

夫ぷ

の
縄な

は

か
ゝ
り
て
泣な

き

か
な
し
め

る
に
あ
ひ
ぬ
。
朱し

ゆ

軾し
よ
くそ
の
ゆ
へ
を
と
へ
ば
、
公こ

う

儀ぎ

よ
り
か
り
た
る
物
返へ

ん

納の
ふ

の
時
す
ぐ
れ
ど
、
な
す
事
な
ら
ざ
る
ゆ
へ
、
か
ゝ
る
う
き
め
見

る
に
候
と
い
ふ
。
朱し

ゆ

軾し
よ
くあ
は
れ
に
お
も
ひ
、
ま
づ
そ
の
お
ひ
物
の
ほ
ど
を
と
へ
ば
、
三
千
五
百
と
こ
た
ふ
。
朱し

ゆ

軾し
よ
くわ
が
も
ち
た
る
銭ぜ

に

を
み

る
に
、
此
数か

ず

に
ち
か
し
。
う
れ
し
と
思
ひ
て
、
こ
と
〳
〵
く
官く

は
ん
に
い
れ
て
、
彼か

の

田で
ん

夫ぷ

が
罪つ

ミ

を
ゆ
る
さ
し
め
た
り
。
家い

へ

に
は
妻さ

い

子し

此
ぜ
に
を

待ま
ち

か
ね
ゐ
け
る
所
へ
、
朱
軾
手て

を
む
な
し
く
し
て
か
へ
り
ぬ
。
い
か
に
し
て
か
年
を
バ
と
り
つ
ら
む
。

　

つ
く
〳
〵
と
君く

ん

子し

と
平へ

い

人に
ん

と
の
か
ハ
り
を
見
る
に
、
平
人
ハ
た
ゞ
身
の
用よ

う

心じ
ん

に
す
ぐ
る
な
り
。
仁じ

ん

義ぎ

を
お
こ
な
ひ
慈じ

悲ひ

を
だ
に
す
れ

ハ
、
天
地
神し

ん

明め
い

の
御
加か

護ご

に
よ
り
て
、
い
か
に
ま
づ
し
き
人
に
て
も
、
う
へ
も
こ
ゞ
へ
も
せ
ぬ
も
の
な
る
に
、
身
の
用よ

う

心じ
ん

が
過
て
、
物

を
お
し
ミ
、
慳け

ん

貪ど
ん

な
る
故
に
、
す
べ
き
慈じ

悲ひ

を
も
え
せ
で
、
天
地
神
明
の
御
に
く
ミ
を
か
ふ
む
り
、
お
も
ひ
の
外
に
わ
ざ
ハ
ひ
い
で
き

て
、
身
を
は
た
す
に
い
た
る
。
さ
る
人
の
ま
な
こ
よ
り
君く

ん

子し

の
す
る
所
を
見
て
ハ
、
さ
ら
に
心

こ
ゝ
ろ

得え

ず
思
ふ
べ
け
れ
ど
、
か
え
り
て
、
み

な
身
の
さ
い
は
ひ
と
な
る
也
。
此
、
朱し

ゆ

軾し
よ
くも
年
八
十
四
ま
で
い
き
て
、
三
人
の
子
、
ひ
と
り
ハ
国こ

く

子し

司し

業げ
う

と
い
ふ
官く

は
ん
に
つ
き
、
の
こ
れ

る
ふ
た
り
も
ミ
な
い
か
め
し
き
官

く
は
ん

人
と
な
り
て
、
ゆ
た
か
に
朱し

ゆ

軾し
よ
くを
や
し
な
ひ
け
る
に
て
見
る
へ
し
。
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廿
四　

葛か
つ

蘩は
ん

　

葛
蘩
は
、
宋そ

う

の
大た

い

観く
は
ん

年
中
の
人
な
り
。
此
人
、
事
の
大
小
軽き

や
う

重ぢ
う

に
か
ゝ
は
ら
ず
、
毎ま

い

日
、
人
を
利り

益や
く

す
べ
し
と
ち
か
ひ
て
、
き
の
ふ

は
一
事
利り

益や
く

し
つ
、
今け

日ふ

ハ
十
事
利
益
せ
り
な
と
い
ひ
け
り
。
あ
る
人
、
其そ

の

利り

益や
く

の
や
う
を
と
へ
ば
、
葛か

つ

蘩は
ん

す
な
ハ
ち
履く

つ

ぬ
ぎ
な
る
は
き

物
に
ゆ
び
を
さ
し
て
い
は
く
。
た
と
へ
バ
此
は
き
物
の
さ
か
さ
ま
に
あ
る
を
、
人
は
き
に
く
か
る
べ
し
と
お
も
ひ
て
、
た
ゞ
し
く
な
を
し

置
ほ
ど
の
事
も
ひ
と
つ
の
利り

益や
く

也
。
事
の
大
小
軽き

や
う

重ぢ
う

に
ハ
よ
ら
ず
。
し
か
れ
ば
乞こ

つ

食じ
き

非ひ

人に
ん

の
と
も
が
ら
ま
で
に
、
人
を
利
益
す
る
事
な

ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
た
ゞ
久
し
く
お
こ
な
ふ
を
よ
し
と
す
。
久
し
け
れ
ば
か
な
ら
ず
天
地
神し

ん

明め
い

に
感か

ん

通つ
う

し
て
福

さ
い
わ
ひを
う
く
る
事
、
か
ぎ

り
な
し
と
な
ん
か
た
る
。

　

世
の
人
、
お
ほ
や
う
家
ゆ
た
か
な
ら
ざ
れ
ハ
、
人
を
利
益
す
る
事
も
成な

り

か
た
し
と
お
も
へ
り
。
尤
、
あ
や
ま
り
也
。
此
葛か

つ

蘩は
ん

が
法
を

案あ
ん

ず
る
に
、
い
か
に
貧ま

づ
し
く
賤い

や
し
き
も
の
も
、
人
を
利
益
す
る
こ
と
な
ら
ず
と
云
べ
か
ら
ず
。
た
と
へ
バ
、
か
ハ
け
る
人
に
一
盃は

い

の
水
を
あ

た
へ
、
は
だ
し
に
て
道ミ

ち

行ゆ
く

人
に
ふ
る
き
ざ
う
り
を
ほ
ど
こ
し
、
家
の
も
る
を
く
る
し
む
人
を
見
て
、
一
枚
の
板い

た

を
も
と
め
て
、
其
も
り

を
と
め
て
え
さ
す
る
の
類た

ぐ
ひ
、
或あ

る
ひ
ハ
、
人
か
よ
ふ
道ミ

ち

の
草く

さ

を
か
り
い
ば
ら
を
の
け
、
或
は
、
ひ
と
つ
木
の
橋は

し

に
木き

竹た
け

を
ゆ
ひ
そ
ゆ
る
か
こ

と
き
、
ミ
な
人
を
利り

益や
く

す
る
の
道
に
て
、
富と

め

る
人
の
大
善ぜ

ん

根ご
ん

に
ひ
と
し
。
是
程
の
事
ハ
善
根
と
も
い
は
れ
ま
じ
き
と
思
ふ
べ
か
ら
ず
。

真し
ん

実じ
つ

に
人
の
た
め
に
よ
き
事
せ
ん
と
思
ふ
一
念ね

ん

だ
に
あ
れ
ば
、
と
め
る
人
の
大
善
根
に
ハ
は
る
か
に
ま
さ
る
也
。
い
か
に
し
て
、
ま
さ

る
ぞ
と
な
れ
バ
、
富と

ミ

て
大
き
に
善ぜ

ん

根ご
ん

す
る
人
は
、
お
ほ
や
う
慢ま

ん

心し
ん

あ
る
物
也
。
貧ま

ず
し
く
賤い

や
し
き
人
の
善
根
す
る
ハ
、
其
心
、
卑ひ

下げ

し
て
慢ま

ん

心し
ん

な
し
。
よ
り
て
天
地
神
明
も
殊こ

と

に
ふ
か
く
あ
ハ
れ
ま
せ
給
ふ
也
。
只た

ゞ

つ
と
め
て
手て

に
た
く
ひ
た
る
善ぜ

ん

根ご
ん

の
ミ
す
へ
し
。

廿
五　

張
ち
や
う

八
公こ

う

　

張
八
公
は
、
處し

よ

州し
う

龍れ
う

泉せ
ん

と
云
所
の
人
な
り
。
家
と
み
て
、
よ
く
人
を
め
ぐ
む
。
里さ

と

人
ミ
な
よ
ろ
こ
べ
り
。
年と

し

老お
い

て
家
を
二
人
の
子
に
ゆ
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づ
る
。
そ
の
子
、
米
を
う
れ
り
。
な
り
ハ
ひ
わ
ろ
き
年
と
い
へ
ど
も
、
八
公
、
米
の
あ
た
ひ
を
ま
さ
ず
。
子
ど
も
の
ひ
そ
か
に
あ
た
ひ
を

ま
さ
ん
事
を
心
も
と
な
が
り
て
、
常
に
門も

ん

に
い
で
居ゐ

て
、
米
を
か
ひ
て
帰か

ヘ

る
も
の
ご
と
に
其
あ
た
ひ
を
と
ふ
て
、
す
こ
し
に
て
も
、
つ
ね

よ
り
ま
せ
バ
、
そ
の
分ぶ

ん

の
銭ぜ

に

を
返か

へ

し
け
り
。
是
に
よ
り
て
、
い
か
な
る
飢き

饉き
ん

に
も
其
里
人
ハ
食

し
よ
く

物も
つ

に
と
ぼ
し
か
ら
ざ
り
し
と
ぞ
。

　

な
り
ハ
ひ
あ
し
き
年
、
米
の
あ
た
ひ
を
ま
す
ハ
常つ

ね

な
り
。
八
公
、
こ
の
常つ

ね

を
し
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
。
そ
の
家
と
み
た
れ
ば
富と

ミ

を
か
さ

ね
ん
事
を
き
ら
へ
り
。
そ
れ
金き

ん

銀ぎ
ん

米べ
い

穀こ
く

の
地ち

に
生し

や
う
ず
る
は
、
天
神
地
祇ぎ

こ
れ
を
天
下
の
人
に
あ
た
へ
給
ふ
な
り
。
し
か
る
に
、
お
ほ
く

た
く
は
へ
た
る
人
、
久
し
く
蔵く

ら

に
お
さ
め
を
き
て
、
天
下
の
用よ

う

に
た
て
ざ
る
ハ
、
天
地
の
御
心
に
あ
ら
ず
。
そ
の
人
、
い
か
で
冥

ミ
や
う

加が

あ

ら
む
。
ま
し
て
お
な
じ
国く

に

お
な
し
里さ

と

に
す
む
人
を
そ
や
し
て
、
わ
が
富と

ミ

を
か
さ
ぬ
る
理り

あ
ら
め
や
。
八
公
、
こ
ゝ
に
あ
き
ら
か
な
り
。

廿
六　

蒋
し
や
う

生せ
い

　

蒋
生
ハ
、
明め

い

州し
う

定て
い

海か
い

と
い
ふ
所
の
人
な
り
。
欲よ

く

す
く
な
く
て
親し

ん

類る
い

に
む
つ
ま
し
。
姪お

い

や
従い

と
こ弟
の
よ
か
ら
ぬ
も
の
と
も
、
世
帯た

い

を
や
ぶ
り

て
田
地
を
う
れ
バ
、
蒋

し
や
う

生せ
い

、
か
れ
か
の
ぞ
み
に
し
た
が
ひ
て
代か

ハ
り
を
や
り
て
買か

ひ

と
り
、
後の

ち

に
又
田で

ん

地ち

を
其
ぬ
し
に
か
へ
し
て
つ
く
ら
せ
て
、

か
は
り
を
バ
と
ら
さ
り
け
り
。
し
か
れ
と
も
、
あ
し
き
人
の
く
せ
に
て
、
よ
か
ら
ぬ
事
し
て
家か

財ざ
い

な
く
な
り
て
か
さ
ね
て
田
地
を
う
ら
ん

と
す
る
時
も
、
蒋
生
又
買か

ひ

と
り
て
、
折
を
見
て
返
し
あ
た
へ
て
つ
く
ら
せ
け
り
。
う
る
事
四
た
ひ
に
い
た
り
、
か
ひ
を
き
て
か
へ
す
事
も

四
た
び
に
い
た
れ
る
か
あ
り
し
と
そ
。

　

世
に
親し

ん

類る
い

の
衰す

い

微び

を
み
つ
ぐ
人
お
ほ
し
。
さ
れ
と
一
度ど

か
二
度
み
つ
ぎ
て
、
そ
の
人
よ
く
た
も
た
ざ
れ
ハ
、
い
か
り
腹は

ら

だ
ち
て
、
終つ

ゐ

に
ハ
、
他た

人に
ん

よ
り
も
に
く
み
、
う
と
む
輩

と
も
か
ら

又
お
ほ
し
。
こ
れ
真し

ん

実じ
つ

の
愛あ

い

な
く
て
、
人
之
世
に
の
ミ
あ
は
れ
む
か
故
な
り
。
仁じ

ん

者し
や

は
見

も
し
ら
ぬ
人
の
あ
は
れ
を
た
に
一
旦た

ん

に
ハ
見
す
ぐ
さ
す
。
親し

ん

類る
い

よ
か
ら
す
と
て
、
い
か
で
す
ミ
や
か
に
は
す
つ
へ
き
。
今
の
し
ん
る
い

を
め
ぐ
む
人
は
、
ミ
な
蒋
生
か
つ
ミ
人
也
。
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廿
七　

鄭て
い

叔し
ゆ
く

通と
う

　

鄭
叔
通
、
は
や
う
よ
り
夏か

氏し

と
縁え

ん

を
む
す
び
置を

き

て
、
京
に
の
ぼ
り
て
学か

く

問も
ん

し
、
学
問
成じ

よ
う

就じ
ゆ

し
て
参さ

ん

内だ
い

し
て
官

く
は
ん

人
と
な
り
て
後の

ち

、
国く

に

に

帰
り
、
か
の
夏か

氏し

の
む
す
め
を
よ
び
と
ら
ん
と
し
け
る
に
、
そ
の
む
す
め
口こ

う

中ち
う

の
病
に
よ
り
て
、
唖お

し

と
な
れ
り
。
叔

し
ゆ
く

通と
う

が
親し

ん

類る
い

べ
ち
に
妻つ

ま

を
も
と
め
ん
と
す
。
叔
通
が
い
は
く
。
我
此
女
の
無む

病び
や
うな
る
時
縁え

ん

を
む
す
び
て
、
病や

ま
ひ
に
よ
り
て
違い

変へ
ん

せ
ん
こ
と
、
心
に
お
ゐ
て
や
す
か
ら

ず
。
そ
の
う
へ
我
こ
れ
を
め
ど
ら
ず
ハ
一
生
夫お

つ
とあ
る
へ
か
ら
ず
。
わ
れ
い
か
に
し
て
す
て
は
つ
べ
き
と
い
ひ
て
、
つ
ゐ
に
か
の
唖お

し

を
む
か

へ
て
妻つ

ま

と
せ
り
。
唖お

し

の
む
め
る
子
、
後
に
よ
き
官

く
は
ん

人
と
な
れ
り
。
父ち

ゝ

が
善ぜ

ん

根ご
ん

の
報は

う

な
り
。

　

叔
し
ゆ
く

通と
う

が
信し

ん

義ぎ

ま
こ
と
に
い
ひ
や
ら
ん
か
た
な
し
。
世
に
勢

い
き
お
ひに
つ
き
、
欲よ

く

に
ひ
か
れ
て
、
す
で
に
む
す
び
た
る
縁え

ん

を
故ゆ

へ

な
く
た
が
ゆ
る

あ
り
。
こ
れ
信し

ん

も
な
く
義ぎ

も
な
し
。
叔
通
が
し
わ
ざ
よ
り
み
れ
ば
、
人
に
し
て
人
に
あ
ら
ず
。
た
ゞ
慈じ

悲ひ

心し
ん

な
き
の
ミ
な
ら
む
や
。

廿
八　

張
ち
や
う

孝か
う

基き　
　

以
上
為
善
録
後
編
の
内

　

張
孝
基
は
、
許き

よ

昌し
や
うと
い
ふ
と
こ
ろ
の
士

さ
む
ら
いな
り
。
お
な
し
里さ

と

の
と
め
る
人
な
に
が
し
氏う

ぢ

が
聟む

こ

に
な
り
ぬ
。
な
に
が
し
氏
、
男な

ん

子し

一
人
あ
り
。

人
が
ら
わ
ろ
し
。
な
に
が
し
氏
、
や
ミ
て
死
な
ん
と
す
る
と
き
、
家か

財ざ
い

こ
と
〳
〵
く
張

ち
や
う

孝か
う

基き

に
ゆ
づ
り
あ
た
へ
て
、
彼か

の

男
子
を
バ
お
ひ
出

し
け
り
。
孝
基
、
そ
の
ゆ
づ
り
を
う
け
、
家い

へ

を
お
さ
め
て
居ゐ

た
り
け
る
が
、
あ
る
時
、
か
の
男な

ん

子し

こ
つ
じ
き
の
さ
ま
に
な
り
て
市い

ち

を
す
ぐ

る
を
見
て
、
い
と
か
な
し
く
お
も
ひ
、
ち
か
く
よ
び
よ
せ
て
い
ひ
け
る
は
、
な
ん
ぢ
よ
く
畑は

た
け
に
水
そ
ゝ
ぐ
事
を
せ
ん
か
と
。
男な

ん

子し

が
い
は

く
。
そ
れ
を
し
て
食し

よ
く
を
え
バ
随ず

い

分ぶ
ん

つ
と
め
て
せ
ん
と
。
孝か

う

基き

す
な
は
ち
水
を
そ
ゝ
が
し
む
。
男
子
、
日
ご
と
に
水
を
に
な
ひ
て
、
畑は

た
け
に
そ
ゝ

く
。
も
つ
と
も
お
こ
た
ら
ず
。
孝
基
又
な
ん
ぢ
に
蔵く

ら

を
あ
づ
け
ん
。
よ
く
あ
づ
か
ら
ん
や
と
い
へ
ば
、
男
子
、
は
た
け
に
水
そ
ゝ
き
て
食

し
よ
く

た
ま
は
る
さ
へ
か
た
じ
け
な
き
に
、
蔵く

ら

を
御
あ
づ
け
候
ハ
ヽ
、
か
た
の
ご
と
く
ま
も
り
申
べ
し
と
い
ふ
。
孝か

う

基き

、
蔵く

ら

を
ま
も
ら
し
む
。
男

子
、
こ
れ
を
つ
と
め
て
又
よ
し
。
孝
基
こ
れ
ら
の
事
を
し
て
、
男
子
が
心
の
あ
ら
た
ま
り
、
ゆ
く
す
え
あ
し
か
る
ま
じ
き
を
見
と
ゞ
け
て
、
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終つ
ゐ

に
舅し

う
と
が
家い

へ

と
財ざ

い

宝
た
ゞ
ひ
と
つ
も
の
こ
さ
ず
男
子
に
返か

へ

し
あ
た
へ
に
け
り
。
男
子
う
れ
し
さ
の
あ
ま
り
、
い
よ
〳
〵
心
を
つ
ゝ
し
み
て
、

後の
ち

は
そ
の
里さ

と

に
て
、
な
ら
び
な
き
善ぜ

ん

人
と
ぞ
な
れ
る
。

　

わ
る
き
子
を
も
て
る
人
、
す
で
に
死
な
ん
と
す
る
時
に
、
聟む

こ

に
も
あ
れ
兄

き
や
う

弟だ
い

に
も
あ
れ
、
わ
が
家か

財ざ
い

ミ
な
ゆ
づ
り
あ
た
へ
て
、
其そ

の

実じ
つ

子し

を
バ
追お

ひ

出い
だ

せ
る
ハ
我
国く

に

に
て
も
折
ふ
し
ハ
き
く
事
な
り
。
お
も
ふ
に
是
か
へ
り
て
子
を
愛あ

い

す
る
の
ふ
か
き
也
。
い
か
に
と
な
れ
ば
、

わ
ろ
き
子
に
一
跡せ

き

を
ゆ
つ
れ
バ
、
し
ば
し
が
程
に
う
し
な
ひ
は
て
ゝ
飢き

寒か
ん

に
も
を
よ
ぶ
べ
け
れ
ば
智
恵
あ
る
親し

ん

類る
い

に
ゆ
ず
り
置
て
、
わ

が
子
、
後の

ち

に
心
を
も
あ
ら
た
め
た
ら
ん
時
は
、
財ざ

い

宝
す
こ
し
も
返か

へ

し
あ
た
へ
む
事
を
ね
か
ひ
て
也
。
然し

か

る
に
、
彼か

の

ゆ
づ
ら
る
ゝ
人
、
死し

人に
ん

の
此
心
を
は
推す

い

量り
や
うし
な
が
ら
、
財ざ

い

宝ほ
う

の
お
し
き
ま
ゝ
に
、
な
が
く
死
人
の
実じ

つ

子し

を
あ
は
れ
ま
す
、
実
子
す
こ
し
よ
く
な
り
て
も
猶な

を

悪あ
し

き
や
う
に
の
ミ
い
ひ
な
し
、
た
ゝ
我
ひ
と
り
富ふ

う

貴き

に
ほ
こ
る
。
是
い
か
成
心
そ
や
。
さ
や
う
の
人
ハ
天
に
も
神
に
も
に
く
ミ
す
て
ら

る
ゝ
ゆ
へ
に
久
し
か
ら
ず
し
て
家い

へ

ほ
ろ
ぶ
る
な
り
。
つ
ゝ
し
む
へ
し
お
そ
る
へ
し
。
是
を
お
そ
れ
バ
い
か
ゞ
せ
ん
。
張

ち
や
う

孝か
う

基き

か
こ
と
く

せ
ん
の
ミ
。
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大
和
為
善
録
中

一　

王わ
う

義ぎ

方は
う　
　
　
　
　
　

是
よ
り
下
ハ
太
平
御
覧
事
文
類
聚
迪
吉
録
な
と
い
ふ
書
の
中
よ
り
と
り
ぬ

　

王
義
方
は
泗し

州し
う

の
人
に
て
学が

く

問も
ん

ひ
ろ
し
。
上
よ
り
め
さ
れ
て
京
に
の
ぼ
る
と
て
、
道み

ち

に
て
わ
か
き
男お

と
こ
の
徒
歩か

ち

に
て
行ゆ

き

な
や
め
る
を
見
て
、

い
か
な
る
人
ぞ
と
問と

ひ

け
れ
ば
、
わ
が
父ち

ゝ

穎ゑ
い

上
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
あ
り
て
病や

ま
い
お
も
し
。
こ
れ
に
お
も
む
く
と
て
よ
る
ひ
る
道ミ

ち

を
い
そ
ぎ
て
つ

か
れ
は
て
、
今
は
一
足あ

し

も
ひ
か
れ
侍
ら
ず
と
い
へ
り
。
王わ

う

義ぎ

方は
う

い
と
あ
は
れ
に
思
ひ
て
、
我
の
り
た
る
馬む

ま

を
あ
た
へ
て
、
わ
が
名な

を
も
い

は
ず
か
の
男お

と
こ
の
名
を
も
と
は
で
ぞ
行ゆ

き

わ
か
れ
け
る
。

　

上
よ
り
め
さ
れ
て
い
そ
ぎ
て
京
へ
の
ぼ
る
身
の
、
人
の
あ
は
れ
え
見
す
ぐ
さ
で
、
の
り
た
る
馬
を
あ
た
へ
て
、
我
は
徒
歩か

ち

に
な
り
て

ゆ
き
し
は
、
尤

も
つ
と
も

人
の
お
よ
び
が
た
き
所
な
り
。
名
の
た
め
に
、
か
ゝ
る
事
す
る
人
も
し
は
あ
ら
め
ど
、
此
人
に
お
ゐ
て
は
、
そ
の
姓せ

い

名め
い

を
も
し
ら
す
、
し
ら
れ
ず
し
て
立
わ
か
れ
た
れ
ば
、
名
に
心
な
き
ハ
分ふ

ん

明ミ
や
うな
り
。
あ
り
が
た
き
仁じ

ん

者し
や

な
り
。

二　

闞か
ん

敝へ
い

　

闞
敝
は
、
汝じ

よ

南な
ん

の
平へ

い

與よ

と
い
ふ
所
の
人
に
て
、
汝
南
の
太た

い

守し
ゆ

第だ
い

五
常じ

や
うと
云
人
に
つ
か
へ
た
り
。
第だ

い

五
常じ

や
う

京
よ
り
め
さ
れ
て
、
急き

う

に
の

ほ
る
事
の
あ
り
し
時
、
銭ぜ

に

百
三
十
万
あ
り
け
る
を
、
闞か

ん

敝へ
い

に
あ
づ
け
置を

き

ぬ
。
闞
敝
、
是
を
京
へ
の
ぼ
せ
た
く
お
も
へ
と
、
世
の
み
だ
れ
に

あ
ひ
て
通つ

う

路ろ

も
な
り
か
た
け
れ
ば
、
心
な
ら
ず
う
ち
過す

ぎ

け
る
内
に
、
闞か

ん

敝へ
い

ま
づ
し
さ
き
は
ま
り
て
飢う

へ

に
の
ぞ
む
ば
か
り
な
り
。
闞
敝
が
妻つ

ま

こ
れ
を
う
れ
へ
て
、
第だ

い

五
君く

ん

の
あ
づ
け
給
へ
る
銭ぜ

に

す
こ
し
出
し
て
、
此
う
へ
を
し
の
ぎ
て
、
物
あ
ら
ん
と
き
、
又
つ
く
の
ゐ
置
た
ま
へ
か

し
と
い
へ
と
、
闞か

ん

敝へ
い

き
か
ず
、
道
ひ
ら
け
た
ら
は
送お

く

り
の
ぼ
せ
ん
と
い
ひ
て
、
よ
く
し
た
ゝ
め
て
、
土つ

ち

に
う
づ
み
置
て
、
い
さ
ゝ
か
手て

を

も
さ
ゝ
ず
。
然し

か

る
に
、
京
に
て
第だ

い

五
常じ

や
うが
家
、
疫え

き

癘れ
い

に
あ
ひ
て
、
こ
と
〳
〵
く
し
に
け
り
。
第
五
常
、
今
は
か
ぎ
り
の
と
き
、
九
歳さ

い

な
る

孫ま
ご

ひ
と
り
わ
つ
ら
は
で
あ
り
け
る
を
よ
び
て
、
我
む
か
し
汝じ

よ

南な
ん

を
出
し
時
、
闞か

ん

敝へ
い

と
云
も
の
に
、
銭ぜ

に

三
十
万
あ
づ
け
置
し
ぞ
と
い
ひ
て
お



『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
六
輯

　
令
和
二
年
三
月

342

は
り
ぬ
。
孫ま

ご

成せ
い

人じ
ん

の
ゝ
ち
、
お
ち
ぶ
れ
て
せ
ん
か
た
な
き
ま
ゝ
に
、
汝
南
へ
尋た

つ
ね
ゆ
き
け
る
に
、
闞
敝
、
出
あ
ひ
て
大
き
に
よ
ろ
こ
ひ
、
さ

ま
〳
〵
に
も
て
な
し
、
終つ

ゐ

に
、
か
の
銭
う
づ
み
を
き
た
る
所
へ
ぐ
し
て
行
て
、
も
ろ
と
も
に
掘ほ

り

出
し
、
こ
と
〳
〵
く
こ
れ
に
あ
た
へ
に
け

り
。
孫ま

ご

こ
の
銭
の
数か

ず

を
き
ゝ
て
、
わ
が
祖お

や
ぢ父
の
い
ひ
を
け
る
は
三
十
万
銭せ

ん

な
り
。
今
百
三
十
万
と
き
く
は
大
き
に
す
ぎ
た
り
。
え
こ
そ
う

け
ま
じ
け
れ
と
い
へ
ば
、
闞か

ん

敝へ
い

、
い
な
そ
れ
は
第だ

い

五
常じ

や
うど
の
ゝ
病や

ま
ひ
く
る
し
さ
に
、
い
ひ
あ
や
ま
り
給
ふ
な
る
べ
し
。
ま
こ
と
は
百
三
十
万

ぞ
と
て
、
一
銭せ

ん

も
の
こ
さ
ず
あ
た
へ
て
ぞ
の
ぼ
せ
に
け
る
。

　

人
つ
ね
に
義ぎ

を
お
も
く
す
と
い
へ
ど
、
既す

で

に
飢き

寒か
ん

に
の
ぞ
み
ぬ
れ
ば
、
い
さ
ゝ
か
心
を
か
へ
ざ
る
は
ま
れ
也
。
闞
敝
が
妻つ

ま

う
へ
む
と

し
け
る
時
、
あ
づ
か
り
の
銭
に
て
急き

う

を
す
く
ひ
て
、
物
あ
ら
ん
と
き
つ
く
の
ゐ
を
か
ん
と
い
ひ
し
は
、
ひ
が
事
に
は
あ
ら
ず
。
し
か
れ

ど
も
、
妻つ

ま

が
思し

案あ
ん

は
た
れ
も
あ
る
こ
と
な
り
。
闞か

ん

敝へ
い

が
ま
も
り
こ
そ
人
の
お
よ
び
か
た
き
所
に
は
あ
り
け
れ
。
さ
て
此
銭
を
第
五
常
が

三
十
万
と
遺ゆ

い

言ご
ん

せ
し
は
、
三
十
万
の
外
は
闞
敝
に
え
さ
せ
た
く
や
お
も
ひ
け
ん
。
孫ま

ご

辞じ

退た
い

し
て
こ
と
〳
〵
く
は
う
け
ま
じ
き
と
云
し
は

こ
と
は
り
な
れ
ば
、
す
こ
し
は
わ
か
ち
も
残の

こ

す
べ
き
を
、
一
銭せ

ん

を
も
と
ゞ
め
ざ
る
事
、
か
へ
す
〳
〵
い
さ
ぎ
よ
き
心
ざ
し
に
こ
そ
あ
り

け
れ
。

三　

姚よ
う

氏し

　

姚
氏
は
、
呉ご

興こ
う

の
乗

じ
よ
う

公こ
う

済せ
い

と
い
ふ
も
の
ゝ
妻つ

ま

な
り
。
男な

ん

子し

ふ
た
り
ま
ふ
け
て
公
済
は
死し

し
ぬ
。
公こ

う

済せ
い

か
兄あ

に

も
死
し
た
り
。
兄
に
も
男な

ん

子し

ひ
と
り
あ
り
て
母は

ゝ

さ
へ
な
し
。
姚よ

う

氏し

こ
ゝ
ろ
き
よ
く
や
も
め
を
た
て
て
、
わ
が
子
と
夫お

つ
と
の
兄
の
子
と
、
か
は
る
色い

ろ

め
も
な
く
そ
だ
て
あ
げ

て
、
す
で
に
成せ

い

人じ
ん

し
け
れ
ば
、
田で

ん

地ち

を
う
り
て
つ
ゐ
え
と
な
し
て
、
夫お

つ
と
の
兄あ

に

の
子
に
妻つ

ま

を
め
と
ら
せ
、
我
身
と
わ
が
ふ
た
り
の
子
と
は
、

其
家い

へ

を
出
て
、
ち
か
き
あ
た
り
に
宿
か
り
て
ゐ
け
る
と
ぞ
。

　

女
の
心
は
、
わ
た
く
し
が
ち
な
り
。
よ
の
つ
ね
の
女
を
此
姚よ

う

氏し

が
場ば

に
を
き
た
ら
ば
、
さ
い
は
ひ
家い

へ

の
内
は
、
わ
が
ま
ゝ
な
れ
ば
、
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我
子
を
あ
る
じ
め
か
せ
た
く
お
も
ふ
べ
き
を
、
家
の
宗そ

う

領れ
う

な
れ
ば
と
や
。
夫お

つ
と
の
兄あ

に

の
子
に
よ
め
を
と
り
家か

督と
く

と
な
し
。
わ
が
ふ
た
り
の

子
を
は
引
つ
れ
て
、
露
お
し
げ
な
く
そ
の
家
を
出
け
る
事
、
あ
り
が
た
き
こ
ゝ
ろ
ざ
し
な
ら
ず
や
。

四　

駱ら
く

公こ
う

緒し
よ

　

駱
公
緒
は
、
呉ご

の
人
な
り
。
八
歳さ

い

に
な
り
け
る
こ
ろ
、
国こ

く

中ち
う

大
き
に
飢き

饉き
ん

せ
り
。
公こ

う

緒し
よ

う
ち
う
れ
へ
た
る
あ
り
さ
ま
に
て
、
物
を
も
つ

ね
の
や
う
に
は
く
は
ず
。
そ
の
姉あ

ね

こ
れ
を
か
な
し
み
て
、
公
緒
に
ゆ
へ
を
と
へ
ば
、
今
年
は
飢き

饉き
ん

と
や
ら
ん
に
て
、
お
と
な
だ
に
食し

よ
く
た
ら

ず
。
わ
れ
お
さ
な
く
て
食し

よ
く
に
あ
く
べ
き
道だ

う

理り

な
し
。
さ
る
ゆ
へ
に
心
に
ま
か
せ
て
は
食
せ
ず
と
い
ふ
。
姉あ

ね

き
ゝ
て
ふ
か
く
感か

ん

じ
て
、
そ
の

義ぎ

な
ら
ば
と
て
、
わ
が
私

わ
た
く
しの
よ
ね
の
あ
り
し
を
お
ほ
く
公こ

う

緒し
よ

に
と
ら
せ
て
、
人
に
わ
か
ち
あ
た
へ
し
め
た
り
。
公
諸
、
大
き
に
よ
ろ
こ
び

て
、
そ
れ
よ
り
後
は
朝あ

さ

夕ゆ
ふ

の
食し

よ
く
も
つ
ね
の
や
う
に
ぞ
く
ら
ひ
け
る
。
公こ

う

緒し
よ

は
、
父ち

ゝ

は
う
せ
て
母は

ゝ

は
継け

い

母ぼ

と
み
え
た
り
。
継け

い

母ぼ

又
、
公
緒
か

事
に
感か

ん

じ
て
、
後
に
よ
ね
を
そ
の
里さ

と

人
に
ほ
ど
こ
し
け
る
と
そ
。

　

年と
し

お
ひ
あ
は
れ
し
れ
る
人
と
い
へ
ど
、
人
の
食
の
た
ら
ぬ
を
み
て
、
我
く
ひ
物
を
あ
く
ま
で
に
せ
ざ
る
は
ま
れ
也
。
公
緒
わ
づ
か
に

八
歳さ

い

の
小せ

う

児に

に
し
て
、
か
ゝ
る
心
の
つ
き
け
る
事
ま
こ
と
に
不ふ

思し

議ぎ

の
仁じ

ん

者し
や

な
り
か
し
。
さ
れ
は
、
わ
が
朝て

う

に
も
仁に

ん

徳と
く

天
皇
の
供ぐ

御ご

す

へ
り
く
さ
ら
ざ
れ
ば
か
へ
し
め
た
ま
は
ず
。
延え

ん

喜ぎ

の
み
か
ど
一
條で

う
の
い
ん院の
さ
む
き
夜
、
御ぎ

よ

衣い

を
う
す
め
給
ひ
し
御
事
ど
も
、
み
な
ふ
る
き

ふ
み
に
見
え
侍
る
。
か
ら
も
や
ま
と
も
た
か
き
も
い
や
し
き
も
慈じ

悲ひ

の
道ミ

ち

に
は
、
か
ゝ
る
事
こ
そ
あ
る
を
、
今
の
人
、
い
か
で
我
身
は

か
り
を
は
見
る
や
。

五　

劉り
う

凝げ
う

之し

　

劉
凝
之
は
、
宋そ

う

の
衡か

う

陽や
う

王わ
う

の
う
し
ろ
み
な
り
。
一
と
せ
そ
の
所
、
大
き
に
飢き

饉き
ん

す
。
凝げ

う

之し

つ
ね
に
ま
つ
し
か
り
つ
れ
ば
、
王
そ
の
食し

よ
く
の
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た
ら
ざ
ら
む
事
を
し
り
て
、
銭ぜ

に

十
万
を
お
く
ら
れ
け
り
。
凝げ

う

之し

よ
ろ
こ
び
即そ

く

時じ

に
そ
の
ぜ
に
を
も
た
せ
て
市い

ち

に
出
て
、
う
へ
た
る
も
の
を

見
て
、
こ
れ
を
わ
か
ち
あ
た
へ
け
る
ほ
ど
に
、
す
こ
し
の
間
に
銭ぜ

に

つ
き
て
、
わ
が
身
の
貧ひ

ん

は
も
と
の
ご
と
し
。

　

貧ひ
ん

者じ
や

、
物
を
え
て
は
、
ま
つ
わ
か
家い

へ

を
う
る
ほ
し
、
其
あ
ま
り
を
、
人
に
ほ
と
こ
す
べ
し
と
お
も
ふ
は
常つ

ね

な
り
。
我
が
身
を
わ
す
れ

て
こ
と
〳
〵
く
人
に
ほ
ど
こ
す
は
、
平へ

い

人に
ん

の
目め

に
は
愚
痴ぐ

ち

な
る
や
う
な
れ
ど
、
賢け

ん

者し
や

の
心
は
、
か
く
せ
さ
れ
ば
や
す
か
ら
ず
。
天
地
神

明
の
よ
ろ
こ
び
た
ま
ふ
と
こ
ろ
、
又
こ
ゝ
に
あ
り
と
し
る
べ
し
。

六　

楊や
う

震し
ん

　

後ご

漢か
ん

の
楊や

う

震し
ん

は
、
東と

う

莱ら
い

と
云
と
こ
ろ
の
守し

ゆ

護ご

な
り
。
守
護
所
に
行ゆ

く

と
て
昌

し
や
う

邑ゆ
う

と
い
ふ
所
に
と
ま
り
け
れ
ば
、
先
年ね

ん

楊や
う

震し
ん

上か
ミ

へ
申
て
奉ほ

う

公こ
う

に
い
だ
し
、
今い

ま

は
昌

し
や
う

邑ゆ
う

の
奉ぶ

行ぎ
や
うと
な
り
け
る
王わ

う

密み
つ

と
い
ふ
人
、
夜
に
入
て
金き

ん

十
斤き

ん

を
ふ
と
こ
ろ
に
入
来
り
て
、
楊や

う

震し
ん

に
や
り
け
り
。
楊
震
、

よ
ろ
こ
び
ず
し
て
い
は
く
、
我
は
其
方
の
人
の
ほ
ど
を
し
り
た
れ
ど
も
、
其
方
は
我
を
し
ら
ず
。
わ
れ
、
こ
れ
を
よ
ろ
こ
ぶ
べ
き
も
の
と

お
も
ふ
や
。
王わ

う

密み
つ

き
ゝ
て
、
夜
中
な
れ
ば
し
る
も
の
な
し
。
た
ゞ
う
け
さ
せ
た
ま
へ
と
い
ふ
。
楊や

う

震し
ん

う
ち
わ
ら
ひ
て
い
は
く
、
四
の
し
る

も
の
あ
り
。
天
し
り
、
神
し
り
、
我
し
り
、
な
ん
ぢ
し
る
。
い
か
で
し
る
も
の
な
し
と
は
い
ふ
や
。
王わ

う

密み
つ

ふ
か
く
恥は

ぢ

て
金き

ん

を
も
ち
て
に
げ

さ
り
ぬ
。

　

天
と
神
と
の
、
人
の
善ぜ

ん

悪あ
く

を
し
り
た
ま
ふ
に
陰か

げ

ひ
な
た
は
な
し
。
い
か
な
る
納な

ん

戸ど

帳ち
や
う

内だ
い

の
、
人
ゆ
か
ぬ
あ
た
り
に
て
も
、
天
の
御

ま
な
こ
の
か
ゝ
ら
ぬ
所
な
く
、
神
明
の
御
耳み

ゝ

の
い
た
ら
ぬ
方か

た

も
な
し
。
是
は
ま
だ
事
の
あ
ら
き
所
な
り
。
こ
ま
や
か
に
い
は
ゞ
、
人
の

心
に
一
念ね

ん

か
く
と
き
ざ
し
て
、
い
ま
だ
色い

ろ

に
も
形か

た
ち

に
も
あ
ら
は
れ
ぬ
先さ

き

と
い
へ
ど
、
天
地
神
明
し
ろ
し
め
さ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
さ

れ
は
ひ
そ
か
に
悪あ

く

を
す
る
人
、
よ
く
か
く
せ
り
と
お
も
ふ
は
、
狩か

り

場ば

の
雉き

じ

の
か
し
ら
を
草く

さ

に
入
る
が
ご
と
し
。
跡あ

と

よ
り
あ
ら
は
る
ゝ
事

を
し
ら
ず
。
か
つ
、
人
の
心
の
理
は
み
な
同
し
き
が
ゆ
へ
に
、
わ
が
心
に
あ
る
事
、
つ
ゐ
に
人
の
こ
ゝ
ろ
に
う
つ
り
、
さ
と
ら
れ
ず
と
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い
ふ
こ
と
な
し
。
今
、
天
地
神
明
み
な
し
ろ
し
め
し
た
る
う
へ
に
、
楊や

う

震し
ん

と
王わ

う

密み
つ

が
心
に
し
り
た
る
事
を
人
に
し
ら
れ
じ
、
世
に
あ
ら

は
れ
じ
と
お
も
ふ
は
、
き
は
め
て
お
ろ
か
な
ら
ず
や
。
な
を
う
た
が
は
ヽ
、
余よ

所そ

ま
で
も
な
し
。
す
な
は
ち
此
事
に
て
こ
ゝ
ろ
み
よ
。

楊や
う

震し
ん

は
君く

ん

子し

な
り
。
此
事
、
人
に
か
た
る
へ
か
ら
ず
。
王わ

う

密み
つ

は
、
わ
が
身
の
恥は

ぢ

な
れ
ば
、
も
と
よ
り
い
ふ
事
あ
る
べ
か
ら
ず
。
夜
中
、

密み
つ

々〳
〵

の
わ
ざ
な
る
を
、
か
く
書し

よ

に
し
る
し
と
ゞ
め
ら
れ
、
人
の
口
に
つ
た
へ
ら
れ
て
、
千
年
に
あ
ま
る
ま
で
、
そ
の
恥は

ぢ

き
え
ず
。
し
る

も
の
な
き
か
、
あ
る
か
。

七　

雷ら
い

義ぎ

　

雷
義
は
、
漢か

ん

の
鄱は

陽や
う

と
い
ふ
所
の
人
な
り
。
そ
の
所と

こ
ろ
の
事
を
さ
ば
く
役や

く

者し
や

と
な
れ
り
。
あ
る
時
、
死し

罪ざ
い

に
あ
ふ
べ
き
も
の
を
雷ら

い

義ぎ

力ち
か
らを

つ
く
し
て
、
そ
の
罪つ

み

に
あ
ら
ざ
る
事
を
こ
と
は
り
て
、
命い

の
ち
を
た
す
け
た
り
。
罪ざ

い

人
よ
ろ
こ
び
に
た
へ
ず
。
金
二
斤き

ん

を
持ぢ

参さ
ん

し
て
、
礼れ

い

を
い

へ
り
。
雷ら

い

義ぎ

金
を
う
け
ず
。
罪ざ

い

人
、
い
ろ
〳
〵
わ
ぶ
れ
ど
も
、
き
ゝ
も
い
れ
ず
。
力ち

か
ら
な
く
て
雷
義
が
留る

守す

を
う
か
ゞ
ひ
、
彼か

の

金
を
持も

ち

ゆ
き

て
、
ひ
そ
か
に
家い

へ

の
な
げ
し
の
上
に
う
ち
置を

き

て
帰か

へ

り
ぬ
。
更さ

ら
に
し
る
人
な
し
。
後の

ち

数す

年ね
ん

あ
り
て
、
家い

へ

の
や
ね
ふ
き
か
ゆ
る
と
て
、
此
金
を
見

つ
け
た
り
。
雷ら

い

義ぎ

、
か
の
罪ざ

い

人に
ん

の
し
わ
ざ
な
る
事
を
知し

り

て
、
か
へ
し
た
く
思
へ
ど
、
そ
の
頃こ

ろ

は
、
は
や
罪ざ

い

人
は
し
に
て
、
子こ

な
ど
も
な
し

と
聞き

ゝ

け
れ
ば
、
せ
ん
か
た
な
く
て
罪ざ

い

人
の
住す

み

け
る
里さ

と

の
奉ぶ

行ぎ
や
うの
か
た
へ
送お

く

り
け
る
と
ぞ
。

　

賢け
ん

人じ
ん

は
、
人
の
た
め
に
よ
き
事
し
て
、
そ
れ
を
そ
の
人
が
恩お

ん

と
思
ふ
を
き
ら
へ
り
。
雷ら

い

義ぎ

い
か
で
か
金き

ん

を
う
け
ん
。
平へ

い

人に
ん

は
人
の
た

め
に
よ
き
事
し
て
、
そ
の
人
そ
れ
を
恩お

ん

と
お
も
は
ね
ば
、
い
か
る
。
さ
る
心
な
る
が
故ゆ

へ

に
、
物
を
お
く
れ
ば
か
な
ら
ず
う
く
。
し
か
れ

共
う
け
ま
じ
き
物
を
う
く
れ
は
、
天
地
神
明
、
陰か

げ

よ
り
そ
れ
を
と
り
返か

へ

し
た
ま
ふ
事
あ
る
を
し
ら
ず
。
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八　

公こ
う

儀ぎ

休き
う

　

公
儀
休
は
、
魯ろ

国こ
く

の
家か

老ら
う

に
て
、
民た

ミ

を
あ
は
れ
む
心
ふ
か
し
。
あ
る
と
き
、
野や

菜さ
い

を
く
ひ
て
味

あ
ぢ
わ
ひよ
か
り
け
れ
ば
、
此
野や

菜さ
い

い
づ
こ
よ
り

え
た
る
と
下
人
に
と
ひ
し
に
、
家い

へ

の
菜さ

い

園え
ん

に
候
と
こ
た
ふ
。
公こ

う

儀ぎ

休き
う

す
な
は
ち
下し

も

部べ

に
い
ひ
つ
け
て
、
こ
と
〳
〵
く
菜
園
を
ひ
き
す
て
さ

せ
け
り
。
又
あ
る
時
家い

へ

に
て
織お

り

た
り
と
い
ふ
絹き

ぬ

の
よ
き
を
み
て
す
な
は
ち
、
そ
の
織お

り

た
る
女
を
追お

い

出
し
け
り
。
此
両
事
、
何
ゆ
へ
ぞ
と
い

ふ
に
、
た
ゞ
民た

み

と
利り

を
あ
ら
そ
ふ
ま
じ
き
が
た
め
也
。
利り

を
あ
ら
そ
ふ
と
は
、
た
と
へ
ば
野や

菜さ
い

を
つ
く
り
絹け

ん

布ふ

を
お
り
出
す
は
、
百
姓

し
や
う

町ま
ち

人
の
わ
ざ
な
り
。
禄ろ

く

を
と
る
奉ほ

う

公こ
う

人
は
、
禄ろ

く

の
内
を
も
つ
て
百
姓し

や
う

町ま
ち

人
の
手て

ま
へ前
よ
り
是
を
買か

い

と
り
て
用も

ち
ゐ
る
ゆ
へ
に
、
百
姓
町
人
そ
の

利り

を
え
て
世
を
わ
た
る
也
。
し
か
る
に
、
い
ま
禄ろ

く

を
と
る
家い

へ

に
菜さ

い

園え
ん

あ
り
、
機は

た

織お
り

あ
ら
ば
、
百
姓し

や
う

町
人
の
つ
く
り
出
し
、
お
り
出
せ
る

野や

菜さ
い

絹け
ん

布ふ

を
ば
、
た
れ
の
人
か
買か

ふ

べ
き
。
さ
れ
ば
百
姓
町
人
は
利
を
う
し
な
ひ
て
禄
を
と
る
家
は
利
を
か
さ
ぬ
べ
し
。
是
を
民た

み

と
利り

を
あ

ら
そ
ふ
と
い
ふ
な
り
。
公こ

う

儀ぎ

休き
う

の
わ
が
園そ

の

の
菜
を
ひ
き
す
て
さ
せ
、
お
り
姫ひ

め

を
、
を
ひ
出
さ
れ
し
は
、
民た

み

に
お
ゐ
て
は
ま
こ
と
に
ふ
か
き

め
ぐ
み
な
り
。
仁じ

ん

者し
や

に
あ
ら
ず
や
。

　

き
は
め
て
か
ろ
き
官

く
は
ん

人
は
、
家か

園え
ん

織し
よ
く

婦ふ

あ
り
と
も
害が

い

す
く
な
か
る
べ
し
。
そ
の
国
の
大
臣じ

ん

、
こ
れ
を
せ
は
、
一
城じ

や
うの

諸し
よ

士し

み
な
み

な
ら
ひ
て
是
を
す
べ
け
れ
ば
、
民
の
衰す

い

微び

う
た
が
ひ
な
し
。
公
儀
休
は
魯ろ

の
大
臣じ

ん

な
れ
ば
、
か
く
急き

う

に
は
あ
ら
た
め
け
る
也
。
国く

に

の
た

め
家い

へ

の
た
め
大
な
る
善ぜ

ん

行か
う

な
り
。
を
よ
そ
人
の
た
め
に
よ
き
こ
と
す
る
に
、
小
あ
り
大
あ
り
、
人
の
か
み
に
た
ち
、
人
の
か
し
ら
と
な

る
人
は
、
一
人
の
し
わ
ざ
に
て
万
人
の
よ
ろ
こ
び
を
な
す
や
う
に
と
は
か
る
也
。
此
公
儀
休
が
事
の
ご
と
し
。
こ
れ
大
な
り
。
下
に
居ゐ

て
身
い
や
し
き
は
、
一
人
た
が
ひ
に
一
人
の
た
め
、
よ
き
事
を
す
る
。
こ
れ
小
な
り
。
そ
の
内
、
橋は

し

お
ち
た
る
里さ

と

の
人
、
か
り
に
橋は

し

つ

く
り
な
ど
し
、
米
う
る
も
の
飢き

饉き
ん

に
あ
ひ
て
、
あ
た
ひ
を
む
さ
ぼ
ら
さ
る
の
た
ぐ
ひ
は
、
小
の
中
の
大
な
る
べ
し
。
小
だ
に
、
か
な
ら

ず
天
の
め
く
み
に
あ
ふ
。
い
は
ん
や
大
を
や
。
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九　

駙ふ

馬ば

共け
う

　

駙
馬
共
は
、
荊け

い

の
国く

に

の
士

さ
む
ら
いな
り
し
が
、
巴は

と
い
ふ
国
へ
使つ

か
ひ
に
ゆ
く
と
て
、
道ミ

ち

に
て
鴆ち

ん

を
に
な
ひ
て
過す

ぐ

る
も
の
を
見
る
。
鴆ち

ん

は
大
毒ど

く

の
鳥と

り

な
り
。
そ
の
羽は

ね

お
ち
か
ゝ
り
て
も
、
人
わ
づ
ら
ひ
或
は
死
す
。
駙ふ

馬ば

共け
う

ま
て
是
は
何
の
た
め
に
、
い
づ
か
た
へ
も
ち
ゆ
く
ぞ
と
と
へ
ば
、

人
に
毒ど

く

か
ふ
も
の
に
、
う
ら
ん
た
め
な
り
と
い
ふ
。
駙
馬
共
き
ゝ
て
、
か
れ
此
物
を
売う

り

め
ぐ
り
て
、
お
ほ
く
の
人
を
そ
こ
な
は
ん
事
を
か

な
し
と
思
ひ
け
れ
ば
、
そ
の
鴆ち

ん

こ
と
〳
〵
く
我
か
は
ん
と
い
ひ
て
、
も
ち
た
る
金き

ん

の
こ
ら
ず
鴆ち

ん

の
ぬ
し
に
あ
た
へ
け
れ
ど
も
、
な
を
直あ

た
い
に

た
ら
ず
と
い
ふ
。
駙ふ

馬ば

共け
う

そ
の
乗の

り

た
る
馬
車く

る
まま
で
と
ら
せ
て
鴆
を
買か

い

え
て
、
す
な
は
ち
、
そ
こ
な
る
江え

の
水
の
そ
こ
に
ふ
か
く
し
づ
め
て

さ
り
ぬ
。

　

毒ど
く

を
う
り
て
人
を
殺こ

ろ

さ
ん
と
す
る
も
の
あ
り
。
是
を
と
り
か
へ
し
て
人
を
こ
ろ
さ
せ
じ
と
す
る
も
の
あ
り
。
此
善ぜ

ん

悪あ
く

の
む
く
ひ
、
い

か
で
わ
か
れ
ざ
ら
む
。
さ
れ
は
市い

ち

町ま
ち

に
て
物
を
あ
き
な
ふ
も
、
こ
れ
人
の
た
め
に
よ
き
か
、
あ
し
き
か
を
は
か
り
て
、
お
な
じ
く
は
人

に
益ゑ

き

あ
り
て
害が

い

な
き
物
を
あ
き
な
ふ
べ
し
。
利り

お
ほ
く
え
ん
事
を
の
み
お
も
ひ
て
、
人
に
害が

い

あ
る
物
を
あ
き
な
ふ
は
、
是
、
こ
の
鴆ち

ん

を

う
る
の
た
ぐ
ひ
な
り
。
終つ

ゐ

に
は
必
わ
ざ
は
ひ
を
う
く
べ
し
。
お
ど
り
子
を
あ
つ
め
男な

ん

女ぢ
よ

色し
よ
くを

う
る
は
、
い
ふ
に
や
を
よ
ぶ
。
博ば

く

奕え
き

の
具ぐ

を
つ
く
り
、
淫い

ん
ら
ん乱

の
さ
う
し
を
開か

い
は
ん板

し
、
子
お
ろ
し
の
薬く

す
り

を
う
る
の
た
ぐ
ひ
、
み
な
人
に
害が

い

あ
る
物
を
あ
き
な
ふ
な
り
。
む
か
し
、
も

ろ
こ
し
、
宋そ

う

の
世
に
白は

く

牡ぼ

丹た
ん

と
い
ふ
女
あ
り
て
、
子
を
お
ろ
す
く
す
り
を
う
り
し
が
、
後
に
身
腫は

れ

く
さ
り
て
死し

ゝ

た
る
事
、
ふ
る
き
ふ
み

に
も
見
え
た
り
。

十　

王わ
う

旦た
ん

　

王わ
う

文ふ
ん

正せ
い

公こ
う

、
名
ハ
旦た

ん

、
宋そ

う

の
大
臣じ

ん

な
り
。
つ
ね
に
其
い
か
れ
る
顔か

ほ

を
見
た
る
人
な
し
。
召
つ
か
ひ
の
も
の
ゝ
あ
や
ま
ち
、
お
ほ
や
う
は

し
ら
ぬ
躰て

い

に
も
て
な
さ
れ
け
り
。
あ
る
時
、
饌ぜ

ん

を
す
ゆ
る
も
の
、
肉に

く

の
あ
つ
も
の
ゝ
中
へ
、
あ
や
ま
り
て
塵ち

り

を
入
た
り
け
れ
ば
、
王わ

う

旦た
ん

こ



『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
六
輯

　
令
和
二
年
三
月

348

れ
を
見
て
、
た
ゞ
飯い

ゐ

の
み
く
ひ
て
、
あ
つ
も
の
を
く
は
れ
ず
。
人
〳
〵
い
か
で
あ
つ
も
の
を
ば
ま
い
ら
ぬ
ぞ
と
と
へ
は
、
今
日
は
肉
を
く

ふ
事
を
こ
の
ま
ず
と
の
み
い
ひ
て
、
や
ま
れ
ぬ
。
又
あ
る
時
、
飯い

ゐ

に
墨す

み

の
つ
き
た
る
を
す
へ
た
り
け
れ
ば
、
今
日
、
飯い

ゐ

す
ゝ
ま
ず
、
粥か

ゆ

を

煮に

て
出
す
べ
し
と
い
ひ
て
、
飯
の
墨す

み

に
け
が
れ
た
る
事
を
ば
い
は
れ
ず
。
又
、
王
旦
の
子
た
ち
飯
を
く
ふ
時
、
肉に

く

た
ら
ず
。
こ
れ
膳ぜ

ん

部ぶ

が

私わ
た
く
しす
る
と
見
え
た
り
と
い
ひ
て
、
お
の
〳
〵
腹は

ら

た
て
け
る
を
聞
て
、
王わ

う

旦た
ん

、
ま
て
な
ん
ぢ
ら
一
た
び
に
い
か
ほ
ど
の
肉
を
つ
く
す
や
と
、

と
は
れ
け
れ
バ
、
一
斤き

ん

を
食し

よ
く
す
る
な
り
と
こ
た
ふ
。
王
旦
、
さ
ら
ば
今
よ
り
は
一
斤
半
に
せ
よ
と
な
ん
い
ひ
て
、
膳ぜ

ん

部ぶ

に
は
と
ふ
事
な
し
。

　

主し
ゆ

人
と
し
て
下
人
の
ひ
が
事
を
せ
む
る
は
、
こ
ゝ
ろ
よ
き
物
な
り
。
下
人
と
な
り
て
其
せ
め
に
あ
た
る
は
く
る
し
。
下
人
の
心
を
も

つ
て
わ
が
心
と
な
し
て
用よ

う

捨し
や

す
べ
し
。
た
と
ひ
罪つ

み

あ
り
と
も
、
う
た
が
は
し
く
、
か
く
れ
た
る
罪つ

み

か
其
身
に
お
ぼ
え
な
き
あ
や
ま
ち
な

ら
ば
、
必
し
も
と
が
め
あ
ら
は
さ
ざ
れ
。
王
旦
を
も
つ
て
師し

と
す
べ
し
。
慈じ

悲ひ

ふ
か
き
人
の
下
人
は
、
つ
ね
は
人
に
か
は
ら
ね
ど
難な

ん

儀ぎ

に
の
ぞ
み
て
は
、
そ
の
主し

う

の
死し

に
か
は
る
も
お
ほ
し
。
慈じ

悲ひ

は
人
の
た
め
な
ら
ず
。
み
な
わ
が
身
の
た
す
け
な
り
。

十
一　

張
ち
や
う

斉せ
い

賢け
ん

　

張
斉
賢
も
大
臣じ

ん

な
り
し
が
、
初は

じ
め
に
小
身
な
り
し
時
、
召め

し

つ
か
ひ
の
お
の
こ
、
斉せ

い

賢け
ん

の
家
に
賓ひ

ん

客か
く

あ
り
け
る
時
、
銀ぎ

ん

に
て
つ
く
れ
る
器

う
つ
は
も
の

を
ぬ
す
め
り
。
斉せ

い

賢け
ん

、
物
の
ひ
ま
よ
り
是
を
見
ら
れ
け
れ
ど
、
色い

ろ

に
も
口く

ち

に
も
出
さ
れ
ず
。
年
へ
て
大
臣
と
な
ら
れ
し
こ
ろ
、
旧き

う

功こ
う

の
下

人
ど
も
み
な
取
立
ら
れ
し
に
、
か
の
銀ぎ

ん

器き

ぬ
す
め
る
お
の
こ
は
か
り
、
も
と
の
ま
ゝ
也
。
此
お
の
こ
、
あ
る
時
、
斉
賢
の
そ
ば
ち
か
く
ま

い
り
て
泪な

ミ
だ
を
な
が
し
、
我
ひ
と
り
取
立
ら
れ
ま
い
ら
せ
ざ
る
こ
と
を
恨う

ら
み
け
れ
ば
、
斉
賢
、
さ
れ
ば
よ
汝な

ん
ぢ
む
か
し
わ
が
銀き

ん
き器
ぬ
す
み
し
こ
と

あ
り
。
我
、
三
十
年
是
を
あ
ら
は
さ
ず
。
今
、
我
天
下
の
大
臣じ

ん

と
し
て
き
よ
き
を
あ
げ
に
ご
れ
る
を
し
り
ぞ
く
。
い
か
で
汝な

ん
ぢ
を
と
り
あ
げ

ん
。
さ
れ
ど
汝
わ
れ
に
つ
か
ふ
る
こ
と
久
し
け
れ
ば
、
是
を
え
さ
す
る
也
。
い
づ
方か

た

へ
も
持も

ち

行ゆ
き

て
心
や
す
く
居ゐ

候
へ
と
て
、
銭ぜ

に

千せ
ん

貫く
は
んを
ぞ

と
ら
さ
れ
け
る
。
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下
人
の
わ
が
財
宝
を
ぬ
す
み
た
る
を
し
り
て
、
三
十
年
そ
れ
を
あ
ら
は
さ
ず
、
か
れ
が
う
ら
む
る
事
あ
る
に
よ
り
て
、
是ぜ

非ひ

な
く
そ

の
実じ

つ

を
い
ひ
あ
ら
は
さ
れ
け
れ
ど
、
か
へ
り
て
物
お
ほ
く
た
び
て
家い

へ

を
出
さ
れ
し
は
、
誠ま

こ
と

に
ふ
か
き
仁じ

ん

愛あ
い

な
ら
ず
や
。
か
ゝ
る
心
の
人

い
か
で
高か

う

官く
は
んに

い
た
ら
れ
ざ
ら
ん
。

十
二　

王わ
う

商
し
や
う

　

明ミ
ん

の
代よ

の
正せ

い

徳と
く

年
中
に
王わ

う

氏し

の
あ
き
人
あ
り
。
徽き

州し
う

と
い
ふ
所
の
も
の
な
り
し
が
、
つ
ね
ハ
蘇そ

州し
う

と
い
ふ
と
こ
ろ
に
か
よ
ひ
て
あ
き
な

ひ
し
け
り
。
是
が
親し

ん

類る
い

の
内
に
、
名め

い

誉よ

の
相さ

う

人に
ん

あ
り
。
あ
る
時
、
王
氏
を
見
て
、
う
ち
驚お

ど
ろ
き
汝
今
年
の
内
に
難な

ん

に
あ
ふ
て
死し

す
べ
し
と
い

ふ
。
王
氏
、
よ
く
こ
の
相
人
の
人
を
相
し
て
、
い
さ
ゝ
か
も
た
が
ハ
さ
る
事
を
し
り
た
り
け
れ
ハ
、
露
う
た
が
ハ
す
。
さ
ら
バ
、
身
の
し

ま
ひ
を
こ
そ
せ
め
と
て
、
蘇そ

州
に
ゆ
き
て
財ざ

い

宝ほ
う

と
り
お
さ
め
て
、
徽き

州
に
帰か

へ
り
け
る
に
折
ふ
し
さ
ミ
だ
れ
の
頃こ

ろ

に
て
、
川か

ハ

に
水
出
て
、
こ
し

が
た
け
れ
バ
、
旅た

び

屋や

に
つ
れ
〳
〵
と
日
を
く
ら
し
て
、
多
か
た
川
の
ほ
と
り
に
立
出
て
な
が
め
居ゐ

け
る
に
、
わ
か
き
女
房ば

う

の
子
を
い
だ
き

た
る
が
、
い
つ
こ
よ
り
と
も
な
く
川
の
ほ
と
り
に
来き

た
り
て
た
ゝ
ず
み
ゐ
け
る
が
、
や
が
て
身
を
な
げ
け
り
。
王
氏
お
ど
ろ
き
て
折
し
も
其
わ

た
り
に
、
す
な
ど
り
の
舟ふ

ね

お
ほ
か
り
け
れ
ば
、
か
れ
た
す
け
た
ら
バ
二
十
金
を
あ
た
へ
ん
と
よ
ば
ふ
。
す
な
ど
り
ど
も
、
是
を
き
ゝ
て
、

い
そ
ぎ
て
舟ふ

ね

を
よ
せ
て
引ひ

き

あ
げ
ゝ
る
ほ
ど
に
母ぼ

子し

と
も
に
す
く
ひ
え
て
け
り
。
王
氏
、
す
な
は
ち
、
す
な
ど
り
ど
も
に
金
を
あ
た
へ
ぬ
。

さ
て
女
に
事
の
や
う
を
と
へ
バ
、
き
ハ
め
て
貧ま

づ

し
き
家い

へ

の
妻つ

ま

な
る
が
、
夫お

つ
と
ひ
と
つ
の
豕い

の
こ
を
飼か

ひ

て
人
に
う
ら
ん
と
云
を
、
夫お

つ
と
の
る
す
の
内
に

か
ハ
ん
と
云
人
あ
り
て
、
う
り
た
れ
バ
、
そ
の
か
ハ
り
に
せ
が
ね
也
。
夫
か
へ
り
て
是
を
見
バ
、
い
か
バ
か
り
、
い
か
り
て
打う

ち

た
ゝ
か
む
。

今
は
こ
れ
ま
て
也
。
死し

す
べ
し
と
思
ひ
た
ち
て
、
身
を
な
げ
候
と
い
へ
ハ
、
王
氏
、
い
よ
〳
〵
あ
は
れ
に
お
も
ひ
、
銭ぜ

に

お
ほ
く
と
ら
せ
て
、

其そ
の

家い
へ

に
か
へ
し
ぬ
。
か
れ
か
夫お

つ
と
こ
の
あ
り
さ
ま
を
く
ハ
し
く
聞き

ゝ

て
、
王
氏
に
一
礼れ

い

い
は
ん
と
て
、
妻つ

ま

と
も
ろ
と
も
に
王
氏
か
旅り

よ

宿し
ゆ
くに
ゆ
き

け
る
に
、
夜
も
す
こ
し
う
ち
ふ
け
ゝ
れ
バ
、
王
氏
は
、
は
や
い
ね
け
り
。
戸と

た
ゝ
き
て
、
ひ
る
御
た
す
け
候
つ
る
女
な
り
と
い
は
せ
け
れ
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ば
、
王
氏
き
ゝ
て
聲こ

ゑ

を
は
げ
し
く
し
て
、
わ
か
き
女
の
夜
に
入
て
、
み
だ
り
に
人
の
も
と
へ
く
る
事
や
あ
る
。
あ
ハ
で
か
な
は
ぬ
事
あ
ら

バ
、
夜
あ
け
て
夫ふ

う

婦ふ

も
ろ
と
も
に
、
き
た
れ
と
い
ひ
て
、
起お

き

も
あ
が
ら
さ
り
し
が
、
夫お

つ
と
の
聲こ

ゑ

に
て
、
夫ふ

う

婦ふ

こ
れ
に
候
、
対た

い

面め
ん

た
ま
は
り
た

く
こ
そ
、
と
い
へ
バ
、
王
氏
、
む
つ
か
し
け
れ
ど
、
し
ゐ
て
起お

こ
せ
て
戸と

を
ひ
ら
き
出
た
る
に
、
た
ゞ
い
ま
ま
で
ふ
し
た
る
所
お
び
た
ゝ
し
く

な
り
ひ
ゞ
き
ぬ
。
王
氏
、
か
へ
り
み
れ
ば
、
瓦か

ハ
ら
を
ぬ
り
こ
め
た
る
壁か

べ

の
き
ハ
め
て
あ
つ
き
が
、
長な

が

雨あ
め

に
か
た
ぶ
き
く
づ
れ
て
、
王
氏
が
い

ね
た
り
し
床と

こ

を
土つ

ち

に
ふ
か
く
打
う
づ
ミ
ぬ
。
も
し
此
も
の
夫ふ

う

婦ふ

き
た
り
て
対た

い

面め
ん

を
と
ハ
ず
ハ
、
王
氏
い
か
で
死
を
の
が
れ
ん
。
さ
て
王
氏
、

故こ

郷き
や
うに
帰か

へ

り
、
か
の
親し

ん

類る
い

の
相さ

う

人
に
あ
ひ
け
れ
バ
、
相
人
、
又
お
ど
ろ
き
て
、
汝な

ん
ぢ
の
面お

も
て
の
紋も

ん

か
ハ
り
た
り
。
齢よ

は
ひ
も
の
び
さ
い
は
ひ
を
も
う

く
べ
し
。
何
事
の
善ぜ

ん

根ご
ん

を
か
な
し
つ
る
と
と
へ
ハ
、
王
氏
あ
り
し
さ
ま
を
ぞ
語か

た

り
に
け
る
。
王
氏
、
そ
れ
よ
り
家
さ
か
へ
、
十
一
人
の
子

を
も
ち
て
、
年
九
十
六
に
し
て
、
お
ハ
り
け
る
と
ぞ
。

　

天
、
か
な
ら
ず
人
の
善ぜ

ん

根ご
ん

に
む
く
ひ
給
ふ
と
い
ふ
を
聞き

ゝ

て
は
、
お
ぼ
つ
か
な
く
お
も
ふ
人
も
あ
れ
ど
、
此
王
氏
が
大
難な

ん

を
の
が
れ
、

其
悪あ

く

相さ
う

さ
へ
あ
ら
た
ま
り
て
、
さ
い
は
ひ
お
ほ
か
り
し
事
を
見
れ
ば
、
う
た
が
ふ
べ
き
や
う
ハ
あ
ら
ず
。
さ
れ
ハ
旅り

よ

宿し
ゆ
くに

て
必ひ

つ

定ぢ
や
うい

ね

な
が
ら
死
す
べ
き
王
氏
が
身
を
、
か
の
夫ふ

う

婦ふ

か
口く

ち

を
天
の
か
ら
せ
給
ひ
て
、
ひ
た
す
ら
ひ
き
出
し
て
た
す
け
さ
せ
た
ま
ふ
ハ
、
人
の
し

わ
ざ
の
及お

よ
ぶ

べ
き
所
な
ら
む
や
。
こ
れ
、
お
ぼ
つ
か
な
く
思
ふ
ハ
、
ふ
か
き
ま
ど
ひ
な
り
。

十
三　

竇と
う

禹う

鈞き
ん

　

禹う

鈞き
ん

は
、
范は

ん

陽や
う

と
い
ふ
と
こ
ろ
の
人
に
て
、
種し

ゆ

々〳
〵

善ぜ
ん

行か
う

お
ほ
し
。
中
に
も
其
家い

へ

の
南ミ

な
ミ
に
あ
た
り
て
学が

く

問も
ん

所じ
よ

を
ひ
ろ
く
た
て
ゝ
書し

よ

籍じ
や
く

数す

千
巻く

ハ
んを
と
ゝ
の
へ
置
。
学
文
ひ
ろ
く
行か

う

跡せ
き

よ
き
人
を
請し

や
う
じ
て
師し

と
し
て
、
学が

く

に
こ
ゝ
ろ
ざ
し
あ
れ
ど
も
す
る
に
た
よ
り
な
き
人
を
、
こ
と

〳
〵
く
ま
ね
き
あ
つ
め
、
や
し
な
ひ
置
て
、
つ
と
め
さ
せ
け
り
。
是
に
よ
り
て
よ
き
学が

く

者し
や

お
ほ
く
こ
の
人
の
家
よ
り
出
た
り
。

　

一
家か

一
郷き

や
うの
困こ

ん

窮き
う

を
す
く
ふ
も
、
誠ま

こ
と
に
善ぜ

ん

行か
う

な
ら
ざ
る
に
ハ
あ
ら
ず
。
さ
れ
ど
も
事
す
こ
し
き
な
り
。
学が

く

者し
ゃ

の
よ
き
は
天
下
の
政

ま
つ
り
ご
と
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を
た
す
け
、
国こ

く

土ど

を
安あ

ん

穏お
ん

に
な
せ
ば
、
禹う

鈞き
ん

が
学
者
を
や
し
な
ひ
し
は
、
そ
の
善ぜ

ん

も
つ
と
も
大
な
り
。

十
四　

瞿く

嗣し

興こ
う

　

嗣し

興こ
う

は
、
常

し
や
う

熟じ
ゆ
くと
い
ふ
と
こ
ろ
に
て
、
米
な
ど
う
り
て
世
を
わ
た
り
し
人
と
見
え
た
り
。
そ
の
心
き
は
め
て
慈じ

悲ひ

な
り
。
飢き

饉き
ん

の
年
、

あ
さ
ま
し
げ
な
る
も
の
銭ぜ

に

五
百
文
も
ち
来
て
米
を
か
ひ
け
り
。
嗣し

興こ
う

、
そ
の
銭ぜ

に

を
う
け
と
り
て
箱は

こ

に
お
さ
め
て
し
ば
し
し
て
米
を
壱
貫

く
ハ
ん

文
が
分ふ

ん

え
さ
せ
て
、
五
百
文
を
壱
貫
文
と
お
ぼ
へ
ち
が
へ
た
る
さ
ま
に
も
て
な
し
て
か
へ
し
ぬ
。
又
、
ま
づ
し
く
て
あ
さ
夕
け
ふ
り
を
た

て
か
ぬ
る
家い

へ

あ
り
て
、
物
を
あ
た
へ
た
く
思
ふ
時
ハ
、
そ
の
家い

へ

の
前ま

へ

を
過す

ぐ

る
つ
ゐ
で
に
窓ま

ど

よ
り
銭
を
な
げ
入
て
、
た
れ
が
し
わ
ざ
と
も
し

ら
れ
ざ
る
や
う
に
ぞ
し
け
る
。
さ
れ
バ
家
は
い
よ
〳
〵
と
み
て
、
年
八
十
四
に
て
お
は
り
ぬ
と
な
ん
。

　

前ま
へ

に
も
論ろ

ん

ず
る
ご
と
く
、
賢け

ん

者し
や

ハ
人
に
わ
が
恩お

ん

を
し
ら
る
ゝ
事
を
よ
ろ
こ
び
ざ
れ
バ
、
か
く
は
か
ら
ふ
事
に
こ
そ
。
こ
れ
ま
こ
と
の

陰い
ん

徳と
く

に
し
て
、
天
地
神
明
の
め
で
さ
せ
給
ふ
所
な
り
。

十
五　

馮ふ

俊
し
ゆ
ん

　

此
人
、
在ざ

い

所し
よ

よ
り
京
へ
の
ぼ
る
と
て
百
金き

ん

ば
か
り
に
て
土ど

産さ
ん

を
か
い
と
ゝ
の
へ
て
持も

ち

ゆ
き
、
京
に
て
売う

り

て
在ざ

い

京
の
つ
い
え
と
せ
ん
と
思

ひ
け
る
が
、
道ミ

ち

に
て
そ
の
う
り
物
を
こ
と
〳
〵
く
か
は
ん
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
馮ふ

俊し
ゆ
んや
が
て
売う

り

て
銀ぎ

ん

を
う
け
と
り
た
り
。
さ
て
よ
く
此
銀

を
見
れ
ハ
、
ミ
な
に
せ
銀
な
り
。
銀
の
ぬ
し
は
、
は
や
と
く
に
げ
さ
り
て
行
か
た
し
ら
ず
。
馮
俊
、
す
べ
き
や
う
な
く
て
、
せ
め
て
是
に

て
人
を
あ
や
ま
ら
じ
と
て
、
そ
の
銀
こ
と
〳
〵
く
川
へ
な
け
入
て
ぞ
、
京
へ
ハ
上
り
に
け
る
。
在ざ

い

京
の
料り

や
う
い
か
ば
か
り
と
ぼ
し
か
り
け
ん
。

し
か
れ
ど
も
、
其
人
よ
か
り
け
れ
ば
、
終つ

ゐ

に
上か

ミ

に
つ
か
へ
て
都と

御ぎ
よ

史し

と
い
ふ
官く

は
ん
に
ぞ
あ
げ
ら
れ
け
る
。
そ
の
時
、
馮ふ

俊し
ゆ
んが
手て

下し
た

に
つ
き
け

る
官

く
は
ん

人
の
な
に
が
し
、
墨す

ミ

を
四
挺て

う

も
ち
来
て
、
馮
俊
に
や
り
け
り
。
馮
俊
す
な
は
ち
硯す

ゞ
り
に
す
り
て
見
け
れ
バ
、
う
へ
は
墨
の
や
う
に
つ
く
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り
て
実じ

つ

は
金き

ん

な
り
。
馮
俊
、
そ
の
ま
い
な
ゐ
な
る
事
を
し
り
て
、
い
か
り
て
是
を
な
げ
て
、
も
ち
来
れ
る
人
の
面お

も
て
に
う
ち
あ
て
ゝ
か
へ
し

け
る
と
な
む
。

　

あ
し
き
金
銀
を
人
よ
り
え
て
急き

う

に
捨す

て

ざ
る
も
の
ハ
又
人
を
あ
ざ
む
か
ん
と
す
る
な
り
。
そ
の
心
も
つ
と
も
い
や
し
。
馮ふ

俊し
ゆ
んが

時
を
う

つ
さ
ず
川
に
す
て
た
る
ハ
い
さ
ぎ
よ
し
。
又
、
外
の
目
を
し
の
び
て
、
わ
が
頼た

の

む
へ
き
事
あ
る
人
に
ま
ゐ
な
ふ
は
つ
た
な
し
。
し
か
れ

ど
も
、
そ
れ
を
う
く
る
人
は
お
ほ
く
て
、
か
へ
す
人
は
す
く
な
し
。
馮
俊
、
大
に
い
か
り
て
う
け
ず
、
又
、
い
さ
ぎ
よ
し
。
上か

ミ

に
つ
か

へ
て
義き

官く
は
んと

な
る
。
是
、
清せ

い

廉れ
ん

の
報ほ

う

応お
う

な
ら
じ
や
。

十
六　

呉ご

舟し
う

師し

　

舟し
う

師し

は
、
余よ

于う

と
い
ふ
所
の
ふ
な
人
に
て
、
氏う

ぢ

を
呉ご

と
い
ひ
し
も
の
な
り
。
他た

国こ
く

の
あ
き
人
か
れ
が
船ふ

ね

を
う
り
て
、
余よ

于う

よ
り
瑞ず

い

洪こ
う

と

い
ふ
と
こ
ろ
に
わ
た
り
て
、
舟
よ
り
あ
が
る
と
て
、
金
の
入
た
る
袋ふ

く
ろ
ひ
と
つ
を
船せ

ん

中ち
う

に
お
と
し
置
た
り
。
呉ご

、
こ
れ
を
見
て
、
あ
き
人
に

返
し
た
く
お
も
ひ
、
わ
が
子
の
舟ふ

ね

に
あ
り
け
る
に
も
ふ
か
く
か
く
し
て
、
あ
き
人
の
も
と
め
に
来
る
を
ぞ
待
け
る
。
子
ハ
是
を
バ
し
ら
で
、

は
や
く
船ふ

ね

を
出
し
て
余よ

于う

へ
帰
ら
ん
と
い
ふ
を
、
呉ご

と
や
か
く
と
い
ひ
の
べ
て
時
を
う
つ
し
け
る
内
に
、
あ
ん
の
ご
と
く
、
あ
き
人
来
り

て
金
を
た
づ
ぬ
。
呉ご

、
よ
ろ
こ
ひ
て
金
の
袋ふ

く
ろ
を
あ
き
人
に
返か

へ

し
あ
た
へ
ぬ
。
あ
き
人
、
う
れ
し
さ
の
あ
ま
り
金
を
な
か
ば
わ
き
て
呉
に
あ

た
へ
け
れ
ど
も
、
い
さ
ゝ
か
う
け
ず
。
あ
き
人
泪な

ミ
だを
な
が
し
て
呉
を
拝は

い

し
て
さ
り
ぬ
。
呉
が
子
は
ら
を
た
て
ゝ
を
の
づ
か
ら
来
り
て
手て

に

い
る
宝た

か
ら
を
と
り
た
ま
ハ
ざ
る
事
や
候
べ
き
と
い
へ
ば
、
父
う
ち
わ
ら
ひ
て
、
わ
れ
親お

や
こ子
ひ
め
も
す
船ふ

ね

に
さ
ほ
さ
し
て
た
に
え
が
た
き
た
か

ら
な
る
を
、
何
の
苦く

労ら
う

も
な
く
て
お
ほ
く
え
て
、
い
か
で
安あ

ん

穏お
ん

な
る
べ
き
と
い
へ
り
。
そ
の
ゝ
ち
程ほ

ど

な
く
家い

へ

と
み
け
る
と
そ
。

　

平へ
い

人に
ん

は
、
え
ま
じ
く
し
て
不ふ

慮り
よ

に
う
る
宝た

か
ら

を
よ
ろ
こ
ぶ
。
君く

ん

子し

ハ
こ
れ
を
よ
ろ
こ
ひ
ず
。
た
ゞ
う
べ
き
道ミ

ち

あ
り
て
う
る
た
か
ら
を
の

ミ
悦よ

ろ
こ

ぶ
。
い
か
に
と
な
れ
バ
え
ま
じ
く
し
て
幸

さ
い
わ
ひに

う
る
財た

か
ら

に
ハ
、
か
な
ら
ず
わ
ざ
は
ひ
が
し
た
が
ひ
来
る
物
な
れ
バ
な
り
。
わ
ざ
ハ
ひ
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し
た
が
ふ
物
と
ハ
か
つ
し
り
な
が
ら
、
先ま

づ

よ
ろ
こ
ぶ
は
平
人
の
常

じ
や
う

心し
ん

な
る
を
、
此
呉
氏
船ふ

な

子こ

の
身
と
し
て
か
く
め
て
た
き
心
ざ
し
、
誠

に
い
ひ
や
ら
ん
か
た
な
し
。
あ
な
が
ち
に
財た

か
ら

を
む
さ
ぼ
る
人
、
呉
氏
が
こ
と
ば
を
か
へ
り
み
る
也
。

十
七　

章
し
や
う

氏し
が

妻つ
ま

　

昌
し
や
う

化く
ハ

と
云
と
こ
ろ
に
章

し
や
う

氏し
が

兄き
や
う

弟だ
い

あ
り
。
兄
弟
と
も
に
子
な
し
。
よ
り
て
兄あ

に

は
同ど

う

姓せ
い

の
子
を
や
し
な
ひ
て
、
わ
が
子
と
な
し
て
そ
だ
て

け
る
所
に
、
い
く
ほ
ど
な
く
実じ

つ

子し

い
で
き
け
り
。
弟お

と
ゝ
よ
ろ
こ
び
て
、
兄
す
で
に
子
も
ち
た
ま
へ
り
。
我
に
は
猶な

を

子こ

な
し
。
此
上
は
や
し
な

ひ
給
へ
る
子
を
ば
わ
れ
に
た
ま
は
れ
と
な
ん
い
ふ
。
兄
、
わ
が
妻つ

ま

に
だ
ん
か
う
す
。
妻
が
い
は
く
、
子
な
く
て
是
を
や
し
な
ひ
、
子
を
え

て
是
を
す
て
ハ
、
人
の
道ミ

ち

な
ら
ん
や
、
お
も
ひ
も
よ
ら
ず
と
ぞ
い
へ
る
。
弟お

と
ゝ
し
ゐ
て
こ
ひ
け
り
。
兄あ

に

が
妻つ

ま

し
か
ら
バ
我
う
ミ
た
る
子
を
ま

い
ら
せ
ん
と
い
ふ
。
弟お

と
ゝ
き
ゝ
て
、
い
と
め
づ
ら
し
く
持も

ち

た
ま
へ
る
子
を
、
い
か
で
か
ハ
う
け
ん
。
た
ゞ
や
し
な
ひ
た
ま
へ
る
子
を
我
に
給

へ
と
せ
む
。
兄
の
妻
、
終つ

ゐ

に
き
か
ず
。
我
う
ミ
た
る
子
を
や
り
て
、
我
は
は
じ
め
よ
り
や
し
な
ひ
置
し
を
ぞ
子
と
し
け
る
。
養や

う

子し

の
名
は

栩く

と
い
ひ
、
実じ

つ

子し

を
ハ
詡き

よ

と
そ
い
ひ
け
る
。
詡き

よ

ハ
は
た
し
て
叔お

父ぢ

が
子
と
な
り
ぬ
。

　

子
な
く
て
養や

う

子し

し
て
、
子
い
で
き
て
そ
の
養
子
を
う
と
む
人
世
に
お
ほ
し
。
こ
れ
仁じ

ん

も
な
く
義ぎ

も
な
し
。
父ち

ゝ

は
お
ほ
や
う
さ
も
な
け

れ
ど
も
、
母は

ゝ

き
ハ
め
て
わ
が
産う

ミ

た
る
子
を
愛あ

い

す
る
ゆ
へ
に
、
父
も
終つ

ゐ

に
ハ
心
ひ
か
る
。
し
か
る
に
章

し
や
う

氏し

が
妻つ

ま

時
す
ぎ
て
一
子
を
ま
ふ
け
、

い
か
ば
か
り
め
づ
ら
し
く
い
と
お
し
か
る
べ
き
に
、
夫お

つ
と

の
弟
の
か
た
へ
う
ち
や
り
て
、
我
は
養や

う

子し

を
愛あ

い

し
て
は
じ
め
お
は
り
か
ハ
ら
ざ

り
し
は
、
あ
り
が
た
き
義ぎ

婦ふ

な
ら
ず
や
。
も
つ
と
も
善ぜ

ん

行か
う

と
い
ふ
べ
し
。

十
八　

羅ら

夫ふ

人じ
ん

　

羅
夫
人
は
、
官

く
は
ん

人
楊や

う

東と
う

山
と
い
ひ
し
人
の
母は

ゝ

な
り
。
年
七
十
に
あ
ま
ら
れ
し
に
、
冬ふ

ゆ

ハ
か
な
ら
ず
朝あ

さ

と
く
お
き
て
、
く
り
や
に
入
、
ミ
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づ
か
ら
粥か

ゆ

を
煮に

て
、
し
も
へ
の
男な

ん

女に
よ

に
あ
ま
ね
く
く
ひ
の
ま
せ
て
、
そ
の
ゝ
ち
そ
れ
〳
〵
の
役や

く

に
つ
か
せ
け
り
。
一
日
も
か
ゝ
ず
。
東
山
、

是
を
う
れ
へ
て
か
く
寒さ

む

き
あ
し
た
、
御
年
ふ
け
て
下
人
の
た
め
に
御
身
を
く
る
し
め
給
ふ
事
、
あ
る
べ
く
も
な
し
と
い
へ
ば
、
母
の
い
は

く
、
そ
れ
も
み
な
人
の
子
な
り
。
此
さ
む
き
ハ
た
れ
も
た
へ
が
た
し
。
身
を
も
あ
た
ゝ
め
て
こ
そ
よ
く
事
を
バ
と
る
べ
け
れ
。
そ
の
う
へ

わ
が
是
を
す
る
ハ
、
心
に
ミ
づ
か
ら
た
の
し
む
也
。
い
さ
ゝ
か
く
る
し
ミ
を
し
ら
ず
と
な
ん
い
へ
り
。

　

大た
い

抵て
い

人
の
主し

ゆ

人じ
ん

、
わ
れ
ハ
寒か

ん

暑し
よ

に
た
へ
か
ぬ
れ
ど
、
下
人
の
う
へ
を
ば
お
も
ハ
ず
。
そ
の
心
、
下
人
は
く
る
し
き
に
な
れ
た
る
身
な

れ
バ
、
我
ご
と
く
ハ
あ
ら
じ
と
お
も
へ
り
。
し
か
る
を
羅ら

夫ふ

人じ
ん

、
人
の
身
ハ
た
か
き
い
や
し
き
ミ
な
お
な
じ
き
事
を
し
り
て
、
を
の
れ

身
を
く
る
し
め
て
下
を
ふ
か
く
あ
は
れ
ミ
け
る
ハ
、
あ
り
が
た
き
仁じ

ん

心し
ん

な
り
か
し
。
殊こ

と

に
、
そ
の
こ
と
ば
に
も
ミ
づ
か
ら
た
の
し
む
と

い
へ
り
。
是
も
の
を
あ
は
れ
む
の
至い

た

り
て
ふ
か
き
が
故ゆ

へ

な
り
。

大
和
為
善
録
下

一　

淳
じ
ゆ
ん

和わ

皇く
ハ
う

后ご
う　
　
　
　
　

是
よ
り
下
ハ
本
朝
に
と
れ
り

　

皇
后
は
、
淳
和
天
皇
の
き
さ
き
な
り
。
御
名
正
子
。
仁じ

ん

愛あ
い

の
御
こ
ゝ
ろ
い
た
り
て
ふ
か
く
、
な
べ
て
物
を
あ
は
れ
ま
せ
給
ハ
ず
と
云
こ

大
和
為
善
録
下
目
録

一　

淳
和
皇
后

二　

右
大
臣
良
綱

三　

滋
野
朝
臣
貞
主

四　

左
大
将
仲
平

五　

大
江
定
基

六　

北
条
時
頼

七　

青
砥
藤
綱

八　

南
都
悪
僧

九　

原
中
宿
女

十　

古
田
大
膳
太
夫

十
一　

勢
州
川
田
氏

十
二　

不
破
民
部

十
三　

橋
本
松
斎



『
大
和
為
善
録
』
翻
刻
と
解
題
（
董
）

355

と
な
し
。
中
に
も
洛ら

く

中ち
う

の
す
て
子ご

を
い
た
く
か
な
し
ミ
た
ま
ふ
て
、
乳ち

あ
る
女
あ
ま
た
扶ふ

持ち

し
た
ま
ひ
、
衣い

食し
よ
くを
そ
な
へ
て
、
そ
だ
て
し

め
給
ひ
け
り
。
御ご

領れ
う

五
分
の
二
ハ
此
事
に
つ
い
え
け
る
と
な
ん
。
三
代
実じ

つ

録ろ
く

に
見
え
た
り
。

　

す
て
子
、
誠ま

こ
と

に
か
な
し
む
べ
し
。
さ
れ
ど
皇

く
ハ
う

后ご
う

ふ
か
き
宮ミ

や

の
内
に
の
ミ
お
は
し
ま
し
、
人
づ
て
に
き
こ
し
め
し
て
、
か
バ
か
り
か
な

し
ま
せ
給
ふ
事
、
あ
さ
か
ら
ぬ
御
仁じ

ん

心し
ん

な
り
。
下げ

臈ら
う

ハ
、
そ
の
所
を
へ
て
、
ま
の
あ
た
り
、
か
れ
が
あ
は
れ
を
見
て
だ
に
、
お
の
が
財ざ

い

を
つ
い
や
し
て
、
養や

う

育い
く

す
る
ハ
ま
れ
な
り
。
た
ゞ
し
、
ち
か
き
こ
ろ
四
條で

う

の
木
屋
の
何
が
し
、
二
条
の
鮫さ

め

屋
の
そ
れ
と
い
ふ
者
、
ミ
な

す
て
子
を
や
し
な
ひ
て
、
お
ほ
く
人
と
な
し
た
る
よ
し
。
人
の
か
た
り
侍
る
こ
そ
、
い
と
や
さ
し
く
お
ぼ
え
侍
れ
。

二　

右う

大だ
い

臣じ
ん

藤ふ
ぢ

原ハ
ら

良の
よ
し

相あ
ふ

　

此
大
臣
ハ
き
は
め
て
親し

ん

類る
い

に
あ
つ
く
お
は
し
ま
し
て
、
同ど

う

姓し
や
うの
人
の
事
た
ら
ぬ
を
見
て
ハ
、
そ
の
ほ
ど
〳
〵
に
し
た
が
ひ
て
、
か
な
ら

ず
め
ぐ
み
給
ひ
け
り
。
後
に
ハ
一
院
を
た
て
ゝ
、
藤ふ

ぢ

原ハ
ら

氏う
ぢ

の
お
ち
ぶ
れ
て
世
を
わ
た
り
か
ぬ
る
人
を
バ
、
ミ
な
そ
の
内
に
て
や
し
な
は
れ

け
り
。
そ
の
院
を
名
づ
け
て
延え

ん

命め
い

院い
ん

と
い
ふ
。
又
別べ

ち

に
一
院
を
た
て
ゝ
、
藤と

う

氏し

の
婦ふ

女ぢ
よ

の
よ
る
べ
な
き
を
は
ぐ
ゝ
み
給
ふ
。
そ
の
院
を
崇そ

う

親し
ん

院
と
名
づ
く
。
所し

よ

領れ
う

の
こ
の
二
院
に
つ
い
や
る
と
こ
ろ
、
尤
お
ほ
か
り
け
る
と
ぞ
。
是
も
国こ

く

史し

に
出
た
り
。

　

親し
ん

類る
い

に
あ
つ
き
ハ
、
ほ
む
る
に
た
ら
ぬ
事
な
れ
ど
も
、
凡ほ

ん

人
の
上
を
見
れ
ば
、
親
類
た
が
ひ
に
利り

を
あ
ら
そ
ふ
て
、
他た

人
よ
り
猶な

を

相あ
い

に
く
む
も
お
ほ
し
。
是
、
何
た
る
邪じ

や
け
ん見

そ
や
。
そ
れ
親し

ん

類る
い

は
、
我
に
ハ
ち
か
き
も
あ
り
、
と
を
き
も
あ
れ
ど
、
先せ

ん

祖ぞ

よ
り
見
た
ま
へ
ば
、

み
な
孫ま

ご

な
り
、
ひ
こ
な
り
。
い
づ
れ
を
か
不ふ

便び
ん

に
お
ほ
さ
ざ
ら
む
。
し
か
る
を
た
が
ひ
に
し
た
し
む
心
な
き
は
、
是
鳥と

り

け
だ
も
の
ゝ
道

な
り
。
さ
れ
バ
、
い
き
な
か
ら
畜ち

く

生し
や
う

道だ
う

に
お
ち
た
る
人
と
も
い
ひ
つ
べ
し
。
か
な
し
か
ら
ず
や
。
世
の
人
、
も
し
そ
の
分ぶ

ん

際ざ
い

に
し
た

が
ひ
て
、
此
大
臣
を
ま
ね
ひ
申
さ
バ
、
か
な
ら
ず
人
の
道ミ

ち

を
え
ん
。
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三　

滋し
げ

野の
ゝ

朝あ

臣そ
ん

貞さ
だ

主ぬ
し

　

貞
主
ハ
、
仁に

ん

明み
や
う

天て
ん

皇わ
う

の
御
時
の
参さ

ん

議ぎ

正
四
位
下
兼け

ん

宮く

内な
い

卿き
や
うな
り
し
人
な
り
。
そ
の
本ほ

ん

性し
や
う

慈じ

悲ひ

ふ
か
く
て
、
つ
ね
に
わ
が
言こ

と

葉ば

の
す
ゑ

の
人
を
そ
こ
な
は
ん
事
を
お
そ
れ
て
、
み
だ
り
に
人
の
う
へ
を
い
は
ず
。
よ
き
人
の
む
も
れ
て
下
に
あ
る
を
見
て
ハ
、
そ
の
能の

ふ

を
称せ

う

し
て
、

す
ゝ
め
あ
げ
ら
れ
し
も
お
ほ
か
り
。
是
に
て
お
し
て
お
も
ふ
に
、
一
生し

や
うの
陰い

ん

徳と
く

い
か
バ
か
り
か
あ
ら
む
。
さ
れ
バ
、
仁に

ん

寿じ
ゆ

二
ね
ん
の
春
、

ミ
ま
か
ら
れ
し
時
も
、
そ
の
世
の
人
し
る
と
し
ら
ざ
る
も
、
涙な

ミ
だ
お
と
し
て
、
お
し
み
か
な
し
ま
ざ
る
ハ
な
か
り
し
と
な
り
。
息そ

く

女じ
よ

二
人
あ

り
。
は
や
う
よ
り
ミ
や
つ
か
へ
し
て
、
と
も
に
み
か
ど
の
御
寵て

う

愛あ
い

を
う
け
、
お
と
こ
み
こ
、
女
み
こ
、
あ
ま
た
つ
ゝ
う
み
た
ま
ひ
、
一
家け

繁は
ん

昌じ
や
うし
け
れ
バ
、
み
な
是
、
貞さ

だ

主ぬ
し

の
徳と

く

の
あ
ら
ハ
れ
と
ぞ
い
へ
る
。
文も

ん

徳と
く

実じ
つ

録ろ（
マ
マ
）に
見
え
た
り
。

　

人
、
そ
の
子
の
さ
か
へ
を
お
も
ハ
ず
と
い
ふ
事
な
く
し
て
、
さ
か
へ
を
う
る
道
を
の
が
身
に
あ
る
こ
と
を
し
ら
ず
。
を
の
が
身
に
あ

る
と
ハ
い
か
に
。
人
の
父ち

ゝ

母は
ゝ

そ
の
身
に
善ぜ

ん

を
つ
ミ
て
、
子
の
さ
か
へ
ざ
る
理り

あ
ら
め
や
。
た
と
へ
ハ
、
な
を
根ね

に
つ
ち
か
ふ
て
、
枝え

だ

葉は

の
さ
か
ふ
る
が
こ
と
し
。
其
た
め
し
か
ら
や
ま
と
か
ぞ
へ
も
つ
く
す
べ
か
ら
ず
。
此
貞
主
の
二
女
の
さ
か
へ
も
そ
の
ひ
と
つ
と
な
し
て

ミ
る
へ
し
。
し
か
る
に
、
彼か

の

お
ろ
か
な
る
き
ハ
ヽ
、
物
だ
に
お
ほ
く
ゆ
づ
り
あ
た
ふ
れ
バ
、
子
の
ゆ
く
す
え
ハ
か
な
ら
ず
繁は

ん

昌じ
や
うす

と
思

ふ
ほ
と
に
、
人
の
う
ら
み
を
う
け
、
人
を
音ね

に
な
か
せ
て
も
、
た
ゞ
わ
が
財ざ

い

宝ほ
う

の
く
ハ
ヽ
る
を
悦

よ
ろ
こ
びと

す
。
そ
れ
を
ゆ
づ
り
う
け
た
る
子
、

い
か
で
安あ

ん

穏お
ん

な
ら
ん
。
家い

へ

に
お
も
ひ
か
け
ぬ
わ
ざ
ハ
ひ
出
き
て
見
る
が
内
に
も
お
と
ろ
へ
ゆ
く
ぞ
か
し
。
是
さ
だ
ま
れ
る
こ
と
は
り
な

り
。
た
か
ら
さ
か
ふ
て
入
も
の
ハ
、
又
さ
か
ふ
て
い
づ
と
、
聖せ

い

賢け
ん

の
の
た
ま
ふ
も
こ
ゝ
也
。
人
の
父
母
、
そ
れ
よ
く
是
を
し
れ
や
。

四　

枇び

杷ハ

左さ

大だ
い

将し
や
う

仲な
か

平ひ
ら

　

朱し
ゆ

雀し
や
く

院い
ん

の
御
時
、
あ
や
し
き
星ほ

し

あ
ら
ハ
る
。
天て

ん
も
ん
は
か
せ

文
博
士
こ
れ
を
う
ら
な
ひ
て
、
大だ

い

将し
や
うた
る
人
の
家い

へ

に　

わ
ざ
は
ひ
あ
る
べ
き
き
ざ
し

な
り
と
申
す
。
そ
の
こ
ろ
此
仲な

か

平ひ
ら

ハ
左さ

大だ
い

将し
や
うに
て
小お

野の
ゝ

宮ミ
や

実さ
ね

頼よ
り

右う

大だ
い

将し
や
うな
り
し
。
実さ

ね

頼よ
り

の
家
に
ハ
諸し

ょ

寺じ

諸
社し

ゃ

の
祈き

祷た
う

ひ
ま
も
な
し
。
仲
平
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の
も
と
に
ハ
い
さ
ゝ
か
さ
る
わ
ざ
な
か
り
け
れ
バ
、
つ
ね
に
祈き

祷た
う

の
事
う
け
た
ま
は
る
法ほ

う

師し

ま
い
り
て
、
今
度
の
星ほ

し

の
た
ゝ
り
の
が
れ
給

ふ
べ
き
御
い
の
り
、
小お

野の

の
宮
殿
に
ハ
い
た
ら
ぬ
方
も
な
し
。
殿
に
ハ
い
か
で
さ
る
わ
ざ
な
き
や
と
、
ふ
か
く
あ
や
し
み
て
た
づ
ね
申
け

れ
ば
、
仲な

か

平ひ
ら

き
ゝ
給
ひ
て
、
さ
れ
バ
と
よ
、
今
度
の
星ほ

し

か
な
ら
ず
大
将
に
た
ゝ
る
べ
し
と
い
へ
は
、
わ
ざ
は
ひ
を
う
く
る
は
我
と
実さ

ね

頼よ
り

と

二
人
が
中
な
り
。
か
へ
り
み
る
に
我わ

れ

年と
し

老お
ひ

て
ざ
え
な
し
。
実
頼
ハ
年
さ
か
り
に
し
て
ざ
え
も
か
し
こ
し
。
わ
が
祈い

の
り
も
し
し
る
し
あ
り
て
、

わ
ざ
ハ
ひ
実
頼
の
身
に
を
よ
ば
バ
、
朝て

う

家か

の
御
た
め
も
し
か
る
べ
か
ら
す
。
さ
れ
バ
、
た
ゞ
此
人
を
お
し
む
が
ゆ
へ
に
我
身
の
祈い

の
り
に
ハ
お

こ
た
り
ぬ
と
な
ん
か
た
ら
れ
け
り
。
法ほ

う

師し

う
け
た
ま
ハ
り
感か

ん

涙る
ひ

せ
き
あ
へ
す
し
て
い
は
く
、
此
御
心
ば
せ
ほ
ど
の
御
祈き

祷た
う

の
お
ハ
す
べ
き

か
、
神
も
仏
も
ま
し
ま
さ
バ
、
か
な
ら
ず
御
身
に
ハ
わ
ざ
は
ひ
な
か
る
べ
し
と
い
ひ
て
、
ま
か
て
ぬ
。
あ
ん
の
ご
と
く
事
な
か
り
き
。
宇う

治ぢ

拾し
う

遺い

物
語
に
見
え
た
り
。

　

仲な
か

平ひ
ら

の
こ
の
事
、
忠ち

う

信し
ん

の
い
た
り
申
の
ぶ
る
も
お
ろ
か
な
り
。
天
地
神
明
い
か
で
さ
い
は
ひ
し
給
ハ
ざ
ら
む
。
法ほ

う

師し

が
感か

ん

涙る
い

た
れ
も

と
ゞ
め
え
ず
。
し
か
る
に
世
上
の
奉ほ

う

公こ
う

の
人
、
そ
の
君き

ミ

に
ハ
忠ち

う

あ
る
や
う
な
る
も
、
傍は

う

輩ば
い

に
ハ
お
ほ
や
う
つ
ら
し
。
ま
し
て
相あ

い

役や
く

な
ど

い
は
る
人
を
バ
、
い
か
に
も
し
て
我
よ
り
お
と
し
め
ば
や
と
心
を
つ
く
し
、
も
し
そ
の
人
わ
づ
ら
ふ
か
死し

す
れ
ハ
、
う
ハ
べ
は
笑せ

う

止し

と

お
も
ふ
さ
ま
に
て
、
心
の
内
ハ
却か

へ
つ

て
よ
ろ
こ
ぶ
。
天
地
神
明
の
御
ま
な
こ
に
て
、
さ
や
う
の
人
を
見
た
ま
ハ
ゞ
い
か
ん
。

五　

大お
ほ

江え
の

定さ
だ

基も
と

　

三ミ

河か
ハ

守の
か
ミ

大
江
の
定
基
と
い
ふ
人
の
も
と
へ
、
女
の
い
た
う
や
つ
れ
た
る
が
鏡か

ゞ
ミ
を
一
お
も
て
持も

ち

て
う
り
に
き
た
れ
り
。
定さ

だ

基も
と

と
り
あ
げ

て
見
れ
は
、
そ
の
鏡か

ゞ
ミ
の
つ
ゝ
み
紙か

ミ

に
け
ふ
の
ミ
と
見
る
に
涙な

ミ
だ
の
ま
す
鏡か

ゞ
ミ
な
れ
に
し
影か

げ

を
人
に
か
た
る
な
と
い
ふ
歌う

た

を
か
き
つ
け
ゝ
り
。
定

基
こ
れ
を
見
て
、
世
を
わ
た
り
か
ね
せ
ん
か
た
な
く
て
鏡
う
る
人
な
り
け
り
と
し
り
て
、
泪な

ミ
だ
を
な
が
し
、
鏡か

ゞ
ミ
を
バ
と
ゞ
め
す
し
て
、
物
お

ほ
く
と
ら
せ
て
ぞ
か
へ
し
に
け
る
。
古
今
著
聞
集
に
見
え
た
り
。
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よ
か
ら
ぬ
人
の
物
を
か
ふ
を
見
る
に
、
侘わ

び

人
の
う
る
物
と
な
れ
ハ
、
殊こ

と

に
あ
た
ひ
を
ひ
く
め
て
か
ハ
ん
と
す
。
こ
れ
夢ゆ

め

ば
か
り
も
人

を
あ
は
れ
む
心
な
く
て
、
か
れ
が
急き

う

な
る
に
の
り
て
を
の
が
利り

を
え
ん
と
す
る
故
な
り
。
か
ゝ
る
心
の
人
を
バ
天
地
神
明
い
か
バ
か
り

か
に
く
ま
せ
た
ま
は
ん
。
し
か
る
に
定さ

だ

基も
と

人
の
急き

う

難な
ん

を
は
か
り
し
り
て
、
も
の
を
ほ
ど
こ
し
て
ふ
か
く
あ
は
れ
ま
れ
し
は
、
神
明
も
う

れ
し
と
見
給
ふ
ま
じ
く
や
。

六　

北ほ
ふ

條で
う

時と
き

頼よ
り

　

時
頼
、
落ら

く

髪は
つ

の
後
は
、
最さ

い

明ミ
や
う

寺じ

道だ
う

崇そ
う

と
ぞ
申
け
る
。
諸
国
の
人に

ん

民ミ
ん

守し
ゆ

護ご

の
虐

ぎ
や
く

政せ
い

に
く
る
し
み
、
奉ぶ

行ぎ
や
う

目も
く

代だ
い

の
横わ

う

逆げ
き

に
な
や
ミ
、
或あ

る
ひ
ハ

無む

実じ
つ

を
か
ふ
む
り
て
い
ひ
は
る
ゝ
に
道
な
く
、
或
ハ
贔ひ

ゐ

屓き

の
さ
た
に
て
理り

を
非ひ

に
ま
げ
ら
る
ゝ
も
の
や
お
ほ
か
ら
ん
。
こ
れ
き
ハ
め
て
不ふ

便び
ん

の
わ
ざ
な
り
。
人
し
て
き
か
せ
た
く
ハ
あ
れ
ど
、
其
人
、
又
人
に
ま
ひ
な
ハ
れ
、
依え

怙こ

の
心
い
で
き
、
或
ハ
私し

曲き
よ
くに
ひ
か
れ
て
い
つ
は

る
事
も
あ
れ
バ
甲か

斐ひ

な
し
。
た
ゞ
ミ
づ
か
ら
天
が
下
を
め
く
り
て
見
き
く
に
ハ
し
か
じ
と
、
思
ひ
た
ゝ
れ
け
る
事
の
有
か
た
さ
よ
。
そ
の

さ
ま
ハ
諸し

よ

国こ
く

行あ
ん

脚ぎ
や

の
僧そ

う

の
ご
と
く
に
て
、
人
そ
れ
を
し
る
事
も
な
し
。
め
ぐ
り
お
は
り
て
鎌か

ま

倉く
ら

に
帰

か
へ
り

入
ら
れ
し
後
ぞ
、
こ
と
〳
〵
く
諸
国

の
理り

非ひ

を
ハ
た
ゞ
さ
れ
け
る
。
誇お

ご
り
ま
が
れ
る
も
の
ハ
す
な
ほ
に
、
う
き
に
し
づ
ミ
し
人
は
う
か
び
ぬ
。
又
、
た
ぐ
ひ
な
き
大
陰い

ん

徳と
く

な
ら
ず

や
。
人
ミ
な
し
れ
る
事
な
れ
バ
、
つ
ふ
さ
に
ハ
い
は
ず
。

　

北ほ
う

條で
う

氏
の
事
、
先せ

ん

祖そ

時と
き

政ま
さ

義よ
し

時と
き

は
よ
か
ら
ぬ
人
な
り
し
を
、
九
代
ま
で
相
続
し
て
め
で
た
く
世
を
お
さ
め
ら
れ
し
ハ
、
た
ゞ
泰や

す

時と
き

時

頼よ
り

の
陰い

ん

徳と
く

の
報ほ

う

応を
う

な
る
へ
し
。
徳と

く

不ふ

詳し
や
うに

か
つ
と
ハ
是
な
り
。
さ
て
、
時
頼
回く

わ
い

国こ
く

の
内
に
佐さ

野の

の
源
左
衛
門
あ
し
や
の
藤と

う

栄ゑ
い

が
事
あ
り
。

そ
れ
を
猿さ

る

楽か
く

な
ど
の
か
た
ひ
物
に
ハ
人
の
き
ゝ
て
気き

味ミ

よ
く
思
ふ
や
う
に
と
作つ

く

り
な
せ
る
な
り
。
実じ

つ

は
さ
る
事
あ
る
に
あ
ら
ず
。
諸
国

を
め
ぐ
り
、
人
の
よ
し
あ
し
を
ひ
そ
か
に
見
き
ゝ
て
、
年
へ
て
鎌か

ま

倉く
ら

に
か
へ
ら
れ
て
後
、
い
つ
と
な
く
よ
き
を
バ
よ
く
し
、
あ
し
き
を

バ
あ
し
き
や
う
に
せ
ら
る
べ
し
。
そ
の
時
は
、
そ
の
人
々
何
ゆ
へ
に
此
賞し

や
う

罰は
つ

に
あ
ふ
と
も
し
る
ま
じ
き
な
り
。
是
天
下
古
今
無む

類る
い

の
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陰い
ん

徳と
く

か
。
も
し
時
頼
事
を
あ
ら
ハ
し
て
、
我
こ
そ
か
の
修し

ゆ

行ぎ
や
う

者し
や

よ
、
梅む

め

桜さ
く
らを

火
に
た
き
た
る
か
ハ
り
に
、
梅
田
桜
井
を
や
る
そ
な
ど

い
は
れ
た
ら
バ
、
時
頼
に
て
ハ
あ
る
ま
じ
き
な
り
。
尤
又
陰
徳
と
す
る
に
も
た
ら
ず
。
人
そ
れ
こ
れ
を
し
れ
や
。

七　

青あ
を

砥と

左さ

衛へ

門も
ん

藤ふ
ぢ

綱つ
な

　

藤
綱
は
、
鎌か

ま

倉く
ら

北ほ
ふ

條で
う

家け

天
下
の
政

ま
つ
り
こ
とと
り
し
こ
ろ
、
報ほ

う

光く
ハ
う

寺じ

最さ
い

勝せ
う

園お
ん

寺じ

二
代
の
相さ

う

州し
う

に
つ
か
へ
て
、
事
を
さ
ば
き
し
人
也
。
所し

よ

領れ
う

も
数す

十
ヶ
所し

よ

あ
り
て
、
其
家
ゆ
た
か
な
り
け
れ
と
、
ミ
づ
か
ら
の
衣い

裳し
や
う

食し
よ
く

餌じ

よ
り
、
居き

よ

宅た
く

調で
う

度ど

に
い
た
る
ま
で
ハ
、
き
は
め
て
倹け

ん

約や
く

を
用
ひ
て
、

い
さ
ゝ
か
も
奢お

ご

る
事
な
く
、
主し

ゆ

君く
ん

の
事
と
な
れ
バ
、
わ
が
も
て
る
金
銀
百
千
万
両
を
つ
ゐ
や
す
も
、
た
ゞ
わ
ら
ぐ
つ
を
捨す

つ

る
が
こ
と
し
。

う
へ
こ
ゞ
へ
た
る
も
の
を
見
て
ハ
、
か
な
ら
ず
衣い

食し
よ
くを
ほ
ど
こ
し
遠お

ん

国ご
く

の
訴そ

訟せ
う

人
の
貧ひ

ん

に
て
鎌か

ま

倉く
ら

に
逗と

う

留り
う

し
か
ね
た
り
な
ど
き
け
バ
、
そ

の
分ぶ

ん

際ざ
い

に
し
た
が
ひ
て
米べ

い

銭せ
ん

絹け
ん

布ふ

を
ぞ
あ
た
へ
け
る
。
あ
る
時
、
地
下
の
か
ろ
き
士

さ
む
ら
ひ

沙さ

汰た

を
こ
ふ
べ
き
事
あ
り
て
、
公こ

う

儀ぎ

に
出
け
る
に
、

そ
の
沙さ

汰た

外
に
あ
ひ
ね
ハ
な
く
て
、
相さ

が
ミ
の模
守か

ミ

殿
と
直ぢ

き

に
対た

い

決け
つ

す
べ
き
事
に
成
行
け
れ
ハ
、
諸
人
か
の
士

さ
む
ら
ひの
い
ふ
事
を
バ
是ぜ

非ひ

も
な
く
僻ひ

が

事

に
お
と
し
、
守か

ミ

殿
の
御
道だ

う

理り

を
評

ひ
や
う

定で
う

し
あ
へ
り
。
し
か
る
を
藤ふ

じ

綱つ
な

権け
ん

威い

に
も
を
そ
れ
ず
、
理り

非ひ

を
あ
き
ら
か
に
申
た
て
ゝ
、
守か

ミ

殿
の
か
た

を
ぞ
ま
け
に
定さ

だ

め
け
る
。
か
の
士

さ
む
ら
ひ

不ふ

慮り
よ

に
公く

事じ

に
か
ち
て
、
所し

よ

帯た
い

安あ
ん

堵ど

し
た
り
け
れ
ハ
、
国
に
く
だ
ら
ん
と
す
る
に
、
こ
の
藤ふ

じ

綱つ
な

の
大

恩お
ん

す
こ
し
報ほ

う

じ
た
く
思
へ
ど
も
、
無む

欲よ
く

第だ
い

一
の
藤
綱
な
れ
バ
、
詞こ

と
ば
に
ハ
え
い
だ
さ
ず
銭ぜ

に

を
三
百
貫く

ハ
ん

俵た
ハ
らに
を
し
つ
ゝ
ミ
、
藤
綱
が
家
の
う

し
ろ
の
山
よ
り
ひ
そ
か
に
坪つ

ぼ

の
内
へ
こ
ろ
ば
し
入
て
ぞ
、
国
に
帰か

へ

り
け
る
。
藤
綱
是
を
見
つ
け
て
、
か
の
士

さ
む
ら
ひが
し
わ
ざ
な
り
と
し
り
て
け

れ
バ
、
う
ち
わ
ら
ひ
て
、
い
ひ
け
る
や
う
ハ
、
沙さ

汰た

の
理り

非ひ

を
理
非
の
ま
ゝ
に
申
わ
け
し
ハ
、
相さ

が
ミ模
殿
を
お
も
ひ
奉

た
て
ま
つる
故
也
。
ま
つ
た
く

か
れ
を
ひ
く
に
あ
ら
ず
。
も
し
引ひ

き

出で

物
と
る
べ
く
は
主し

ゆ

君く
ん

の
御
悪あ

く

名ミ
や
うを
申
と
ゞ
め
た
れ
ハ
、
相さ

が
ミ模
ど
の
よ
り
こ
そ
御
よ
ろ
こ
び
と
て
た
ぶ

べ
け
れ
。
か
れ
が
す
べ
き
わ
ざ
に
ハ
あ
ら
ず
と
て
、
か
の
俵た

ハ
ら
な
る
銭ぜ

に

た
ゞ
一
銭せ

ん

を
も
用
ひ
ず
、
遠と

を

き
田い

な
か舎
ま
で
も
ち
は
こ
ば
せ
て
ぞ
返
し

に
け
る
。
此
外
の
善ぜ

ん

行こ
う

ど
も
太
平
記
に
つ
ま
ひ
ら
か
也
。
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今
の
人
の
よ
く
物
を
ほ
ど
こ
す
に
二
種し

ゆ

あ
り
。
名な

の
た
め
と
、
後ご

世せ

の
た
め
と
な
り
。
名
の
た
め
に
す
る
ハ
も
と
よ
り
欲よ

く

な
り
。
後

世
の
た
め
に
す
る
も
死し

後ご

の
安あ

ん

楽ら
く

を
む
さ
ぼ
る
心
よ
り
な
せ
ば
、
是
も
欲よ

く

な
り
。
ミ
な
う
る
さ
し
。
た
ゞ
何
ゆ
へ
と
も
な
く
あ
は
れ
む

へ
き
も
の
を
見
て
ハ
、
あ
は
れ
ま
で
は
や
ま
れ
ず
、
財た

か
ら

を
お
し
ま
て
ひ
ろ
く
ほ
ど
こ
す
。
こ
れ
を
仁じ

ん

心し
ん

と
す
。
尤
た
ふ
と
ぶ
べ
し
。
さ

れ
バ
仁
人
は
世
に
ま
れ
也
。
藤
綱
是
に
ち
か
し
。
か
の
士
を
公く

事じ

に
か
た
せ
た
る
ハ
藤
綱
か
心
に
ハ
た
ゞ
直ち

よ
く

を
す
る
と
の
ミ
お
も
ふ
べ

け
れ
ど
、
人
の
よ
ろ
こ
び
を
な
す
事
は
な
は
だ
し
。
又
、
仁
な
ら
ず
や
。

八　

南な
ん

都と
の

悪あ
く

僧そ
う

　

い
つ
の
こ
ろ
に
や
、
南
都
に
ひ
と
り
の
悪あ

く

僧そ
う

あ
り
。
幼よ

う

少せ
う

よ
り
学が

く

問も
ん

は
せ
で
、
た
ゞ
腕う

で

だ
て
を
の
ミ
好こ

の

ミ
け
り
。
年
た
け
て
後
、
ふ
と

思
ひ
よ
り
て
、
悪あ

く

業ご
う

を
ひ
る
が
へ
し
て
、
善ぜ

ん

業
を
な
さ
ん
と
す
れ
ど
、
も
と
よ
り
も
ん
も
う
に
て
出

し
ゆ
つ

家け

の
す
べ
き
事
と
て
も
大
か
た
し
ら

ざ
れ
は
、
わ
が
持も

ち

あ
は
せ
た
る
腕う

で

だ
て
に
て
、
善
業
を
な
さ
ば
や
と
思
ひ
て
、
そ
の
こ
ろ
世
の
人
の
う
れ
へ
と
な
る
強が

う

盗と
う

共、、

の
宿や

ど

に
た
づ

ね
行
て
我
も
強
盗
せ
ん
と
云
、
強
盗
ど
も
日
こ
ろ
其
強が

う

力り
き

を
バ
し
り
ぬ
。
う
ち
よ
ろ
こ
び
て
同ど

う

類る
い

と
な
せ
り
。
さ
て
人
の
も
と
へ
強が

う

盗と
う

す

る
時
、
こ
の
僧
か
な
ら
ず
一
人
さ
き
に
す
ゝ
み
、
ぬ
す
み
に
精せ

い

を
出
す
ふ
り
に
て
、
は
や
く
そ
の
家い

へ

に
入
て
、
家
の
内
の
足
よ
ハ
き
人
を

に
が
し
、
お
も
き
た
か
ら
を
か
く
さ
せ
、
い
づ
れ
も
あ
や
ま
ち
す
ま
じ
き
や
う
に
し
た
ゝ
め
て
後
、
ぬ
す
人
ど
も
を
い
れ
け
り
。
是
に
よ

り
て
強
盗
に
あ
へ
る
家
、
ミ
な
さ
せ
る
災さ

い

難な
ん

な
し
。
又
、
強が

う

盗と
う

と
も
ぬ
す
ミ
た
る
物
を
わ
け
と
る
時
も
、
此
僧
は
折
ふ
し
入じ

ゆ

用よ
う

な
し
。
ま

づ
各お

の

〳
〵
と
り
た
ま
へ
、
用
あ
ら
ん
時
ハ
申
べ
し
と
て
、
い
さ
ゝ
か
の
も
の
を
も
と
ら
ず
。
た
ゞ
明あ

け

暮く
れ

人
の
災さ

い

難な
ん

を
す
く
ひ
た
す
け
ん
と

の
ミ
お
も
へ
り
。
あ
る
夜
、
強
盗
ど
も
と
出
て
、
し
そ
こ
な
ひ
て
奉ぶ

行ぎ
や
う

所し
よ

の
人
々
に
か
ら
め
と
ら
れ
け
り
。
奉
行
見
れ
バ
法ほ

う

師し

な
り
。

い
か
な
れ
バ
法
師
の
身
に
て
強
盗
は
す
る
ぞ
と
問と

ひ

け
れ
ハ
、
物
の
ほ
し
さ
に
仕
候
と
こ
た
ふ
。
い
く
た
び
と
ハ
れ
て
も
、
お
な
じ
こ
た
へ

な
り
。
さ
れ
ど
も
奉ぶ

行ぎ
や
う

見
る
所
や
あ
り
け
ん
。
と
か
く
心
の
内
の
誠ま

こ
と
を
き
か
む
と
せ
め
け
れ
バ
、
や
む
こ
と
を
え
ず
し
て
終つ

ゐ

に
い
ひ
出
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け
る
や
う
ハ
、
我
ハ
も
と
南な

ん

都と
の

悪あ
く

僧そ
う

に
て
侍
り
し
が
、
ち
か
き
こ
ろ
後ご

世せ

の
罪ざ

い

業ご
う

も
お
そ
ろ
し
く
な
り
侍
り
て
、
善ぜ

ん

業ご
う

を
修し

ゆ

せ
ん
と
す
れ

ど
、
一
文も

ん

不ふ

通つ
う

の
身
に
候
へ
は
、
修し

ゆ

す
へ
き
道ミ

ち

も
し
ら
す
。
此
こ
ろ
、
強
盗
い
た
づ
ら
に
人
を
こ
ろ
し
、
そ
こ
ば
く
の
財ざ

い

宝ほ
う

を
か
す
む
。

ま
こ
と
に
見
る
に
た
へ
が
た
し
。
こ
の
賊ぞ

く

難な
ん

を
す
く
ひ
た
す
け
ん
と
す
る
に
、
一
人
に
て
か
れ
が
多た

勢ぜ
い

に
敵て

き

し
が
た
け
れ
バ
、
か
へ
り
て

其
党た

う

に
入
て
、
か
れ
を
あ
ざ
む
き
、
こ
れ
を
た
す
く
る
謀

は
か
り
ご
とを
め
ぐ
ら
し
候
つ
る
と
云
。
奉ぶ

行ぎ
や
う

感か
ん

じ
て
ゆ
る
し
に
け
り
。
沙
石
集
に
見
え

た
り
。

　

こ
の
僧そ

う

、
外
は
強が

う

盗と
う

に
て
内
ハ
慈
悲ひ

な
り
。
慈
悲
な
り
と
い
へ
と
も
強
盗
の
名
ハ
か
り
に
も
う
く
べ
き
わ
ざ
な
ら
ね
バ
、
う
ら
や
ま

し
く
ハ
あ
ら
す
。
た
ゞ
し
、
世
の
人
の
外
は
善
人
に
て
内
に
そ
こ
ば
く
の
悪あ

く

念ね
ん

あ
る
に
た
く
ら
べ
バ
い
か
む
。

九　

原は
ら

中な
か
の

宿し
ゆ
く

女め

　

む
か
し
奥を

う

州し
う

よ
り
用
あ
り
て
京
に
の
ほ
る
人
駿す

る
が河
の
国
原
中
の
宿
に
て
や
す
む
と
て
、
黄わ

う

金ご
ん

五
十
両
入
た
る
袋ふ

く
ろ
を
置
わ
す
れ
て
出
行ゆ

き

て
、

菊き
く

川か
ハ

と
い
ふ
所
に
て
お
も
ひ
出
け
れ
と
、
と
く
は
や
人
の
物
に
こ
そ
な
る
へ
き
を
、
は
る
〳
〵
と
立
か
へ
り
益ゑ

き

な
き
も
と
め
に
日
を
へ
ん

よ
り
ハ
と
思
ふ
ほ
ど
に
、
そ
の
ま
ゝ
に
て
京
に
の
ほ
り
、
用
事
か
た
の
や
う
に
と
ゝ
の
へ
て
、
国く

に

に
く
だ
る
と
て
、
か
の
原は

ら

中な
か
の

宿し
ゆ
くを
過す

ぎ

て
、

金
う
し
な
へ
る
家い

へ

を
見
い
れ
て
、
こ
ゝ
と
こ
そ
覚
ゆ
れ
と
下
人
と
う
ち
い
ひ
て
と
ほ
り
け
る
を
、
そ
の
家
よ
り
わ
か
き
女
の
出
て
、
何
事

を
お
ほ
せ
ら
れ
候
ぞ
と
と
ふ
。
旅た

び

人
わ
れ
上
京
の
と
き
、
此
や
ど
に
や
す
ミ
て
物
を
置を

き

わ
す
れ
た
る
事
を
申
な
り
と
こ
た
ふ
。
女
ま
た
い

か
な
る
物
を
か
置
わ
す
れ
さ
せ
た
ま
ふ
、
う
け
給
ハ
り
た
く
こ
そ
と
い
へ
ば
、
旅た

び

人
立
と
ゞ
ま
り
て
う
し
な
ひ
た
る
金き

ん

の
あ
り
さ
ま
を
か

た
る
。
女
つ
く
〳
〵
と
聞き

ゝ

て
其
物
こ
そ
、
わ
ら
ハ
見
つ
け
て
と
り
置
候
へ
、
ま
い
ら
せ
候
は
ん
と
て
内
に
入
、
も
と
し
た
た
め
し
ま
ゝ
に

て
も
て
出
て
と
ら
せ
に
け
り
。
旅た

び

人
思
ひ
の
外
な
れ
ば
、
し
ば
し
ハ
言こ

と

葉ば

も
な
く
て
ゐ
け
る
が
、
さ
て
是
ハ
う
せ
た
る
も
の
に
候
を
、
か

く
た
ま
ハ
り
候
へ
バ
、
せ
め
て
ハ
是
ほ
ど
を
ま
い
ら
せ
た
く
と
ぞ
と
い
ひ
て
、
そ
の
金
十
両
わ
か
ち
あ
た
へ
け
れ
バ
、
十
両
ほ
し
く
ハ
五
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十
両
な
が
ら
こ
そ
引
と
め
候
は
め
、
い
さ
ゝ
か
も
ほ
し
か
ら
ず
と
い
ひ
て
目
を
だ
に
ふ
れ
ず
。
旅た

び

人
さ
て
い
か
な
る
人
に
て
お
は
し
ま
す

ぞ
と
と
へ
は
、
我
は
も
と
京
の
も
の
に
て
侍
る
が
、
し
た
し
き
も
の
み
な
う
せ
て
身
の
よ
る
べ
な
き
ま
ゝ
に
、
ゆ
か
り
に
つ
き
て
こ
ゝ
に

ハ
下
り
て
侍
る
な
り
と
い
へ
り
。
く
ハ
し
く
ハ
是
も
沙さ

石せ
き

集し
う

に
見
え
た
り
。
富と

ミ

た
る
上
に
物
を
む
さ
ぼ
る
ハ
、
き
ハ
め
て
下げ

品ぼ
ん

の
人
也
。

　

大
か
た
は
と
め
バ
さ
の
ミ
む
さ
ほ
ら
ず
。
貧ま

づ

し
け
れ
ば
か
な
ら
ず
む
さ
ぼ
る
。
是
さ
た
ま
れ
る
人
情じ

や
うな
る
に
、
こ
の
原
中
の
女
し
た

し
き
も
の
ミ
な
う
せ
て
、
身
の
よ
る
べ
な
き
ま
ゝ
に
、
京
よ
り
は
る
〳
〵
と
駿す

る
が河
の
国
ま
て
ま
よ
ひ
来
ぬ
れ
ハ
、
そ
の
ま
づ
し
さ
ハ
は

か
り
し
る
べ
し
。
し
か
る
に
、
五
十
両
の
金
を
見
る
事
一
毛も

う

よ
り
も
か
ろ
し
。
此
心
の
い
さ
ぎ
よ
さ
を
ハ
天
地
神し

ん

明め
い

い
か
て
あ
は
れ
と

は
見
給
ハ
ざ
ら
む
。
さ
れ
ば
、
此
女
、
後
に
ハ
所し

よ

領れ
う

あ
る
人
の
妻つ

ま

と
な
り
、
心
や
す
く
世
を
す
ぐ
し
け
る
と
な
ん
本
書
に
し
る
せ
り
。

世
の
ま
づ
し
き
女
人
こ
れ
を
し
た
へ
や
。
心
ぎ
た
な
く
と
り
あ
つ
め
て
、
財ざ

い

宝ほ
う

に
ハ
と
ぼ
し
か
ら
ね
ど
、
物
お
も
ひ
常つ

ね

に
た
え
ず
。
あ

る
ひ
ハ
、
家い

へ

に
災さ

い

難な
ん

お
ほ
き
ハ
、
こ
れ
神
明
の
そ
の
貪と

ん

欲よ
く

を
に
く
ま
せ
給
ふ
ゆ
へ
な
れ
ば
、
う
ら
や
む
べ
き
人
に
ハ
あ
ら
ず
と
し
る
べ

し
。

十　

古ふ
る

田た

大だ
い

膳ぜ
ん

大た
い

夫ふ

　

大
膳
大
夫
は
、
古
田
兵ひ
や
う

部ぶ
の

少せ
う

輔
の
舎し
や

弟て
い

に
て
、
小
身し
ん

の
人
な
り
し
が
、
慶
き
や
う

長ち
や
うそ
れ
の
年
、
兵
部
ミ
ま
か
ら
れ
け
る
時
、
子し

息そ
く

わ
づ
か

に
三
歳さ
い

な
る
故
に
、
此
大
膳
に
上か
ミ

よ
り
兵
ひ
や
う

部ぶ

の
一
跡せ
き

を
下
さ
れ
け
り
。
大
膳
俄に
わ
かに
富ふ
う

貴き

の
身
と
な
り
て
、
年
月
す
ぐ
さ
れ
け
る
内
に
、
兵

部
の
実じ
つ

子し

成せ
い

長ち
や
うし
て
、
又
、
兵
部
と
号ご
う

す
。
元
和わ

六
年
、
大
膳
家か

督と
く

を
姪お
ひ

の
兵
部
に
返か
へ

し
申
た
き
よ
し
上か
ミ

へ
申
上
ら
れ
け
れ
ハ
大
膳
年
も

わ
か
し
、
お
そ
か
ら
ぬ
事
也
と
再さ
い

三
上
意い

あ
り
つ
れ
ど
、
し
ゐ
て
申
こ
ふ
て
、
六
万
石
の
所し
よ

領れ
う

な
ら
び
に
財ざ
い

宝ほ
う

器き

物ぶ
つ

た
ゞ
一
色
を
も
我
物

と
せ
ず
、
こ
と
〳
〵
く
兵
部
へ
か
へ
し
あ
た
へ
て
、
わ
れ
ハ
俄に
わ
かに
も
と
の
小
身し
ん

と
な
り
て
、
小
家け

に
入
て
す
ま
れ
に
け
り
。
是
を
ミ
る
人

あ
ら
か
し
こ
や
大
膳
年
久
し
く
富ふ
つ

貴き

に
居ゐ

て
栄ゑ
い

華ぐ
ハ

は
き
ハ
め
つ
。
も
は
や
在さ
い

所し
よ

へ
隠い
ん

居き
よ

し
て
、
安あ
ん

楽ら
く

に
世
を
を
く
ら
ん
た
め
に
、
い
そ
ぎ
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て
兵
部
に
ハ
ゆ
づ
る
な
り
と
お
も
へ
り
。
し
か
る
に
、
さ
ハ
な
く
て
、
き
ハ
め
て
か
ろ
き
身し
ん

躰だ
い

に
て
関
く
ハ
ん

東と
う

に
あ
り
て
奉ほ
う

公こ
う

を
つ
と
め
ら
れ

け
り
。
心
あ
る
人
、
こ
れ
を
感か
ん

ぜ
す
と
云
こ
と
な
し
。
委い

細さ
い

ハ
太
閤
記
に
見
え
た
り
。

　

安や
す

き
に
や
す
ん
ず
れ
ど
も
能よ

く

う
つ
る
と
い
ふ
事
、
聖せ

い

経け
い

に
見
え
た
り
。
こ
れ
身
も
心
も
や
す
き
所
に
あ
り
と
て
も
、
義
に
お
ゐ
て
あ

る
ま
じ
き
処
と
し
れ
バ
、
は
や
く
捨す

て

て
う
つ
る
ぞ
と
な
り
。
し
か
れ
ど
も
凡ぼ

ん

夫ぷ

ハ
義ぎ

を
お
も
く
せ
ざ
る
ゆ
へ
に
、
う
つ
る
べ
き
時
も
う

つ
り
え
ず
、
世
に
幼よ

う

少せ
う

の
姪お

ひ

の
知ち

行ぎ
や
うを
あ
づ
か
り
て
、
か
へ
し
か
ぬ
る
人
お
ほ
し
。
是
や
う
つ
る
べ
き
時
う
つ
り
え
ぬ
人
な
ら
ん
。
義

も
な
く
仁じ

ん

も
な
し
。
も
つ
と
も
卑ひ

狭け
う

な
り
。
大
膳
ハ
し
か
ら
ず
。
よ
く
う
つ
り
し
人
ぞ
か
し
。
又
、
大
膳
在さ

い

所し
よ

へ
居き

よ

隠い
ん

し
て
安あ
ん

楽ら
く

に
あ

ら
ん
た
め
に
、
は
や
く
知ち

行ぎ
や
うを
兵
部
へ
ゆ
づ
る
と
世
の
人
の
見
し
は
、
こ
れ
凡ぼ

ん

情じ
や
うな
り
。
大
膳
ハ
貧ひ

ん

富ふ

苦く

楽ら
く

に
心
な
し
。
む
か
ふ
ま
ゝ

に
つ
と
め
て
関

く
ハ
ん

東と
う

に
あ
ら
れ
し
ハ
、
こ
れ
君く

ん

子し

の
行か

う

な
る
べ
し
。
是
を
こ
そ
え
ま
ね
び
ず
と
も
、
幼
少
の
姪お

ひ

の
家
を
あ
づ
か
る
人
、
そ

の
か
へ
す
べ
き
時
か
へ
す
に
ハ
、
か
な
ら
ず
大
膳
を
法の

り

と
せ
ら
れ
よ
や
。

十
一　

勢せ
い

州し
う

川か
ハ

田だ

氏う
ぢ

　

寛
く
は
ん

永え
い

の
こ
ろ
に
や
、
伊い

勢せ

の
桑く

ハ

名な

の
城

じ
や
う

主し
ゆ

に
つ
か
へ
し
下げ

賤せ
ん

の
士

さ
む
ら
いに
、
川か

ハ

田だ

の
何
が
し
と
い
ふ
も
の
あ
り
け
り
。
あ
る
日
の
夕
が
た
浦う

ら

辺べ

に
出
て
あ
そ
ぶ
と
て
、
金き

ん

の
入
た
る
袋ふ

く
ろ
ひ
と
つ
を
ひ
ろ
ひ
え
た
り
。
あ
は
れ
い
か
な
る
人
か
う
し
な
ひ
つ
ら
ん
と
し
ば
し
た
ゝ
ず
み
見

け
れ
ど
、
日
く
れ
ぬ
れ
バ
せ
ん
か
た
な
く
、
家い

へ

に
も
ち
て
帰か

へ

り
。
あ
け
の
日
、
又
行ゆ

き

て
見
け
る
に
ひ
と
り
の
盲ま

う

目も
く

汀ミ
ぎ
ハに
た
ゝ
ず
ミ
て
、
物

お
も
ふ
さ
ま
也
。
川
田
か
れ
に
ち
か
づ
き
て
、
何
と
て
こ
ゝ
に
ハ
た
ゝ
ず
み
ゐ
け
る
や
と
と
へ
ハ
、
目
く
ら
と
み
に
は
い
ひ
も
せ
ず
。
し

バ
ら
く
あ
り
て
い
は
く
。
我
ハ
関

く
ハ
ん

東と
う

よ
り
官く

ハ
ん
を
か
は
ん
た
め
に
、
京
に
の
ぼ
る
目
く
ら
也
。
よ
べ
船ふ

ね

よ
り
あ
が
り
さ
ハ
ぎ
に
、
そ
の
料れ

う

の

金き
ん

う
し
な
ひ
る
。
こ
れ
な
け
れ
バ
、
京
に
も
ゆ
か
れ
ず
、
又
国く

に

に
も
か
へ
ら
れ
ず
。
只た

ゞ

此
海う

ミ

に
や
身
を
し
づ
め
ん
と
思
ふ
ば
か
り
に
候
と

い
ふ
。
川
田
き
ゝ
て
金
の
数か

ず

と
袋ふ

く
ろ
の
あ
り
さ
ま
を
と
ふ
に
、
此
目
く
ら
が
物
に
う
た
が
ひ
な
し
。
さ
ら
バ
と
て
袋ふ

く
ろ
と
り
出
し
て
、
目
く
ら
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に
返
し
あ
た
へ
に
け
り
。
目
く
ら
よ
ろ
こ
び
に
た
へ
ず
。
其
金
三
分
の
一
を
川
田
に
お
く
り
て
泪な

ミ
だ
を
な
が
し
て
礼れ

い

謝し
や

す
。
川
田
、
是
を
う

け
ず
。
目
く
ら
ひ
た
す
ら
う
け
給
ひ
て
よ
と
侘わ

び

あ
へ
れ
ど
、
川
田
き
ゝ
も
い
れ
ず
。
せ
ん
か
た
な
く
て
目
く
ら
ハ
京
に
の
ほ
り
、
官

く
は
ん

途ど

ゆ

へ
な
く
調と

ゝ
の
ひ
て
後
、
た
ゞ
ち
に
紀き

州し
う

高か
う

野や

山
に
の
ぼ
り
、
大
な
る
石せ

き

塔た
う

を
た
て
ゝ
川
田
夫ふ

う

婦ふ

が
現げ

ん

当た
う

二
世
の
安あ

ん

楽ら
く

を
祈い

の
り
て
、
そ
れ
よ
り
ぞ

国
に
ハ
帰か

へ

り
に
け
る
と
な
ん
。
植
木
交
庵
か
た
る
。

　

お
ち
物
を
ひ
ろ
ひ
て
、
其
ぬ
し
に
か
へ
す
事
ハ
、
も
ろ
こ
し
に
て
も
い
ミ
じ
き
善ぜ

ん

根ご
ん

と
す
。
そ
の
人
少せ

う

〳
〵
前ま

へ

に
し
る
せ
り
。
我
朝て

う

に
も
川
田
が
こ
と
き
も
の
こ
れ
か
れ
世
に
か
た
り
つ
た
ふ
れ
ど
、
そ
の
事
ミ
な
相あ

い

似に

た
れ
バ
、
お
ほ
く
ハ
と
ら
ず
。
川
田
と
原は

ら

中な
か

宿じ
ゆ
くの

女
と
を
見
て
、
外
ハ
を
し
は
か
る
べ
し
。

十
二　

不ふ

破ハ

民ミ
ん

部ぶ

　

民
部
は
、
濃で

う

州し
う

南な
ん

宮く
う

の
神し

ん

職し
よ
くな
り
。
神し

ん

道た
う

に
明あ

き

ら
か
に
し
て
祈き

祷た
う

に
霊れ

い

験げ
ん

お
ほ
し
。
一
と
せ
江
戸
に
下
り
て
、
大
家
の
か
れ
が
神
道
を

た
う
と
べ
る
が
も
と
に
住す

ミ

け
り
。
あ
る
時
、
ひ
と
り
つ
れ
〳
〵
と
こ
も
り
居ゐ

け
る
に
、
わ
か
き
女
の
入
来
て
い
ひ
け
る
ハ
、
我
ハ
こ
の
御ミ

内う
ち

に
つ
か
ふ
る
女
な
り
。
わ
た
く
し
事
に
身
た
ゞ
な
ら
ず
ま
か
り
成
て
候
。
是
を
上か

ミ

に
し
ら
れ
ま
い
ら
す
れ
ハ
、
我
身
ハ
い
ふ
に
や
お
よ

ぶ
。
あ
ひ
け
る
男お

と
こ
も
か
な
ら
ず
殺こ

ろ

さ
る
べ
し
。
子
を
あ
ハ
せ
て
三
人
の
い
の
ち
を
す
く
ひ
給
へ
と
な
ん
い
ふ
。
民ミ

ん

部ぶ

き
ゝ
て
、
こ
れ
重ぢ

う

罪ざ
い

な
り
。
わ
が
力ち

か
ら
い
か
に
し
て
す
く
ひ
え
ん
や
と
い
へ
は
、
女
そ
れ
は
い
と
や
す
し
と
い
ふ
。
い
か
に
す
れ
バ
や
す
き
や
。
女
が
い
は
く
、

わ
が
此
子
を
そ
こ
の
御
子
な
り
と
い
は
ゝ
わ
ざ
は
ひ
か
な
ら
ず
の
か
る
へ
し
と
。
民
部
、
是
を
ゆ
る
し
ぬ
と
な
ん
。
中
素
軒
か
た
る
。

　

不ふ

破ハ

が
此
事
わ
れ
を
た
う
と
べ
る
大
家
の
に
く
ミ
を
え
て
名な

と
利り

と
を
う
し
な
ふ
の
ミ
な
ら
ず
、
き
く
人
こ
と
に
い
や
し
ま
れ
、
国く

に

に
も
帰か

へ

り
え
ま
じ
き
ほ
ど
の
恥ち

辱ぢ
よ
くな
り
。
し
か
る
に
、
此
無む

実じ
つ

を
お
へ
る
ハ
、
我
身
を
こ
ろ
し
て
人
を
い
か
す
也
。
た
ぐ
ひ
な
き
慈じ

悲ひ

心し
ん

な
ら
ず
や
。
あ
る
人
い
は
く
、
不ふ

破ハ

こ
の
事
を
ゆ
る
し
て
、
淫い

ん

乱ら
ん

不ふ

義ぎ

の
名な

を
う
る
ハ
、
遺い

体た
い

を
け
が
し
て
、
は
づ
か
し
め
を
父ふ

母ぼ
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に
を
よ
ぼ
す
な
り
。
こ
れ
、
人
の
す
べ
き
わ
ざ
か
ハ
。
我
こ
た
ふ
そ
の
道
よ
り
い
へ
ハ
誠ま

こ
と
に
し
か
り
。
し
か
れ
ど
も
身
を
忘わ

す

れ
て
人
を

あ
は
れ
む
も
又
に
く
か
ら
ず
。
そ
の
う
へ
無む

実じ
つ

は
終つ

ゐ

に
ハ
は
る
ゝ
物
な
り
。
は
る
ゝ
時
は
却か

へ
り
て
徳と

く

た
か
し
。
た
と
へ
又
は
れ
ず
と
も
、

我
心
の
内
に
ハ
恥は

づ

る
と
こ
ろ
な
か
る
べ
し
。
し
ゐ
て
何
を
か
く
る
し
ま
む
。

十
三　

橋は
し

本も
と

松せ
う

斎さ
い

　

松
斎
は
、
加か

藤と
う

氏う
ぢ

肥ひ

後ご

の
国
領り

や
うせ
ら
れ
し
こ
ろ
、
国
に
あ
り
て
ミ
や
つ
か
へ
せ
し
稲い

な

生ふ

の
何
が
し
が
子
な
り
。
寛

く
は
ん

永ゑ
い

九
年
バ
か
り
に
や
、

国
や
ぶ
れ
国こ

く

主し
ゆ

な
が
さ
れ
ま
せ
給
ひ
て
よ
り
、
松せ

う

斎さ
い

国く
に

を
さ
り
ぬ
。
そ
の
こ
ろ
ハ
年
十
三
な
り
し
と
ぞ
。
し
ば
し
ハ
津
の
国
難な

に

波ハ

わ
た
り

に
住
居
し
、
そ
れ
よ
り
京
に
の
ほ
り
て
嵯さ

峨が

野の

の
か
た
に
あ
り
け
る
と
か
也
。
父ち

ゝ

母は
ゝ

は
い
つ
の
ほ
ど
う
せ
し
も
し
ら
ず
。
そ
の
身
年
た
け

ぬ
れ
と
、
妻つ

ま

を
も
む
か
へ
ず
、
子こ

も
も
た
ら
ず
、
も
と
の
名な

は
何
と
か
い
ひ
け
ん
。
も
と
ど
り
切き

り

て
、
そ
の
姓せ

い

名め
い

を
橋は

し

本も
と

松
斎
恵け

い

叔し
ゆ
くと
あ

ら
た
め
、
も
は
ら
た
ゞ
慈じ

悲ひ

心し
ん

を
お
こ
し
て
救き

う

済さ
い

を
事こ

と

と
せ
り
。
世
の
ま
づ
し
く
て
う
へ
こ
ゞ
ゆ
べ
き
人
を
見
て
ハ
、
う
と
き
し
た
し
き

を
わ
か
ず
、
た
す
け
す
く
は
ん
と
お
も
ふ
志

こ
ゝ
ろ
ざ
しふ
か
し
。
後
は
太う

づ
ま
さ秦
広く

ハ
う

隆
寺じ

の
か
た
ハ
ら
に
移う

つ

り
す
ミ
け
り
。
そ
の
救き

う

済さ
い

の
あ
り
さ
ま
を

つ
た
へ
て
侍
る
に
、
を
の
が
財ざ

い

宝ほ
う

を
露
お
し
ま
ず
年
ご
と
に
其
時
あ
り
て
麦む

ぎ

、
米
、
小こ

米ご
め

な
ど
お
ほ
く
買か

い

あ
つ
め
、
こ
ぬ
か
と
い
ふ
物
を

糂じ
ん

粏だ

に
つ
く
り
て
、
さ
し
そ
へ
置を

き

て
年
の
飢き

饉き
ん

せ
る
を
待ま

ち

て
、
こ
と
〳
〵
く
ほ
ど
こ
し
あ
た
ふ
。
飢
饉
な
ら
で
も
、
あ
さ
夕
の
け
ふ
り
た

て
か
ぬ
る
人
の
も
と
へ
ハ
、
そ
の
ほ
ど
〳
〵
に
よ
ね
と
糂じ

ん

粏だ

と
を
お
く
り
に
け
り
。
又
、
太う

づ
ま
さ秦
に
住す

ミ

け
る
民た

ミ

耕か
う

作さ
く

の
い
と
ま
に
い
た
つ
ら

に
居ゐ

け
る
を
見
て
ハ
、
か
な
ら
ず
縄な

ハ

を
な
ハ
せ
て
わ
が
銭ぜ

に

に
か
へ
を
き
、
か
れ
ら
が
縄
な
ひ
て
い
な
た
ば
ゆ
は
ん
と
す
れ
ど
、
い
と
ま
な

げ
な
る
こ
ろ
、
か
の
縄
を
出
し
て
、
直あ

た
ひ
を
や
す
く
し
て
う
り
あ
た
ふ
。
又
渋し

ぶ

お
ほ
く
買か

ひ

も
と
め
て
紙か

ミ

を
そ
め
、
里さ

と

の
女
の
年
老お

ひ

て
田た

う
ふ

る
事
も
え
せ
ざ
る
を
あ
つ
め
て
、
物
く
は
せ
、
銭
と
ら
せ
て
、
か
の
紙か

ミ

を
紙か

ミ

き
ぬ
に
ぬ
は
せ
、
お
ほ
く
た
く
は
へ
置
て
、
寒さ

む

き
こ
ろ
衣こ

ろ
も
な

き
も
の
に
あ
た
ふ
。
此
外ほ

か

、
乞こ

つ

食じ
き

な
ど
に
日
ご
と
に
銭
を
ほ
ど
こ
す
事
、
又
す
く
な
か
ら
す
。
さ
も
あ
れ
、
松
斎
、
何
ば
か
り
の
財ざ

い

宝ほ
う

あ
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り
て
、
か
く
年
久
し
く
人
を
賑に

ぎ
は
す
ぞ
と
と
ふ
に
、
も
と
よ
り
財
宝
お
ほ
き
に
ハ
あ
ら
ず
、
我
身
の
用や

う

度ど

こ
ハ
め
て
う
す
く
し
、
い
さ
ゝ
か

の
つ
ゐ
え
を
も
な
さ
ず
。
た
ゞ
人
の
た
め
に
の
ミ
用
る
が
ゆ
へ
な
り
。
た
と
へ
バ
松
斎
が
家
の
め
ぐ
り
竹た

け

の
林は

や
し
ふ
か
し
、
卯
月
五さ

つ
き月
の
た

か
ふ
な
お
ほ
き
時
、
京
よ
り
ゆ
き
て
た
か
ふ
な
く
ふ
べ
し
と
い
ふ
人
あ
れ
ハ
、
其
人
に
の
ミ
も
て
な
し
て
、
み
づ
か
ら
ハ
く
は
ず
。
竹
と

な
し
て
用
に
そ
な
ふ
。
常つ

ね

の
食

し
や
く

事じ

な
ら
び
に
衣い

裳し
や
うの
か
ろ
き
事
、
是
を
も
ち
て
を
し
て
し
る
べ
し
。
家
に
あ
り
け
る
金
銀
ハ
ミ
な
と
め
る

人
の
も
と
に
あ
づ
け
て
、
そ
の
息
を
う
く
。
富
る
人
も
心
あ
れ
ハ
、
松
斎
が
あ
つ
ら
へ
る
金
銀
と
な
れ
バ
、
其
息そ

く

を
な
づ
ま
し
も
し
な
づ

め
バ
は
げ
し
く
こ
ひ
て
と
り
け
り
。
あ
る
人
い
は
く
、
松
斎
、
金
銀
の
息
を
は
た
る
ハ
あ
ま
り
に
は
な
ハ
だ
し
。
か
れ
が
日ひ

頃ご
ろ

の
無む

欲よ
く

に

ハ
似に

ず
と
。
松
斎
、
こ
れ
を
聞
て
、
わ
ら
ひ
て
い
は
く
、
我
ま
づ
し
き
も
の
を
す
く
ふ
事
を
し
り
て
、
富と

め

る
人
に
へ
つ
ら
ふ
事
を
し
ら
す
。

も
し
此
富
る
人
よ
り
う
け
つ
る
息
を
ゆ
る
か
せ
に
せ
バ
、
何
を
も
ち
て
か
貧ま

づ

し
き
も
の
を
す
く
は
ん
と
。
是
、
松
斎
が
財ざ

い

宝ほ
う

の
年
久
し
く

人
を
す
く
ふ
て
つ
き
ざ
る
い
は
れ
也
。
松
斎
、
年
七
十
、
元げ

ん

禄ろ
く

元ぐ
ハ
ん

年
さ
つ
き
の
中
の
三
日
、
病や

ま
ひ
に
い
ね
て
太う

づ
ま
さ秦
に
し
て
お
ハ
り
と
り
ぬ
。

そ
の
わ
た
り
の
人
々
の
し
た
ひ
悲か

な

し
ま
ざ
る
ハ
な
し
。

　

惻そ
く

隠い
ん

の
心
ハ
人
の
も
と
也
。
是
な
き
は
人
に
あ
ら
ず
。
し
か
れ
ど
も
、
世
の
人
こ
と
に
を
の
が
わ
た
く
し
に
お
ほ
は
れ
て
、
か
の
も

と
つ
心
を
バ
終つ

ゐ

に
う
し
な
ふ
な
ら
ひ
な
る
に
、
松
斎
、
い
さ
ゝ
か
も
う
し
な
ハ
ず
。
人
を
あ
は
れ
め
る
事
、
本
文
の
ご
と
し
。
仁じ

ん

に
あ

ら
ず
や
。
を
の
が
身
に
ハ
露
や
す
き
を
も
と
め
ず
、
ひ
た
す
ら
賑し

ん

済さ
い

を
つ
と
む
。
義ぎ

に
あ
ら
ず
や
。
或あ

る
ひ
は
又
、
人
あ
り
て
一
旦た

ん

め
く
ミ

ほ
ど
こ
す
と
い
へ
ど
、
そ
の
財ざ

い

か
ぎ
り
あ
れ
バ
、
久
し
か
ら
ず
し
て
や
む
も
あ
る
を
、
松
斎
ハ
財ざ

い

の
つ
き
ざ
る
道
を
し
り
て
、
そ
の
法

を
つ
く
し
ぬ
れ
バ
、
い
け
る
か
ぎ
り
ハ
施し

恵け
い

に
と
ぼ
し
か
ら
ず
。
智ち

に
あ
ら
ず
や
。
貧ま

づ

し
か
ら
ぬ
人
に
物
か
し
て
ハ
息そ

く

を
く
ハ
へ
て
急き

う

に
乞こ

ひ

と
り
、
し
ば
ら
く
も
ゆ
る
さ
ず
、
直ち

か
く
に
あ
ら
ず
や
。
こ
れ
に
よ
り
て
、
是
を
お
も
ふ
に
、
後こ

う

世せ
い

に
ハ
尤
え
が
た
き
人
な
り
。
い
に

し
へ
に
ハ
あ
り
や
あ
ら
ず
や
。
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